
平成２７年度　ＩＤＥ大学セミナー

地域のグローバル化と外国人留学生

－大学と社会のできること－

平成２７年度ＩＤＥ東北支部 ＩＤＥ大学セミナー／ 

第２３回東北大学高等教育フォーラム 報告書

平成２７年１１月１６日

Ｉ Ｄ Ｅ 大 学 協 会 東 北 支 部

東北大学高度教養教育・学生支援機構

Institute for Excellence in Higher Education, Tohoku University

IEHE Report  64





目　　　次

平成27年度 IDE 大学セミナーの概要 ………………………………………………………………… 1

平成27年度 IDE 大学セミナー　プログラム ………………………………………………………… 2

開　講　式 　IDE大学協会東北支部長挨拶 ………………………………………………………… 3

東北大学　里見　　進　総長

セミナー趣旨説明 ………………………………………………………………………………………… 5

東北大学高度教養教育・学生支援機構副機構長　羽田　貴史　教授

基調講演　留学生の社会統合と頭脳循環
　　　　　－日本とドイツの場合－ …………………………………………………………………… 7

東京工業大学留学生センター　佐藤　由利子　准教授

講演 1　外国人留学生支援の取り組みに関する課題 …………………………………………………42

青森中央学院大学経営法学部／国際交流センター長　大泉　常長　准教授

講演 2　外国人留学生の日本における就職支援の課題と企業の取り組み事例 ……………………58

株式会社 TAGS代表取締役社長　田籠　喜三　氏　

講演 3　外国人留学生から見た大学と地域への期待 …………………………………………………76

仙台地区中国学生学者友好聯誼会会長　沈　悠然　氏　

総括質疑 ……………………………………………………………………………………………………93

閉　講　式　閉講挨拶 ………………………………………………………………………………… 108

東北大学理事／高度教養教育・学生支援機構長　花輪　公雄　教授

アンケート・参加者統計 ……………………………………………………………………………… 111





─ 1 ─

平成27年度 IDE大学セミナーの概要

1．主　催：
IDE大学協会東北支部，東北大学高度教養教育・学生支援機構

2 ．本年度のテーマ：
地域のグローバル化と外国人留学生－大学と社会のできること－

3 ．趣　旨：
グローバル化のもとで，国境を超えて学ぶ学生が増加し，日本においても高等教育機関で学ぶ留
学生は，2014年に10年前の1.4倍，17万 1千人となった。国公私立を問わず，留学生の増加は，大
学に多様性をもたらし，国際共修教育の発展など，日本人学生にも大きな刺激を与え，大学教育の
国際化を進めている。また，18歳人口減少のもとで，新たな学生顧客層として欠かせない存在であ
る。同時に，日本の大学が留学生を受け入れ，最良の学習経験を与えて成長させ，社会を支える担
い手とするためには，奨学金などの経済支援，大学と地域に適応するための様々な支援，日本語教
育の組織的な提供など課題も大きい。英語のみで学位を取得できるプログラムの拡大も進んでいる
が，学生は日本社会で生活し，学んでいるのであり，英語で学習できる環境だけが国際化というわ
けでもない。
さらに，留学生の67％が日本で進学・就職していく道を選んでおり，この10年間で 8％増加した。

少子化に悩む日本にとって，外国人留学生が日本に定着していくことは，社会の活性化と多様化を
促進し，日本社会のグローバル化を促進する上で極めて重要である。大学は，諸外国とのインター
フェースとして日本社会のグローバル化に大きく貢献しているのである。
しかし，留学生のキャリア形成に関しては，日本の就職慣行や人事制度に関する留学生の情報不
足，あるいは，企業側の留学生に対する理解不足などが指摘されている。また，留学生が日本社会
に適応し，その一員になるには，子育て・地域社会・政治への参加など多くの課題が山積みであり，
大学教育は，留学生が日本理解を深める役割も担っている。本セミナーでは，日本の大学教育の方
向性を左右する外国人留学生の適応と社会統合に関し，大学教育の果たす役割を模索する機会とし
たい。

4 ．日　時：
　平成27年11月16日（月）13：00～

5 ．会　場：
　仙台ガーデンパレス　 2階「鳳凰」
　　〒983－0852　仙台市宮城野区榴岡四丁目 1－ 5

　　電話022（299）6211
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平成27年度 IDE大学セミナー　プログラム
（時間） （司会者）　　　
13：00　開講式 　高橋　　聡　教授　
 IDE大学協会東北支部長挨拶
 東北大学 里見　　進　総長　

13：05　セミナー趣旨説明
 東北大学高度教養教育・学生支援機構副機構長 羽田　貴史　教授　
 （司会者）　　
13：15　基調講演　留学生の社会統合と頭脳循環 蒔苗　耕司　教授
　　　　　　　　　－日本とドイツの場合－　
 東京工業大学留学生センター 佐藤由利子　准教授
 （司会者）　　　
14：05　講演 1　外国人留学生支援の取り組みに関する課題 串本　剛　准教授
　　　　　　　　－反転授業も含めた授業設計－
 青森中央学院大学経営法学部 /国際交流センター長 大泉　常長　准教授

14：40　休憩
 （司会者）　　　
14：50　講演 2　外国人留学生の日本における就職支援の課題 猪股　歳之　准教授
　　　　　　　　と企業の取り組み事例
 株式会社 TAGS代表取締役社長 田籠　喜三　氏　　
 （司会者）　　　
15：25　講演 3　外国人留学生から見た大学と地域への期待 槇石多希子　教授　
　　　　　　仙台地区中国学生学者友好聯誼会会長 沈　　悠然　氏　 

16：00　休憩
 （司会者）　　　
16：10　総括質疑　　 斎藤　　誠　教授　
 杉本　和弘　教授　
　　　
17：15　閉講式 （司会者）　　　
　　　　閉講挨拶 高橋　　聡　教授　
 東北大学理事／高度教養教育・学生支援機構長 花輪　公雄　教授　
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ご紹介頂きました，東北大学総長の里見でありま
す。この IDE大学協会の東北支部長を務めており
ます。平成27年度の IDE大学セミナーの開催に当
たりまして一言ごあいさつを申し上げます。この開
催に当たりまして，大変多くの皆様というには
ちょっと数が少ないんですけれども，一騎当千の強
者がたくさん集まって頂きました。誠にありがとう
ございます。
このセミナーは毎年この秋，大体この時期に，そ
の時々の大学や高等教育機関を取り巻く色んな様々
なテーマを選りすぐりまして，皆さんに集まって頂き，ご議論頂くということになっております。
今年は，「地域のグローバル化と外国人留学生」をテーマとさせて頂きました。私から言うまでも
ないことですけれども，グローバル化というのはこの21世紀を特徴づける世界的な趨勢でありまし
て，グローバル化という大きな社会変化の中で，大学自身が国際化ということで各方面から求めら
れるようになっています。また一方ではこのグローバル化が進行すると同時に，それとは表裏一体
の問題になるとは思いますけれども，ローカル，つまり地域の役割や意味というものも大きく変化
しているように思います。とりわけ，我が国におきましては少子高齢化によって，地域社会の空洞
化がどんどん進んでおります。ローカルに起因している様々な問題に対して，大学がどう対処して
いけばいいかということが，ますます問われるような時代になっていると考えています。
このような時代に，グローバルの進行とローカルな課題への対応をするためには，特に重要に
なってくるのが各大学で学ぶ外国人留学生の存在であります。外国人留学生の方は，グローバルの
中でそれぞれの国を離れて，日本で生活をしております。空洞化した地域を活性化する力として，
また少子高齢化で入学定員も段々減っている大学の活性化をするという意味合いから，またグロー
バル化ということを真に進めていく大きな戦力として，留学生が果たす役割は大変大きいと思いま
す。その意味では，留学生はグローバル化とローカルとの結節点に位置付く存在だと言っても過言
ではないと思います。
我が国の近年の留学生政策を振り返ってみますと，2008年に留学生を30万人にしようという計画

が政府から出されました。その後，それを実現する政策としてグローバル30，これは大学の国際化
のためのネットワークの形成事業と言われていますけれども，グローバル30とか，グローバル人材
育成推進事業，またスーパーグローバル大学創生支援といった政策が，本当に矢継ぎ早にテーマが
出されております。本学においても，これらの政府の支援を受けながら，精力的に教育のグローバ
ル化を進めているところでありまして，本学では現在86ヶ国から，1,700名を超える留学生が学ん
でおります。私の大学でも，昨年 5月には東北大学グローバルビジョンと，私の名前を付けたりす
るのではありますけれども，そういうビジョンを出しました。グローバルリーダーの育成に向けて，

開　　講　　式
開講挨拶

IDE大学協会東北支部長
里　見　　　進　東北大学総長
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教養教育を充実しようと。また，教育環境を整えようということで，そういうことを重点的に整備
する政策を掲げて，人が集い，学び，創造する，世界に開かれた知の共同体，知の国際共同体の創
出に向けまして，教育や研究の強化に取り組んでいるところであります。
一方，現在我が国の高等教育機関には17万人を超える留学生が学んでおります。2020年までに30

万人にしましょうという計画というのはなかなか大変だと思いますけれども，世界的には高度人材
の獲得競争があちこちで展開されておりまして，今後も国境を越えた学生の移動が増えていくこと
は確実でございます。そして，少子高齢化が急速に進む我が国におきましては，今後どこからどれ
だけの留学生を誘致して教育を行い，さらに彼らや彼女らが，地域社会の一員としてどのように受
入れて行ったらいいのかというのが，極めて重要な課題になってきております。そういう意味では，
現在30万人の留学生受入れを目指して展開されている取り組みというのは，その量的規模において
だけではなくて，日本の大学や地域社会にこれまでとは質的に異なる課題を突き付けていると言っ
ても，過言ではないと思います。昨今のヨーロッパにおける人の移動。それから色んなことが起因
すると思いますけれども，テロという国際情勢の不安定さを塗り付けました。いかに，平等に国際
的な流動化を促進して，なおかつ色んな階層の方々が，安心して暮らせるような国際化というもの
を，我々の世界は目指さなければいけないと思います。その意味では，大学には組織全体が国際化
をして，グローバル化することが求められておりますし，地域社会におきましては，言語や文化や
習慣の異なる人々を受入れる寛容性や多様性というものを大事にする，そしてそれを社会の活性化
につなげるということが求められていると思います。
本日は留学生の受入れや支援について，各方面で実践や研究を積み重ねてこられた先生方にお集
まりを頂きました。グローバル化が進行する中で，地域社会と大学には何ができるのか。また，何
が足らないのか。外国人留学生を軸に，そういうことについてご講演を頂きまして，議論を深めて
頂ければと期待しております。これから長丁場になると思いますけれども，ぜひ皆様方には活発な
ご討議をお願いいたしまして，私のあいさつといたします。本日は，お集まり頂きまして誠にあり
がとうございました。
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こんにちは，羽田でございます。お手元のパンフ
レットの 1ページをお開きください。そこに今年度
のセミナーの趣旨が書いてございます。日本の大学
に多くの留学生が入ってきているということは，先
ほどのあいさつでも触れられまして，17万人を超え
る規模になりました。これは各大学に色々な刺激を
与えております。国際共修教育でありますとか，ま
た新しい学生層が大学に入ってきてという面もござ
います。同時にそれだけではなくて，その後日本の
社会にどう適応して頂いて，日本の社会の一員に
なって頂くかということも，色々な意味で重要になって参ります。ただ，日本の留学政策は残念な
がら，留学生については国際交流，国際親睦と言いますか，お互いに理解するということが前提に
なって，あまり留学生の社会的定着について，今まで議論してこなかったように思います。IDEも
留学生政策の特集は，最近のもので2007年でございます。 8年前ですね。この中には学生支援課長
が書いてありますが，外国人の留学生については，海外から優れた留学生をどう引き寄せるか，そ
して帰った後も日本と引き続き関係を作るということがメインです。帰ってもらうことが前提です
ね。日本の社会に定着するということは，一言も実は書いていないんですね。これは文科省の枠組
みが教育であり，就職は厚労省という大きな枠組みがあるかもしれませんが，今の日本の状況を考
えた時には，もうそれだけではすまないだろうと思います。
国際的に優秀な人材の獲得競争が進んでいます。それから，具体的な問題でいきますと，東京一
極集中と地方の少子化が進行して，2040年までには800以上の自治体が事実上消失をすると言われ
る。宮城県の人口も2040年には現在の25％減という中で，2090年まで人口は減り続けて，その時に
日本の人口は9,900万人ですね。今よりも3,000万人近く減少するという時に，やはり新しい人材，
人間の集団が入ってきて，色々活性化しないと，日本の社会も持たないだろうと思います。こうい
う問題も指摘されています。ところが，なかなかその受入れの問題が本格的に議論されておりませ
ん。日本学生支援機構の統計でも，大体日本に来る留学生の 6割は進学や就職をして，日本に定着
をして頂くというふうになっております。これをもっと進めて，日本の社会全体をグローバル化す
るためにはどういう方策が必要かというのが，今日の主要なテーマでございます。いわば，外国と
日本社会のインターフェイスに当たるのが大学である。その中には単なる知識だけではなくて，社
会的に地域の一員となる様々な仕掛けや装置が必要である。当然送り出しでもキャリア支援の中に
は留学生の支援ということが大きな課題になっています。これは企業の側の理解も必要になってく
るというところで，日本の社会の一員として留学生を迎えていくには，子育てや地域社会，政治へ
の参加等多くの課題が山積みになっているというところが今日の主要命題でございます。
そのために 4人の講師をお願いいたしました。一人目は佐藤由利子先生です。東京工業大学の留
学生センターにお勤めで，まさに今日のテーマとぴったりする留学生の社会統合について研究を進

セミナー趣旨説明
東北大学高度教養教育・学生支援機構副機構長

羽　田　貴　史　教授
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められております。今日はドイツとの比較でそのお話をお願いいたします。ほかに 3つの講演を予
定しております。大泉先生は，青森中央学院大学，これは東北地区としてはかなり留学生の数が多
い大学で，大学としての組織的な取り組みがあったとお聞きしておりましたので，今日はちょっと
その秘密を明かして頂こうかと思っています。送り出しの点についていうと，これは企業がどう見
ているか，就職支援をどうするかが課題です。これが大きな課題でございますので，株式会社
TAGSの田籠先生にお願いしております。先生は，富士通にもお勤めされ，様々な企業への外国人
留学生と企業との関係というものもご経験をお持ちでございます。それから最後に，留学生自身が
どう見ているか。これが，我々からすると一番大事なところでございます。仙台地区の中国学生学
者友好聯誼会会長，大変にいかめしい肩書でございますが，東北大学のマスター 2年の沈さんをお
招きしました。今は就職活動で大変だとお聞きしましたけれども，今日はお時間を割いて来て頂き
ました。大変厚く感謝をいたします。
以上 4人の報告者の講演を聞きながら，総括討議では地域にどうやって留学生を迎えていくかと
いう点についての展望ができれば，主催者としては大変嬉しいと思っておりますので，どうぞ最後
まで熱心にご参加よろしくお願いいたします。以上，趣旨説明を終わります。どうもありがとうご
ざいました。



講　　　演





司会者　蒔苗耕司教授
（宮城大学事業構想学部）
それではここから基調講演に移りたいと思い
ます。今日お招きしている講師の先生は，東京
工業大学留学生センター准教授の佐藤由利子先
生です。先生の略歴については，資料の 4ペー
ジをご覧頂ければと思います。東京大学の教養
学科国際関係論卒業後，JICA国際協力事業団
に入団され，2000年には Deakin大学国際・コ
ミュニティ開発修士課程を修了し，現職に就か
れています。ここ15年ほど留学生の支援につい
て，東京工業大学で務められています。今日は
『留学生の社会統合と頭脳循環』というタイト
ルで，定着する留学生，あるいは戻っていく留
学生，その留学生の問題について，先進的な事
例であるドイツと比較して，日本の留学生の状
況を説明して頂くとともに，地方の取り組み等
も紹介して頂けるということで，非常に役立つ
話を聞かせて頂けるのではないかと期待してお
ります。それでは，佐藤先生よろしくお願いし
ます。

佐藤由利子准教授
蒔苗先生，ご紹介どうもありがとうございま
した。また東北大学の里見総長先生，また開会
のごあいさつを頂いた羽田先生，総合司会の高
橋先生，ご列席の皆様，今日は本当に，このよ
うな IDEの東北支部のセミナーでお話をさせ
て頂く機会を，非常に光栄に思っております。
ありがとうございます。座ってお話をさせて頂
いてよろしいでしょうか。
本日のテーマは，『留学生の社会統合と頭脳
循環－日本とドイツの場合－』です。社会統合
というのは学生時代にいかに地域になじんで，

友達をたくさん作って頂くか，そして，就職。
現在，日本に優秀な外国人人材を定着させよ
う，就職してもらおうという政府の方針があ
り，卒業後もできれば日本でも長く働いて頂き
たい，特に地域で働いて頂きたい，それに関連
する話をいたします。ただ，留学生の方にとっ
ては色んな人生設計がありますので，自分の国
に帰るという方も多いと思いますが，その場
合，帰ってからも日本とつながって頂きたい，
そういったことについて，ドイツと日本を比較
しながら，お話をいたします。

はじめに
最初のスライド（スライド 2。後掲資料参照。

以下のスライド番号も同様）は，先ほど羽田先
生の方からもお話があった通り，日本で人口減
少が深刻な課題であることを，ドイツと比較し
て示しています。特に地方ではどんどん人口が
減っているという課題がございます。なぜドイ
ツと日本を取り上げるかということの理由のひ
とつは，ドイツも深刻な人口減少，少子高齢化
に直面しているということがございます。ドイ
ツと日本は，合計特殊出生率が共に1.4ですし，

基調講演　留学生の社会統合と頭脳循環
－日本とドイツの場合－

東京工業大学留学生センター
佐　藤　由利子　准教授
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表には載せていないんですが，年齢中央値が共
に46歳で，似た状況にありますが，今後の人口
予測を見ますと，日本は15％減，ドイツは 7％
減ということで，倍の開きがあります。この違
いのひとつは，流入外国人口がドイツではかな
り多いということがございます。この中には多
くの留学生も含まれております。ドイツでは，
人口減少予測を受けて，2012年に内務省が人口
戦略を取りまとめて，女性や高齢者の雇用促進
と並んで，留学生を含む外国人材の受入れ推進
政策を開始しております。それについて，後ほ
どご紹介したいと思います。
また，ドイツは日本と同じ非英語圏の国で
す。皆さんもよくご存じの通り，英語圏の国の
方が留学生を集めやすいということがございま
す。最近の大学ランキングを見ましても，英語
圏の諸国が上位にたくさんリストアップされて
おり，その状況がさらに英語圏に留学生を集め
るという構造になってしまっております。英語
が国際言語となり，英語能力が労働市場で高く
評価される昨今，留学生が英語圏諸国に集まる
というのは，ある意味では自然の流れというこ
とかもしれません。しかしそういった中で，非
英語圏の国として，いかに留学生を獲得してい
くか。これが大きな課題で，そういった意味で，
日本がドイツから学べることは多いと思いま
す。留学生を始めとするグローバル人材が集積
すると，知識基盤経済の発展が容易になります
が，現状では，人材の集まる英語圏の方が有利

という状況があります（スライド 3）。
またもうひとつ，留学生教育にかかるコス

ト。これも非英語圏の方が高い傾向があります。
言語教育，つまり日本では日本語教育のコス
ト。それから英語による教育コスト。英語によ
るコース開設には，お金もかかりますが，教え
る教員の時間や手間も半端なものではないと思
います。さらに，受け入れた外国人教員や留学
生の支援コスト。日本語でしか書類や表示がな
いことも多い中，住居探しとか色んな相談と
か，そういう支援コストも非英語圏の方が大き
いと思われます。こちらの図（スライド 4）は，
先ほどの図の中の英語圏，非英語圏諸国の中の
大都市圏と地方都市を比較したものです。やは
りその留学生，あるいは日本人も含めて，若者
がどうしても都市部に集まってしまう。刺激，
情報，就職先が，どうしても大都市圏に多いの
がその主な理由です。このため，地方では，留
学生獲得の優位性が低くなりがちです。そして，
教育の国際化のコストも，外国人教員に地方に
来てもらおうと思っても，若い方はまだいいで
すが，家族を持った場合，インターナショナル
スクールがないとか，外国語で対応できる病院
がないとか，そういった意味で外国人教員の方
に地方に定着してもらうコストも半端でなくか
かるといったことから，地方というのは，教育
の国際化において，不利な状況にあります。ど
うしてもグローバル教育を持続的に行うコスト
が高くつく。そして，地域にグローバル人材が
定着してもらおうと思っても，就職先や外国人
を支援する社会インフラの不足から，なかなか
定着してもらえない。ということで，地域の企
業の国際化が遅れ，売上が伸び悩み，雇用が減
少し，さらに若者が地域から出て行ってしま
う，といった悪循環が起きるリスクがあるので
はないかと思います。これをいかに逆転してい
くかが，本日の後半のお話となります。
こちらの表（スライド 5）は OECD諸国，

先進国に暮らす高等教育を修了した外国生まれ
の者。つまり，高度人材と呼ばれるグループの
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人たち，2,570万人がどこに住んでいるかとい
うデータです。ご覧の通り，アメリカに45％，
カナダに11％，英国に10％，オーストラリアに
5％，これら英語圏 4ヶ国だけで71％を占めて
おり，英語圏に高等教育を受けた外国人材が集
中する傾向がお分かり頂けると思います。
こちらは留学生ですね（スライド 6）。留学

生は2012年に世界に450万人いると推定され，
最も大きな受入れ国はアメリカで留学生の16％
を受入れ，次いで英国の13％ですが，その次に
は非英語圏のドイツが 6 ％，フランス 6 ％，
オーストラリア 6％，カナダ，ロシア，それに
次いで日本が出てきます。こちらでは，大学の
色んな頑張りもあり，国の政策もあり，非英語
圏諸国にもかなりの数の留学生が来ているとい
う状況がお判り頂けると思います。特にドイツ
は，2010年にはオーストラリアやフランスより
下位の第 5位でしたが，2012年に第 3位に躍り
出ています。その辺の事情も，本日お話して参
りたいと思います。
ということで，本日のお話の目的としまして
は（スライド 7），まず，少子高齢化，労働人
口減少という日本と共通の課題を抱えるドイツ
が，留学生をどのように獲得，定着させている
かをご紹介し，日本への示唆を得ること，また，
後半では，地方都市における留学生受入れの課
題と効果について考察した上で，大学・自治
体・企業が連携した取り組みを紹介して参りた
いと思います。本日の発表の構成としましては
（スライド 8），まずドイツと日本の留学生受入
れ状況と高度人材誘致政策。そしてふたつ目に
それに基づいた，両国の社会統合と頭脳循環の
特徴の分析， 3番目に地域活性化を目指した留
学生の誘致および社会統合の取り組みについて
お話をして参ります。

ドイツと日本の留学生受入状況と高度人材誘致政策
まず， 1番目のドイツと日本の留学生受入れ
状況と高度人材誘致政策です（スライド 9）。
こちらの図（スライド10）は，1993年から2014

年までのドイツと日本の留学生数の推移を示し
ております。ドイツは，2014年に30万人を突破
しました。2011年には東日本大震災があり，日
本の留学生受入れは非常に大きな打撃を受けた
わけですが，それから 3年経っても留学生が伸
び悩んでいるという状況がございます。
こちらは，2014年のドイツと日本の留学生の

受入れ状況を比較してみました（スライド11）。
ドイツの方は，先ほど留学生が30万人と申し上
げましたが，その内の27％は，ドイツの国内の
学校を卒業して学んでいる外国籍の学生さん。
つまりドイツの中には移民が多く，外国籍の若
者もいて，その人たちも留学生にカウントして
いるので，その人たちを除いた，外国の高校を
卒業してドイツの高等強雨幾機関で学んでいる
人は22万人ぐらいです。彼らの主な出身地域は，
他の EU諸国45％，アジア37％です。日本の場
合は，高等教育で学ぶ留学生は14万人。日本語
学校で学ぶ人を含めると18万人ですが，この高
等教育で学ぶ人たちの主な出身国は中国，韓
国，ベトナムです。ドイツで学ぶ留学生は，専
攻分野に大きな特色があります。STEMという
の は Sc ience，Techno logy，Eng inee r ing，
Mathematics，つまり，科学，技術，工学，数
学を STEMと呼ぶんですけれども，この分野
で学ぶ学生が43％に上ります。ドイツは自然科
学と工学が強い国ですが，日本も実はノーベル
賞などを見ても，この分野で負けてはいないわ
けですが，なぜか日本では理工系分野の留学生
があまり多くありません。高等教育機関で学ぶ
留学生の内，理学を専攻する者は1.7％，工学
専攻者は16.9％です。ちなみに日本人を含め，
大学の学部で，理学部で学ぶ学生は 3％，工学
部で学ぶ学生は15％ですから，合わせて18％と
いう割合はそんなに変わりませんが，留学生は
理学分野で学ぶ人が日本人学生より少なく，工
学分野で学ぶ割合は少し高くなっています。ド
イツの場合は，STEM分野で学ぶドイツ人学生
の割合は38％で，かなり高いですが，留学生さ
らにこの分野で学ぶ割合が43％と高くなってお
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ります。
次は政策ですが，実はドイツにも留学生35万
人計画というものがございまして，留学生を増
やそうとしております（スライド12）。非英語
圏の国として留学生を引き付けるための主な手
段としては奨学金，そしてもうひとつが言語の
ハードルを低くするための英語コースの開設が
あり，ドイツも日本も両方とも実施しておりま
す。ただ奨学金は，DAADの奨学金を受けて
いる留学生の比率が大体2.6％，日本の場合は
国費奨学金の受給者比率が大体7.7％ですから，
日本の方が奨学金をたくさん出しています。た
だし，ドイツの留学生受入れ政策の大きな特色
のひとつは，大学で授業料を徴収していないと
いうことです。一時大学で授業料を徴収してい
た時期もありましたが，ドイツの中で所得格差
による教育格差について国の中で大きな議論が
ありまして，その議論の後，全ての国立大学で
（ドイツの大学はほとんどが国立大学ですが），
授業料を徴収しない，それを留学生にも適用し
ておりまして，これがドイツの留学生政策の強
みのひとつになっています。それからもうひと
つは就職支援策ですね。後で申し上げますが，
ドイツは先ほどの人口減少の予測を受けて，積
極的に外国人材，特に高度外国人材，大卒の人
たちを定着させようという政策を取っておりま
す。例えば求職ビザについて，卒業後の求職ビ
ザは，もとは日本と同じ 1年だったのを， 1年
半に延長しています。さらにすごい政策は， 2

年間ドイツで働いたら永住権申請が可能です。
永住権というのは留学生にとってとても魅力的
なものですので，こういう政策を取ってどんど
ん留学生をドイツに受け入れ，就職させるとこ
とに成功しています。また，そういった入国・
在留管理政策だけではなくて，ウェルカミング
カルチャーという，外国人を歓迎する文化を推
進する政策もあります。ドイツは外国人に対し
て冷たい，あまり外国人を歓迎しないというア
ンケート調査等の結果もあり，高度人材の受け
入れ促進のためには，ドイツに外国人を歓迎す

る文化を広めなくてはいけないということにな
り，内務省が中心となり，全ての関係省庁にお
いて，このウェルカミングカルチャーを促進す
る施策が行われることとなり，教育省の関係で
は，留学生の就職支援活動を，大学が地域と連
携して幅広く展開することを支援しています。
もちろん日本でも，アジア人材資金構想とか，
外国人材活性促進プログラムとか，留学生の就
職を支援する政府の政策はあるわけですが，こ
のような政策は，日本だけではなく，他の非英
語圏の国，スウェーデンとかフランス等でも
行っており，ドイツではさらに積極的に行って
いるということをご理解頂ければと思います。
次のスライドは，ドイツの外国人受入れ政策

の変遷についてです（スライド13）。1960年代
以降，ドイツの経済発展により労働力が不足
し，トルコ等からガストアルバイター，これは
英語ではゲストワーカーという意味ですが，
「お客さんの働き手」をどんどん受入れました。
ゲストワーカーという名前を付けた背景には，
あなたたちお客さんだから，仕事が終わったら
帰ってねという意味があり，実際1973年のオイ
ルショックで，経済が不景気になり，外国人労
働者を帰国させようとしたのですが，全然帰ら
なかった。帰らないどころか，定着するために
家族を呼び寄せ始めで，1973年以降，さらに外
国人が増えたという皮肉な話がありました。
1990年代以降は，東西ドイツの統一によって，
旧東ドイツを立て直すための経済的負担や失業
問題に加え，旧社会主義国の東ヨーロッパや，
バルカン半島からもどんどん移民・難民が入っ
て来るという状況の中で，右翼による移民排斥
運動も起こりました。しかし，2000年以降，シュ
レーダー政権は技能労働者の不足に悩む産業界
の声を受けて包括的な移民法の制定に着手し，
2005年には移民法が施行されました。
さらに2012年，ドイツに EUブルーカード制

が導入されました（スライド14）。これは大卒
で，一定所得がある EU域外の出身者に 4年間
発行され，特に科学，数学，工学等の人材不足
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分野では年収要件は低く設定され，このカード
の保有者は，33ヶ月で永住権が取れます。また，
ドイツ語能力が中級以上であれば，この期間は
短縮されます。また，年収要件を満たさない場
合でも，ドイツ語能力が十分で，自立した生計
を営んでいれば， 5年間で永住権を申請できる
（先ほどご紹介しました通り，留学生は 2年間
で永住権が申請できます）ということで，特に
2012年以降，非常に積極的な外国人材受入れ政
策に転換しています。EUブルーカードという
のは，EUの国でこの制度を批准した国で実施
されていて，年収要件も国によって違います。
ドイツ移民・難民庁の人によると，現在，EU

ブルーカードの90％がドイツで発行されてお
り，ドイツはこの制度のヘビーユーザーになっ
ています。
どうして，90年代までは移民を排斥し，スキ
ンヘッドの人たちが移民を殺したというニュー
スも頻繁にあった国で，積極的な外国人材受入
れ政策に転換したのか（スライド15），劇的な
転換と言えると思うのですが，その背景を2015

年 8月に聞き取りに行きました。ドイツ社会統
合・移民財団専門家協会のモリス・ラング氏に
よると，やはりその背景には人口減少と技能人
材不足への深刻な懸念があり，そのことについ
て国民的な議論が行われて，こういう政策に転
換したと言うことでした。2013年に出された
OECDのレポートでは，ドイツは OECD諸国
中，高度人材受入れの制約が最も少ない国だと
分析されております。

ドイツと日本の留学生の社会統合と頭脳循環の特徴
第 2部では，留学生の社会統合と頭脳循環の
特徴を，日本とドイツで比較して参ります。こ
こで，ふたつの元留学生調査を紹介したいと思
います。ひとつはドイツの移民・難民庁が2014

年に出した，留学生フォローアップ調査です
（スライド17）。まず中央外国人登録のデータか
ら，2005年から2013年までに留学ビザで学んだ
人で，2013年 9 月に留学ビザを持っていない

EU域外の出身者16万5,800人を調査したとこ
ろ，56％がドイツに留まっているという結果が
出ました。かなりの比率ですね。ちなみに EU

域内の人はビザがいらないので，ビザではドイ
ツに留まっているかどうか分からないというこ
とですね。
表 2は，2005年から2013年までに留学ビザで

学んだ人で，ドイツの専門的分野の就労ビザを
取得した人の数と割合を示しています（スライ
ド18）。専門技術保有者ビザを持っている人の
15.6％，研究者ビザを持っている人の16.6％，
EUブルーカード（一般）を持っている人の
22％，EUブルーカード（人材不足分野）を
持っている人の40％，EUブルーカードによる
永住権を持ったのは28％が元留学生ということ
で，ドイツの専門的分野で働く外国人におけ
る，元留学生のプレゼンスがかなり高いという
ことがお判り頂けると思います。2013年に専門
的分野の就労ビザを保有する人は117,000人。
しかしこれ以外に，他の EU諸国からドイツに
流入している人口が2013年に70万人で，この70

万人の中にはかなり専門職の人が含まれますの
で，ドイツはかなりの数の外国人技術人材を受
け入れているという状況があります（スライド
18）。
次に日本の状況を見たいと思います。日本の

留学生の就職状況ですが（スライド19），平成
25年度に日本の高等教育機関を卒業した留学生
は39,650人，国内進学者を除いた数は29,373人
です。2014年に就労ビザへ変更許可された留学
生は12,958人。ざっと計算して，国内進学しな
かった人の44％が日本で就労していると推定さ
れます。法務省のデータによると，職務内容は
翻訳・通訳が24％，販売・営業は24％，情報処
理 8％，教育 7％です。ドイツでは，この移民・
難民庁によるドイツに留まる元留学生の質問紙
調査で，回答者の主な職種が，エンジニア
23％，コンピューター技術者10％，事務員 9％
ということで，ドイツの場合，技術系人材の割
合が高いということがお判り頂けるかと思いま
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す。
こちらは，先ほどの表 2と似た形で，日本に
おける2013年の就労ビザ発行者に占める留学生
の割合を示しています（スライド20）。法務省
の統計では，ビザ保有者中の留学生の割合が分
からないので，2013年のビザ発行数中の留学生
の割合を示していますが，「人文知識・国際」
のビザの39％が留学生に発行されています。ま
た，「技術」のビザでは留学生の割合は21％と，
やや低くなります。また，2012年に高度人材ポ
イント制が導入されてから11ヶ月経過した時点
での，高度人材認定者中の44％が留学生です。
2013年の専門的分野の就労ビザの保有者数は
145,000人で，ドイツより多いですが，先ほど
言いました通り，ドイツは EU域内からもどん
どん人が入って来ていますので，そういった意
味ではドイツの方が，専門的外国人材が多いと
思われます。
高度人材ポイント制について，若干補足説明
いたします（スライド21）。高度な人材の日本
への誘致のため，高度人材ポイント制が2012年
に開始されました。申請者の学歴，職歴，年収
等をポイント換算して，そのポイントの合計が
基準を超えるものに対して，永住権申請までの
期間短縮等の優遇策が与えられる制度です。当
初2,000人ぐらいの応募を見込んでいたのです
が，制度開始後11か月の2013年 4月時点での登
録者数は434名，うち海外からの応募者は17名
しかおらず，国内応募者のうち元留学生が44％
を占めました。このことから，日本は高度外国
人材といっても，海外から直接日本の門を叩く
人は非常に少ないことがわかります。日本で高
度外国人材を獲得していくためには，留学生を
育て，残ってもらうという，人材育成型の人材
獲得ではないと，人材の獲得は難しいと考えら
れます。そういった意味で，留学生の方たちは，
日本にとって，本当に大事な存在と言えます。
次に，元留学生の調査に基づいてドイツと日
本を比較したいと思います。まず先ほどのドイ
ツ移民 ･難民庁による質問紙調査で，ドイツの

高等教育機関を卒業してドイツに居住する50歳
以下の EU域外出身者61,500人に質問紙を送
り，回収した4,542人の有効回答を分析してい
ます（スライド22）。対比する日本での調査は
（スライド23），ひとつは経産省の委託を受け
た，新日本有限責任監査法人の調査結果。卒後
10年以内の日本で働く元留学生社員406名と，
留学生1,100人の回答を分析しています。もう
ひとつは，労働政策研究・研修機構による日本
で働く元留学生社員902名の調査結果です。
まず，留学先国の選定理由ですが（スライド

24），ドイツの場合は，高等教育の質が最も重
視された留学動機で，生活の質，経済レベル，
社会保障といった社会環境に関する理由が次に
挙げられ，よい仕事の見通し，キャリア計画，
収入レベルといった項目が続いています。日本
の場合，非常に面白いのは，日本文化への興味
を留学動機として挙げる者が多いことです。い
かにその漫画やアニメといった日本の文化がア
ジアの国々に浸透し，影響力を与えているかと
いうことがわかります。これは日本の強みのひ
とつだと思います。次が，日本の大学等の教
育・研究の魅力，日本企業への就職，日本語を
学んでいたから，奨学金取得，の順になってい
ます。日本で学ぶ留学生の調査結果を専攻分野
別に見ると，文系では 1位は文化への興味です
が，理系では教育研究の魅力が一位になってお
り，理系では，ドイツ同様，教育の質や魅力が
重視されていることが分かります。
次に，卒業後留学国に留まった理由ですが

（スライド25），ドイツの場合は，ドイツで仕事
の経験を積む，生活の質，就労機会，収入レベ
ルの順です。日本の場合，将来企業の海外拠点
で働きたいという理由がトップで，日本で働く
よりも海外拠点に行きたいという理由が第一位
になっているのが非常に面白いと思います。次
が技術力の高さ，日本語を使って仕事をした
い，衣食住等の環境が良い，日本の企業の人材
育成が充実の順になっています。
今後の滞在予定（スライド25）について，ド
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イツの場合は「ずっと」が31％，10年以上が
42.5％です。日本の場合，「できるだけ長く」
が35％，10年程度が 8％ですが， 5年程度とい
う人が23％， 3年以内が12％に上り， 10年未満
で働きたいという人の割合がドイツよりも高い
傾向があります。日本企業に対する調査結果で
は，外国人社員に対してできるだけ長く働いて
欲しい，という会社が94％に上りますので，会
社側の期待と留学生の将来計画の間にミスマッ
チがあるということが分かります。
どうしてドイツで長く働きたいかという背景
には，就労環境，生活環境への評価の高さがあ
ると思います（スライド27）。ドイツの方では，
この就労環境に関する質問で，非常に満足，満
足という回答割合が高かった項目は，「同僚と
のコミュニケーション」，「仕事の内容」，「職場
の雰囲気」，「業績要求」（業績要求はあまり多
くないという意味です），「日々の業務量」（こ
れもあまり多くないという意味ですね）の順に
なっています。そして，ドイツの生活に満足，
非常に満足という人たちの割合は81％，ドイツ
は安全という人が84％。外国人でも特に攻撃さ
れる恐れはなく，安全に感じているということ
のようです。他方，日本の労働政策研究研修機
構の調査では，母国出身の後輩の留学生に，日
本企業就職を勧める理由，勧めない理由を尋ね
ているんですが，勧める理由は，進んだ技術，
生産方式，経営方式が学べるなどですが，勧め
たくない理由の上位には，外国人の出世の限
界。日本企業は異文化を受入れない，労働時間
が長く，私生活が犠牲になるといった点が挙げ
られています。そして，将来のキャリアの希望
として，トップは，海外の現地法人の経営幹部，
次が海外取引を担う専門人材です。先ほどの，
海外拠点で働きたいという回答と合わせ，あま
り日本に長く働きたくないという彼らの気持ち
が，透けて見えるように思われます。
日本とドイツの比較の締めくくりに，留学生
の頭脳循環について対比した図を示します（ス
ライド28）。昔はブレインドレイン，頭脳流出

と言いまして，留学したままその国に人材を引
き留めてしまうと，留学生の出身国の頭脳が流
出してしまうと言われていましたのが，最近は
頭脳循環ということで，経済のグローバル化，
外国旅行の簡便化，やインターネットの普及等
によって，色んな形で，元留学生が，留学先国
と母国の間を行き来し，技術，知識を伝達し，
双方の国に恩恵のある循環が，実現しているの
ではないか，という学説が一般的になっていま
す。日本に定着する留学生の割合の小ささ，ま
た，日本で就職後，海外拠点など，海外で働く
ことを希望する元留学生の多さから，日本はド
イツよりも留学生の頭脳循環が進んでいるとも
言えます。しかし，日本での人材不足が見込ま
れる中，もうちょっと日本に定着してくれるよ
うに，日本での受入れ環境を整えないといけな
いというのが私の意見です。

地域活性化を目指した留学生の誘致及び社会統
合の取組
次に，皆様のご関心が高い，地域活性化を目

指した留学生誘致社会統合の取り組みについ
て，紹介して参ります。（スライド30）既に申
し上げました通り，国際教育のコストは，非英
語圏の方が英語圏よりも確かに高いですし，大
都市圏よりも地方が高くなると考えられます。
この割高な国際教育のコストを誰が負担するか
といった時に，負担者として，国費奨学金等を
支給する政府，授業料免除などを行う大学，そ
れから学生自身が挙げられますが，地方では自
治体や企業がこの費用を分担していかないと，
持続的な国際教育の提供や留学生の受入れが難
しいのではないかというのが，私の問題意識で
す。
こちらは，都道府県別の外国人口割合です

が，やはり地方の方は，外国人口割合が0.6％
未満という地域が多く，なかなか外国人材が地
方に来てくれないという状況があります（スラ
イド31）。こちらは，大学の国際化部門の責任
者の方たちに，留学生受入れに当たっての問題
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点を聞いた問いへの回答ですが（スライド32），
留学生の日本語不足45％，宿舎確保（の大変
さ）44％，事務局負担の大きさ40％，財政負担
の大きさ（これは授業料免除や人件費も含めて
と思います）39％，教員負担の大きさ29％とい
うことで，留学生受入れの機会費用，機会費用
とは，お金プラスエネルギー，時間を含めた費
用ですが，その大きさが制約要因になっている
ことがわかります。ですので，留学生の受け入
れは，大学だけが行うのではなくて，政府にも
もっと支援してほしいですし，自治体，企業等
と連携しながらこのコストを下げて，解決を
図っていく必要があると思われます。
こちらは東京を除く留学生受入れ上位10府県
の留学生数の推移を示しております（スライド
33）。この目覚ましく伸びているのが福岡県で
すね。大阪府を抜いています。それから，大分
県は大都市圏ではないのにこれだけ留学生が多
い。かなり頑張っていると思います。人口当た
りの留学生が多い都道府県では（スライド34），
大分が東京を抜いて第一位です。そして，人口
1,000人当たりの外国人人口（右からふたつ目
の欄）が低いのに留学生が多いという県，大分，
福岡，石川，岡山，長崎は，やはり大学が自治
体や地元の企業と協力して，留学生を誘致，定
着する取り組みを行っている県です。少子高齢
化が進み，グローバル人材が少ない地方では，
留学生は非常に貴重な地域の国際化，活性化の
リソースと位置付けることができると思いま
す。
留学生が来て，地域にどんないいことがある
のだろうか，その想定される効果を挙げてみま
した（スライド35）。これは，大分県の「世界
に開かれた活気ある大分」という政策文書を参
考にして作成したもので，地域における留学生
受入れの上位目標を「国内外から人材が集まる
活気ある地域経済・社会の実現」，具体的な目
標は「留学生の受入れと定着により地域が活性
化し，世界に開かれた地域づくりが進む」と表
現しています。それでは，留学生受け入れによ

りどんな効果が想定されるかを，九つ挙げてみ
ました。まず，経済効果ですね。学費，生活費，
親族の来訪等により地域経済に恩恵が出ると。
2番目が若者の増加ということですね。 3番目
は国際化，地域社会の国際色が豊かになり，魅
力的な地域になる。 4番目が多文化共生，相互
理解，交流が促進されて行く。 5番目は国際的
教育環境。これは結構大事だと思うんですが，
留学生の増加によって，国際的な教育環境が実
現できるということで，今グローバル人材の教
育ということが，特に産業界の方から大学等に
対して強い期待がございますが，そういったグ
ローバル人材を教育するためには国際的教育環
境が必要で，そのためにはやはり留学生を増や
していくという必要があると思います。 6番目
は高度外国人材の獲得。留学生が在学中から地
域の企業に協力したり，そのまま就職したり，
あるいは地域で起業してもらうことによって，
高度外国人材が地域経済の強みとなる。 7番目
が観光振興・県産品の輸出促進。これもとても
大事だと思います。8番目が地域文化の再認識。
やっぱり外国人の人が来て，この文化は素敵だ
ねと言われることによって，地域の人々にその
価値が再認識されていく。そして，文化を継承
し，海外にもっと発信していこうじゃないかと
いう意欲が高まる。 9番目はネットワークです
ね。たとえ留学生が母国へ帰っても，彼らを通
じて海外とのネットワークが強化されて，交
易，貿易，輸出，観光客の呼び込み，あるいは
研究という側面でも交流が強化され，それが地
域の，あるいは大学の財産になっていくという
効果があり，それも留学生受入れの大事な効果
ではないかと思います。
時間がかなり押してきましたので，地域と大

学が協力して留学生の受入れと定着を推進して
いる具体例をいくつか見て参りたいと思いま
す。まず，大分県の取り組みです（スライド
36）。大分県は，先ほど述べました通り，人口
当たりの留学生数が最も多い県ですが，これは
2000年に立命館アジア太平洋大学（APU）が誘
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致，設立されたことが契機となっています。学
生の半数が留学生である APUだけではなく，
大分県内の他の大学もどんどん留学生誘致に頑
張って，1998年から2009年にかけて，別府市の
留学生数が28倍に増加し，人口当たりの留学生
数が2.7％。100人いると 3人が留学生という状
況となりました。この期間に，大分県における
留学生数も14倍に増えました。このように大分
県に留学生を呼び込むのは簡単なことではなく
て，APUは運営費の 2割を使って授業料免除
をしています。相当な支出ですね。そして，日
本人学生の学費（年間約130万円）の相当部分
を留学生の誘致や国際教育を実現する費用に充
てています。また，大分県も月 2万 1千円の奨
学金を120人の留学生に支給しています。この
ように，県や大学が頑張って留学生を誘致して
いるという状況ですね。また，増加した留学生
を学・産・官共同で支えるということで，2004

年に NPO法人大学コンソーシアム大分が設立
されました（スライド37）。この NPO大学コン
ソーシアム大分は，会員大学の会費と，県，市
の委託事業で支えられており，大学会員から
は，留学生一人当たり2,000円，日本人学生一
人当たり100円の会費を集めています。アクティ
ブネットという留学生人材情報バンクには，地
域の留学生の多くが登録して，地域の企業や学
校，団体が，留学生に手伝ってほしいことを登
録すると，対象となる留学生がマッチングされ
て，お手伝いに行くというシステムです。それ
をきっかけに，企業でのインターンシップや就
職につながってほしいという願いが込められた
仕組みです。また，大分県海外戦略が2011年に
発表されました（スライド38）。大分県の経済
を活性化するために，企業の海外展開支援，県
産品の輸出促進，観光客の増大による地域経済
の活性化「アジアの活力を取り込む」が大事な
柱ですが，それを支えるために，「アジアの人
材を取り込む」をもう 1つの柱にしています。
で大分県に数多く学ぶ留学生を，大分県の強み
として活かそうとしています。県内に就職した

留学生数は，NPO大学コンソーシアム大分を
中心とした就職支援の努力もあり，2010年には
52名にまで増加しています。
また，近年留学生数を大きく伸ばしている福

岡県の取り組みをご紹介します（スライド39）。
福岡県は，半導体や機械などの地場産業が衰退
するという危機感から，県が地場産業の国際化
を強力に促進しており，2001年には産官学で国
際ビジネス人材支援会議を立ち上げ，2008年に
は福岡県留学生サポートセンターを設立して，
優秀な留学生の誘致，また生活や就業，就職の
一体的なサポートを行っています。その中には
アルバイトの紹介も含まれます私費留学生を呼
び込むためには，アルバイトというのは非常に
重要なんですね。留学生サポートセンターの運
営協議会の会長は県知事，副会長は九大の総長
と福岡商工会議所の会頭という産官学が協力し
た体制で，ウェブサイトも11ヶ国語で提供し，
留学生へのアピールを心がけています。県内に
就職した留学生は274名に上ります。2009年に
は，広島県にも似たような形で広島県留学生活
躍支援センターが設立されました。
こちらの図は，自治体と大学の連携による留

学生受入れ・支援の取組みを，地域条件によっ
て分類したものです（スライド40）。日本の地
方都市のうち，経済活動が活発で，県が地場産
業のグローバル化を推進している福岡や広島の
ような都市では，人材獲得を目的として就職支
援に力を入れ，過疎化が進んだそれ以外の地方
都市，例えば秋田と大分では，どちらかという
と留学生が，教育の国際化やインバウンド観光
の振興，県産品の輸出促進に果たす役割を期待
されることが多いと分類しています。しかし，
これらの活動は，濃淡はありますが，入り混
じって存在していると思います。
地方において，留学生誘致をして地域活性化

していくという際に， 3つの課題があると思い
ます（スライド41）。ひとつは私費留学生にとっ
てアルバイト機会というのは非常に重要なんで
すが，地方でアルバイト機会が限られて，時給

─ 15 ─



も安いので，物価が安くても私費留学の経済的
ハードルが高い点です。また，就活の際に，大
都市まで通う費用や時間の負担も大きくなりま
す。二つ目は地域活性化のために留学生を利用
するのではなく，留学生が地域でいい経験をし
て地域が好きになるということが，留学生に，
地域で活躍してもらう原点になるという点で
す。そのためには，留学生の在学中の経験，特
に在学中の地域との交流というのは，非常に重
要にだと思います。それができた人は，地域の
企業に就職してからも，組織や地域への溶け込
みや定着がうまく行くと思います。また，もう
ひとつやはり地域の人たちですね。住民の方々
の理解というのは非常に大事で，いくら行政が
旗を振ったり，大学が旗を振っても，住民の人
たちが，よっしゃ留学生を温かく迎えてあげよ
う，という気持ちを持たないと，こういった取
り組みは一過性で終わってしまうと思います。
留学生が地域の財産なんだよということを，地
域の人たちに理解してもらう，あるいは留学生
との交流機会を持って，住民の人たちが楽しい
ねとか，面白いねとか，留学生の方を応援して
やろうとか，そういう気持ちに自発的になって
もらうということは非常に重要ですし，それを
促進するための大学の役割はとても大きいと思
います。先ほど，里見総長先生や羽田先生のお
話の中にも，「「寛容な多様性」，地域の寛容性，
多様性が地域活性化につながっていくというお
話があったのですが，全く私も同感でございま
す。三つ目は海外への発信力という点です。日
本は海外発信力が弱い国です。今は中国や韓国
が，ソフトパワーという意味でもどんどん孔子
学院とか，韓流ドラマといった形で文化の発
信，言語教育機会を提供していますが，日本は
そのようなアピールが小さい傾向があります。
また，日本の発信力の中でも，地方自治体や大
学の海外発信力はさらに小さいと思います。地
域の魅力，大学の魅力についてもっと留学生の
協力を得ながら，様々なメディアや言語で物
産，観光，文化と合わせて積極的に PRしてい

く必要があると思います。
時間がもうありませんね。後はスライドを見

て頂くということでよろしいでしょうか。時間
配分を誤ってしまいまして，申し訳ありません
でした。最後に報告書が載っているんですが
（スライド48），インターネットからダウンロー
ドできますし，今日何冊か持ってきております
ので，ご関心ある方は，差し上げますので声を
かけて頂ければ幸いです。ご清聴，本当にあり
がとうございました。

司会者
先生どうもありがとうございました。ここで，

簡単な質問であれば 1問ぐらい受けたいと思い
ますが，いかがでしょうか。はい。

フロア
大変興味深い話，ありがとうございます。地

域の活性化に対して，留学生が最終的にはコン
トリビューションしていくということで，大分
県と福岡県でお話されたんですが，大学だけで
もなく，地域だけでもなく，地域と大学がパッ
ケージとしてそういう留学生に対して，色んな
情報，それから色んな機会，環境。そういうも
のを提供するのが成功していると。そういう分
析結果であるという理解でよろしいでしょう
か。

佐藤准教授
おっしゃる通りで，やはり連携というのは非

常に大事だと思います。大分や福岡はご覧頂き
ました通り留学生数も増えて，その結果が数字
として表れていると思います。

司会者
よろしいでしょうか。この講演では日本とド

イツの比較もかなり興味深いところあったかと
思います。合わせて，地域での取り組みという
ことで，今含め，大分の取り組み等を提示させ
て頂きましたが，まだまだスライドとか飛ばし
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たところもあるかと思います。この部分につい
ては，改めて総括質疑で質問頂ければと思いま
すので，これで佐藤先生の講演を終わりたいと
思います。どうもありがとうございました。
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表1 ドイツと日本の人口構成，出生率，人口減少予測 

  
人口
(2013) 

65歳以
上の人
口割合
(2013) 

合計特殊
出生率

(2010-15) 

2015～2050
年の人口減
少率予測 

外国人
口割合
（2012） 

流入外
国人口
（2012） 

ドイツ 8273万人 21.1% 1.39  -7.7% 13.3% 97万人 

日本 12714万人 25.1% 1.40  -15.1% 1.6% 30万人 

出典：人口と65歳以上の人口割合はUN(2013)Profiles of Ageing，外国人口割合と
流入人口はOECD(2015)，それ以外はUN(2015)World Population Prospects 
注：ドイツの外国人口割合は、外国生まれの人口割合 

2 

留学生の社会統合と頭脳循環
－日本とドイツの場合－ 

東京工業大学 佐藤由利子  
2015年11月16日  

IDE大学協会東北支部主催IDE大学セミナー 
於仙台ガーデンパレス 

 

─ 18 ─



高い 

低い 

英語圏 
諸国 

大都市圏 

地方都市 

非英語 
圏諸国 

大都市圏 

地方都市 

留学生獲得
の優位性 

教育の国際
化（英語化） 
コスト 

高い 

低い 教育の輸 
出産業化 

政策支援
が必要 

図2留学生獲得と教育の国際化（英語化）コスト（機会費用） 
4 

グローバル 
人材集積 
経済発展 

グローバル 
人材流出 
経済衰退 

佐藤（2014） 

高い 

低い 

英語圏 
諸国 

英語力水 
準が中程 
度の国 

非英語 
圏諸国 

英語力水準
が高い国 

英語力 
水準が 
低い国 

留学生獲得
の優位性 

留学生教育
にかかる 
コスト 

高い 

低い 教育の輸 
出産業化 

政策支援
が必要 

図1留学生獲得の優位性と留学生教育コストの類型化 

言語教育コスト 

英語による教育コスト 

外国人支援コスト 

グローバル 
人材集積・ 
経済発展 

3 
佐藤（2014） 
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6 

United States¹  
16%

United Kingdom¹  
13%

Germany  6%

France  6%Australia¹,³  6%
Canada²  5%

Russian 
Federation  4%

Japan  3%

Spain  2%
China  2%
Italy  2%

Austria  2%
New Zealand  2%

South Africa  2%
Switzerland  1%
Netherlands  1%

Korea  1%
Belgium  1%

Other OECD 
countries  8%

Other non-OECD 
countries  17%

図3世界の留学生の受入れ国(2012，高等教育段階) 

1. Data related to international students is defined on the basis of their country of residence. 
2. Year of reference 2011. 
3. Student stocks are derived from different sources and therefore results are indicative only 
Source: OECD. Tables  C4.4 and C4.7 (available on line). See Annex 3 for notes (www.oecd.org/edu/eag.htm). 

OECD (2014) Education at a Glance 

全留学生数は 
450万人と推定 

OECD加盟国の高等教育移民2005/2006 

OECD加盟国の高等教育を修了した 
外国（生まれ）人口  2570万人 
内訳と構成比： 
 米国    1150万人（44.7％） 
 カナダ     290万人（11.3％） 
 英国          250万人（9.7％） 
 ドイツ            160万人（6.2％） 
 フランス        140万人（5.4％） 
 オーストラリア 140万人（5.4％） 
 日本                 40万人（1.5％） 
DIOC 2005/06, OECD 

英語圏諸国に 
高等教育を受けた 
外国人材が集中 

5 
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8 

1. ドイツと日本の留学生受入れ状況と高度人
材誘致政策 

2. ドイツと日本の留学生の社会統合と頭脳循
環の特徴 

3. 地域活性化を目指した留学生の誘致及び
社会統合の取り組み 

発表の構成 

本発表の目的 

少子高齢化と労働人口減少という課題を抱え
るドイツが，留学生をどのように獲得，定着さ
せているかを紹介し，日本への示唆を得る 
地方都市における留学生受入れの課題と効
果を考察し，大学，自治体，企業が連携した
取組みを紹介する 

7 
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10 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

350,000 

ドイツ 

内，ドイツ外の高校卒業者 

日本 

人 

図4 ドイツと日本の高等教育機関で学ぶ留学生数（1993-2014） 
出典：DAAD & DZHW（2015）と日本学生支援機構（2015）に基づき筆者作成 

1.ドイツと日本の留学生受入れ状況と
高度人材誘致政策 
 

9 
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ドイツ           日本        
留学生35万人計画 
• DAAD奨学金 
• 大学授業料不徴収 
• 英語によるコースの開設 
• 卒業後の求職ビザを18 カ
月に延長（2012） 

• 2年間の就労で永住権 
• 2011～Welcoming Culture
（外国人を歓迎する文化)
施策の一環として留学生
の就職支援活動 
 
 

留学生30万人計画 
• 国費奨学金，学習奨励
費 

• 英語によるコースの開設 
• 求職期間のビザ延長

12ヶ月 
• 2007～2011年度 アジア
人財資金構想事業： 

• 2013～2014年度海外人
材確保・定着支援事業 

• 2015年度～外国人材活
躍推進プログラム 
 

留学生受入れ・支援政策 

12 

ドイツ           日本        
 （外国人留学生301,350人） 
留学ビザ保有者218,848人 
• 主な出身国：EU（45％），
アジア（37％） 

 
• STEM分野専攻 42.9％ 
• 短期留学生12％，正規課
程学生88％ 

• 学部51％，修士32％，博
士12％ （2013） 

 
• 外国人留学生139,185人 
• 主な出身国：中国
（56％），韓国（10％），ベ
トナム（8％） 

• 理学1.7％，工学16.9％ 
• 短期留学生9％，正規課
程学生91％ 

• 学部49％，大学院29％，
専門学校21％ 
 

 

外国人留学生（高等教育段階）の受入れ状況（2014） 

11 
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2012年：EU ブルーカード制導入 

• 大卒で一定所得(48,400ユーロ)があるEU域外出
身者に4年間発行 

• 科学，数学，工学，IT専門家，医者などの人材不
足分野では年収要件は低く設定(37,752ユーロ) 

• カード保有者はドイツで33ヶ月間就労すれば永
住権を取得でき，ドイツ語検定B1（中級）合格者
はこの期間が短縮 

• 年収要件を満たさない者でも，ドイツで就労し自
立した生計を営み，十分なドイツ語能力を有する
場合には5年間の就労で永住権取得可能 

• EUブルーカードの90％はドイツで発行 
 14 

ドイツの外国人材受入れ政策の変遷 

1973年～トルコ出身のガストアルバイタ－滞留問題 
1990年代：東欧やバルカン半島からの移民・難民急
増，極右による移民排斥 

2000年～シュレーダー政権は技能労働者不足に悩む
産業界の声を受け，包括的な移民法制定に着手 

2005年移民法施行： 
①外国人の滞在資格・手続きの簡素化 
②高度人材優遇措置 
③ドイツ語や歴史・文化・法制度講習などの社会統
合施策 
④移民・難民庁(BAMF)設置 
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2.ドイツと日本の留学生の社会統合
と頭脳循環の特徴 

16 

高度人材誘致政策推進の背景 

• ドイツ社会統合・移民財団専門家協会SVR の
Morris-Lange 氏：積極的な外国人材受入れ

政策への転換の背景には，人口減少と技能
人材不足への深刻な懸念があり，EUブルー

カード制導入に先立ち，関係省庁，産業界，
市民代表などによる国民的な議論 

• OECD （2013）は，ドイツはOECD諸国中，高度
人材の受入れの制約が最も少ない国と分析 

15 
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18 

ドイツ滞在法18～21条の
専門的分野就労ビザ 

2013年のビ
ザ保有者
（A) 

2005～12年
留学ビザ保
有者（B） 

元留学生割
合（B/A) 

2013年の専門的
分野就労ビザ発
行数 

専門技術保有者(18a) 89,114 13,885 15.6% 
17,185 

元留学生用（18b） 2,669 2,558 95.8% 

求職（18c) 104 24 23.1% ― 
研究者 960 159 16.6% 444 
自営 3,721 372 10.0% 

1,690 自営元留学生用 77 76 98.7% 
フリーランス 5,115 1,190 23.3% 
高度人材 3,227 335 10.4% 27 
EUブルーカード（一般） 6,303 1,376 21.8% 2,786 
EUブルーカード（人材不
足分野） 

5,034 2,037 40.5% 1,865 

EUブルーカードによる永
住許可 

940 263 28.0% ― 

合計 117,264 22,275 19.0% 23,997 

表2 ドイツの専門的分野の就労ビザ発行数と元留学生の割合 

出典：BAMF(2013)，BAMF(2014) 

これ以外に，他のEU諸国からドイツへの流入人口は2013年に70万8千人 

移民・難民庁Hanganu & Hess (2014)による 
留学生フォローアップ調査 

2005～2013年に留学ビザで学び，2013年9月
時点で留学ビザを保有しないEU域外出身者
165,800人の内，56％がドイツに留まる 

2013年の専門技術者ビザの15.6％，研究者ビ
ザの16.6％，EUブルーカード（一般）の
21.8%，EUブルーカード（人材不足分野）の
40.5%が，2005～2012年の留学ビザ保有者
に発行 
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20 

主な専門的・技
術的分野就労
ビザ 

2013年のビ
ザ保有者 

2013年ビザ
発行数（C） 

内，元留学
生（D) 

元留学生割
合（D/C) 

技術 43,038 11,650 2,428 20.8% 
人文知識・国際
業務 

72,319 20,222 7,962 39.4% 

教育 10,076 1,954 51 2.6% 
医療 534 200 90 45.0% 
研究，教授  5,720 4,544 741 16.3% 
投資・経営 13,439 2,977 321 10.8% 
高度人材ポイン
ト制認定者 

434 434 191 44.0% 

145,560 41,981 11,784 28.1% 

表3 日本の専門的分野の就労ビザ発行数と元留学生の割合 

出典：法務省（2013），法務省（2014a），法務省（2014b）に基づき作成 

日本留学生の就職状況 

• 平成25年度に日本の高等教育機関を卒業した留
学生は39,650人，国内進学者を除いた数は
29,373人（日本学生支援機構，2015），2014年に
就労ビザへ変更許可された留学生は12,958人で
あるため（法務省，2015），国内進学者を除く卒業
生の約44％が国内に就労と推定 

• 職務内容：翻訳・通訳23.8％，販売・営業23.6％，
情報処理8.1％，教育7.3％（法務省2015） 

 Cf.）ドイツ：主な職種：エンジニア23％ ，コンピュー
タ技術者10％，事務員9％，財務・経理担当7％，
研究者・教員5％ （Hanganu & Hess 2014) 

19 
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Hanganu & Hess (2014)による 
留学生フォローアップ調査：質問紙調査 

• ドイツの高等教育機関で学び，ドイツに居住
する50歳以下のEU域外出身者62,500人から
20,400人を無作為抽出して質問紙を送り，
4,542人から有効回答 

• 回答者の93％が課程を修了，35％が学部
卒，38％が修士卒，9.5％が博士号取得者 

• 専攻別では工学が31％で最も多く，次いで自
然科学18％，経営学11％で，言語・文化10％ 

22 

日本 
＜ 2012年～高度人材ポイント制＞ 
「高度学術研究」、「高度専門・技術活動」、「高度経
営・管理活動」分野を対象に，学歴，職歴，年収
などをポイント換算し，合計が基準を超える者
に，永住権申請までの期間短縮，配偶者の就
労，一定条件下での親の帯同等の優遇措置付与 

年間2,000名の登録者を予定していたが，11ヶ月が
経過した2013年4月時点の登録者は434名，内，
海外からの応募者は17名，元留学生の割合は
44％ 

2015年4月～新たな在留資格「高度専門職」を創設 
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ドイツ           日本        
ドイツ留学理由の重要度を0～

6の7段階で尋ねる 
「高等教育の質」4.5 
「ドイツの生活の質」3.9 
「ドイツの経済レベル」3.5 
「ドイツの社会保障」3.3 
「ドイツでの良い仕事の見通

し」3.2 
「長期のキャリア計画」3.1 
「ドイツの収入レベル」3.0 

新日本（2015）元留学生調査
（複数回答）： 

「日本文化への興味」48% 
「日本の大学等の教育，研究

の魅力」43% 
「日本企業への就職」26% 
「日本語を学んでいたから」

23％ 
「奨学金取得」22％ 
留学生調査： 
文系「文化への興味」58％ 
理系「教育研究の魅力」55％ 
 

留学国の選定理由 

24 

日本で働く元留学生のフォローアップ調査 

• 新日本有限責任監査法人(2015）：経済産業
省の委託を受け，上場企業及び従業員数上
位の非上場企業勤務の元留学生社員とアジ
ア人材資金構想の参加者で卒後10年以内の
者計406名，学部3年以上の留学生1,104名
の質問紙調査回答を分析 

• 労働政策研究・研修機構(2009)は従業員300
人以上の企業で働く元留学生社員902人の
質問紙調査の回答を分析 
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ドイツ           日本        
Hanganu & Hess（2014） 
「ずっと」  31％， 
10年以上 42.5％， 
 5～10年 19％， 
5年未満 7％ 

新日本（2015）元留学生： 
「できるだけ長く」 35％ 
10年程度      8％ 
5年程度       23% 
3 年以内      12% 
※日本企業が外国人社員
に望む勤続年数は「でき
るだけ長く」が94％ 

今後の滞在予定 

26 

ドイツ           日本        
ドイツに留まった理由の重要度

を0～6の7段階で尋ねる 
「ドイツで仕事の経験を積む」

4.6 
「ドイツの生活の質」4.3 
「ドイツでの就労機会」3.8 
「ドイツの収入レベル」3.7 

新日本（2015）元留学生： 
日本で就職した理由（複数回

答） 
「将来日本企業の海外拠点

で働きたい」45% 
「日本企業の技術力が高い」

41% 
「日本語を使って仕事をした

い」30% 
「衣食住などの環境が良い」

26％ 
「日本企業の人材養成が充

実」26％ 

卒業後，留学国に留まった理由 

25 
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留学生 
母国 

日本 

図5 日本とドイツの留学生の頭脳循環 

ドイツ 

日本企業 

留学 留学 

就職 ドイツ企業 
就職 

帰国 帰国 

日本企業の海外生産比率18.1％ 

技術人 
材不足 

ドイツ           日本        
就労環境に関連して，非常に満

足／満足という回答割合 
「同僚とのコミュニケーション」

83％ 
「仕事の内容」79％ 
「職場の雰囲気」76％ 
「業績要求」75％ 
「日々の業務量」70.5％ 
 
ドイツ生活：非常に満足／満足：

81％ 
ドイツは安全： 84％ 
歓迎されている：63％ 

労働政策研究・研修機構(2009) 
 母国出身の留学生に日本企業就職

を勧める理由：進んだ技術，生産
方式，経営方法が学べる 

勧めたくない理由（複数回答）上位 
「外国人の出世の限界」73％ 
「日本企業は異文化を受け入れな

い」62％ 
「労働時間が長く私生活が犠牲にな

る」40％ 
 
将来キャリアの希望 
「海外の現地法人の経営幹部」32％ 
「海外取引を担う専門人材」26％ 
「高度な技能・技術人材」25％ 

就労・生活環境の評価 
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高い 

低い 

英語圏 
諸国 

大都市圏 

地方都市 

非英語 
圏諸国 

大都市圏 

地方都市 

留学生獲得
の優位性 

国際教育の
コスト 

高い 

低い 教育の輸 
出産業化 

政策支援
が必要 

図6 留学生獲得の優位性と国際教育の（機会）費用の負担者 
30 

グローバル人材 
集積・経済発展 

グローバル人材 
流出・経済衰退 

留学生の38％が東京で学ぶ 

政府 大学 企業 学生 自治体 

3. 地域活性化を目指した留学生の誘致
及び社会統合の取り組み 
 

29 
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「留学生受入れの主な問題点」大学の国際化部門責
任者回答（有効回答289件中） 

留学生の日本語不足（45.0％） 
宿舎確保（43.9％） 
事務局負担の大きさ(39.8％) 
財政負担の大きさ（39.1％） 
教員負担の大きさ（28.7％） 
 

白𡈽𡈽𡈽𡈽悟（2006）「第3章第5節外国人留学生受入れの問題点」『岐路に立つ日本の大学 
－全国四年制大学の国際化と留学交流に関する調査報告』pp.66-67. 

留学生受入れの機会費用の大きさが制約要因 
⇒大学，政府，自治体，企業の連携による解決 

図7 都道府県別外国人口割合 
出所：統計局（2010） 
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表4 人口当たりの留学生が多い都道府県（2010年） 

順位 
都道府県

名 

2010年 
留学生数
（人） 

2010年人
口 

（万人） 

人口千人
中の 

留学生数 

人口千人
中の外国
人口 

老年人口割
合％（65歳以

上） 
1 大分 4,198  120 3.50  7.39  26.5 
2 東京 45,617  1,316 3.47  24.23  20.1 
3 京都 5,896  264 2.23  15.88  23.0 
4 福岡 9,665  507 1.91  7.95  22.1 
5 石川 1,804  117 1.54  8.35  23.5 
6 岡山 2,628  195 1.35  9.50  24.9 
7 大阪 10,791  887 1.22  18.58  22.1 
8 長崎 1,653  143 1.16  4.55  25.9 

全国平均：人口千人中の留学生数1.11、外国人口12.9、老年人口割合
22.8％ 

少子高齢化が進み，グローバル人材が少ない地方では 
留学生は貴重な地域の国際化，活性化のリソース 

出典：日本学生支援機構（2011），総務省統計局社会人口統計体系（2010） 
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図8 東京を除く上位10府県の留学生数の推移（2003-2013年）  
（出所）日本学生支援機構「留学生調査｣結果に基づき筆者作成 
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大分県の取り組み 
アジア太平洋のリーダーを育てる、という平松知事（1979-

1999年）の人づくり構想に基づく大学誘致 
2000年 立命館アジア太平洋大学（APU）設立 
 大分県150億円 別府市42億円+土地、 立命館105億円 
 50カ国以上からの留学生50％、外国人教員50％ 
 日英2言語による国際的授業と異文化交流を教育の特色 
APUは運営費の2割を使い，95％の留学生に20～100％
の授業料免除。日本人学生は年間約130万円の授業料 

県：月2万1千円の奨学金を120人の留学生に支給 
留学生   1998⇒ 2009年         総人口比 
別府市  118名→3,333名 28倍   2.7％  全国1位 
大分県  302名→4,147名 14倍   0.33％  全国1位 
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（上位目標）国内外から人材が集まる、活気ある 
地域経済・社会が実現する 
目標：留学生受入れと定着により地域が活性化し、世界に開かれた 
地域づくりが進む 
1.（経済効果）学費、生活費、親族の来訪等により、地域経済が活性化する 

2.（若者増加）留学生増加により若者人口が増加し、社会に活気が生まれる 

3.（国際化）地域社会の国際色が豊かになり、魅力的な地域になる 

4.（多文化共生）相互理解・交流が促進され、多文化共生の地域づくりが進む 

5.（国際的教育環境）留学生の増加により、国際的な教育環境が実現できる 

6. （高度外国人材）留学生が地域の企業等に協力、就職、起業することにより、高度
外国人材が地域経済の強みとなる 

7. 観光振興・県産品輸出促進 
8.（地域文化の再認識）留学生が地域文化・生活を理解・体験することにより、住民が
その価値を再認識し、継承や発信への意欲を高める 
9.（ネットワーク）海外とのネットワークが強化され、交流、交易、研究機会が増加する 

留学生受入れにより想定される地域活性化効果 
留学生がもたらす 
「資源」や「機会」 
を活用 
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大分県海外戦略（2011）  

アジアの活力を取り込む：企業の海外展開支
援、県産品の輸出拡大、観光客増大等による
地域経済の活性化 
アジアの人材を取り込む：国際化する地場産
業に必要なアジアの人材の雇用と定着促進 

⇒留学生の多さを強みとして活かし、アジアとの
パイプを太くすることにより、経済活性化を図
る 

県内就職留学生：2名（2003）⇒52名（2010） 

38 

2004年 ＮＰＯ大学コンソーシアム大分設立  

留学生支援を、学・産・官共同で 
年運営費：会員大学（留学生＠2,000）792万円 
   （APU、大分大学、別府大学、専門学校等） 
   大分県100万円、別府市100万円、委託事業 
主な事業 
• 生活支援：住宅保証、生活資金貸付、中古品提供 
• 地域交流：小中学校、外国語・料理教室 
  別府市・大分市以外への留学生派遣 
• 就職支援：ビジネスマナー講座、企業との交流会 
 アクティブネット（留学生人材情報バンク） 
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オースト 
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日本 
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化 

図9 留学生受入れ・支援の取組みの地域別類型化 

主な目的 

留 
学 
生 
獲 
得 

主な 
活動内容 

生活
支援
地域 
交流 

留学生 
獲得の 
優位性 

就職 
支援 

自治体と 
大学の協
働度合い 

教育の国際化 
観光・県産品 
輸出促進 

佐藤由利子・橋本博子(2011) 「留学生受け入れによる地域活性化－自治体と大学の協働による 
取り組みの横断的分析－」『比較教育学研究』43：131-153 

2001年 県内産業の国際競争力強化を目的として
産官学で「国際ビジネス人材支援会議」立ち上げ 

2008年 福岡県留学生サポートセンター設立 
 優秀な留学生の誘致，生活や就職の一体的サ
ポート，アルバイト紹介も 

 運営協議会会長：県知事 
 副会長：九州大学総長と福岡商工会議所会頭 
 ウェブサイトは11カ国語 
県内就職留学生：274名（2010） 

福岡県 

39 2009年 広島県留学生活躍支援センター設立 
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事例紹介：地域企業と連携した 
奨学金による私費留学生の支援と就職促進 

広島県：ものづくりグローバル人材育成事業： 
 アジア各国の理工系大学院生を対象 
 平成25年度9名、企業負担金30万円／社、留学生を採

用した場合、特別負担金50万円、留学生への奨学金
10万円／月 

福岡市： 
冠奨学金：年間30～50万円×8名（2012年）、面接、交流

会、インターンシップ、顔の見える奨学金 
よかとぴあ奨学金（就学体験付き）：月6万円×5名（2012

年実績）よかとぴあ財団からの奨学金原資を運営 
  企業では就業体験（報酬付き）を提供 

地方における留学生誘致と社会統合の課題 

アルバイト機会が限られ時給も低いため、物価が
安くとも、私費留学生の経済的ハードルが高い。就
職活動の際に大都市まで通う費用や時間の負担
も大きい 

留学生が地域に愛着がなければ地域に「利用され
ている」という意識を持つ恐れ。また、住民理解が
なければ、行政主導の取組みは一過性で終わる 

日本の自治体・大学の海外発信力が小さい：地域
や大学の魅力について，元留学生の協力を得な
がら，様々なメディアや言語で，物産，観光，文化
と組合わせ，積極的に広報する必要 

41 
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事例紹介：地域ブランドの海外発信力強化 

青森県 
2011年～県観光国際戦略局国際経済課が「留学
生人材活用推進事業」：観光振興や県産品輸出
のモニタ－に留学生の協力を得たり、留学生の
地元企業就職を支援 

大分県： 
重慶市、タイなどとの国際交流に、留学生誘致，物
産フェア、観光フェアなどを組合わせ 

ツーリズムおおいた：留学生をブロガーとして委嘱
し、大分の魅力の母国語での発信を依頼 
 

44 

事例紹介：地域連携の体験型短期留学プログ
ラムによる教育観光（Edu Tourism）促進 

大学コンソーシアム京都： 
Kyoto Study Program, from Anime to Zen 
日本文化・社会に関する京都の複数大学の特
色のある授業を組み合わせた2週間の短期
プログラム 

• UAE，トルコ，エジプト，レバノンなどの中東の
国からの申込みが多い 

• ハラルフードなどの受け入れ体制の整備 

43 
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事例：地方銀行と連携した留学生就職支援と 
地域への情報発信 

山口大学 

地方銀行を仲介役として企業との連携を強め、留
学生のインターンシップ、交流会、就職支援フェ
スタ、日本企業文化理解講座などを実現 

県内就職留学生：8名（2009）⇒29名（2013） 

『山口の食を世界へ』地元企業の関心が高く、留学
生が貢献できるテーマを設定したシンポジウム 

留学生が定期的に出演するラジオ番組 

46 

文科省「留学生交流拠点整備事業」 

• 大学・自治体・経済団体・NPO等が連携して、外
国人留学生の生活や就職を支援しつつ、地域経
済活性化、街づくり、教育支援や観光振興等に
外国人留学生の力を生かす仕組みを支援 

• 大学が申請主体 
• 平成24年度：大分、岡山、関西、埼玉、長崎、山
形、山口大学 

• 平成25年度：群馬、徳島、金沢大学 
• 平成24年度予算：4400万円（1大学約600万円） 

45 
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和文文献は下記HPよりダウンロード可  
http://www.ryu.titech.ac.jp/~yusato/index.html 

問合せ先メールアドレス： yusato@ryu.titech.ac.jp 

事例：企業と留学生などグローバル人材の 
マッチングサイトとオフ会 

グローバル人材育成センター埼玉（GGS）によ
る求人・求職が行えるマッチングシステム：
民間のポータルサイトを利用して比較的低コ
ストで開発・運営 

⇒求人登録58社265名，求職登録が254名，就職
相談が812件に上り，留学生の利用率が高い 

⇒就職支援交流会：県内企業関係者と留学生・
日本人学生のボーリング大会は，企業関係者
と学生が自然体で交流し情報交換 
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司会者　串本剛准教授
（東北大学高度教養教育・学生支援機構）
ではご紹介させて頂きます。配布資料の 6

ページをご覧になってください。本日は青森中
央学院大学から大泉先生にお越し頂いて，『外
国人留学生支援の取り組みに関する課題』のご
紹介を頂きます。大泉先生は，ここに書いてあ
る通りメキシコでお生まれになり，スペインで
学位を取られて，現在青森中央学院大学にお勤
めです。国際交流センターのセンター長をやら
れている経緯についてお聞きしたところ，おそ
らくスペインにいたことがあるからだろう，と
いうようなご回答でした。すでにもう 5年程度
はこのセンターでセンター長を務められている
ということですので，その辺のご紹介を頂ける
と思います。また，専門分野に関しては，今非
常に時事的な問題にもなっているところではご
ざいますが，危機管理および地域研究というこ
とで，グローバル企業の危機管理，学校組織の
危機管理，あるいは国際テロリズムというよう
なところをご専門にしていらっしゃるというこ
とですので，この辺の知見も，あるいは国際交
流センターでの業務に生かされているのではな
いかとお察しいたします。では，よろしくお願
いします。

大泉常長准教授
皆さんこんにちは。ただいまご紹介を頂きま
した，青森中央学院大学の大泉と申します。今
ご紹介頂きましたように，現在青森中央学院大
学の中で，留学生の入口から出口までのサポー
トをしております国際交流センター，そちらの
センター長を仰せつかっております。この担当
に就いて 6 年程度経過しておりますが，現在
は，先ほど佐藤先生からお話があったような，

様々な諸課題に向けたサポートを行っておりま
す。本来の専門は危機管理学というところで，
本日のテーマについて人前でお話をするという
機会があまりないものですから，主観的なもの
を含め，どうしても理解しづらい部分も出てく
るかと思いますが，その辺はご理解を頂きまし
て，お耳を拝借できればと思っております。そ
れでは，着席してお話をさせて頂きます。
まず，本日の講演内容という形でシートにさ

せてもらっております。皆様に配布させて頂い
ている資料，これは数週間前に提出させても
らったのですが，その後若干手を加えておりま
すので，シート等増えている部分もあるという
点，ご了承をお願いいたします。まず本日の講
演内容といたしまして，そのテーマに課題と大
きく括らせてもらったわけですけれども，私ど
もの大学は開学20年に満たない非常に若い大学
であります。しかしながら，その中で留学生受
入れという様々な経験の中で，様々な課題を受
けながら，それに対応してきた歴史とでも申し
ましょうか。現在の取り組みについてお話をさ
せて頂くということになります。まずは留学生
受入れの状況，その後入試体制，および入学前
支援。そして入学後の生活，および修学支援，

講演 1　外国人留学生支援の取り組みに関する課題
青森中央学院大学国際交流センター長／経営法学部

大　泉　常　長　准教授
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そしてその学生生活の中でより充実したものを
身に付けてもらおうということで，日本理解度
の促進のための様々な取り組みをしております
ので，このあたりについてお話をさせて頂きま
す。

本学の留学生受入状況
留学生の受入れという点でございます（スラ
イド 3。後掲資料参照。以下のスライド番号も
同様）。ただ今申し上げたように，本学，開学
以来まだ20年満たされていないという大変若い
大学なわけですけれども，そういった中で，高
度な職業人になりうる多様な人材の養成に努め
ております。育成を目指す人材像には，グロー
バル時代に求められる国際的，広い視野を備え
た人材も含まれております。当然，この中に留
学生というものが入って来るわけでございまし
て，諸外国からの留学生の受入れ，及び日本か
ら内向き志向と言われる若い学生を海外に送り
出していこうということに力を入れておりま
す。特段，私ども国際交流センターでは留学生
の受入れだけではなく，そもそもは内向き志向
だった学生たちの目を開かせて，海を渡らせよ
うということもやっておりますが，やはりこの
在籍してくれている留学生の存在というものが
非常に大きいです。そもそも，海外に興味がな
かった日本人学生たちが，留学生との交流を
きっかけに，海外に出てみようという挑戦意欲
を持ってくれる。そういう意味では，我々に
とって非常にありがたい存在であるということ
も付け加えさせて頂きます。
現時点での留学生の受入れ状況をご覧頂きた
いと思います（スライド 4）。本学，留学生を
引き受けておるのは経営法学部。経営と法学を
両方学ぶという，日本で唯一の珍しい学部でご
ざいますが，そちらの学部に留学生を受入れて
おります。600名に満たない在籍数の中，うち
134名の留学生がいるということになります。
表だってやはり目に付きますのは，正規生が多
いというあたりでしょうか。学部の方で109名，

大学院で20名が正規生として。短い学生ですと
3年次編入というのがおりますが，およそ， 1

年次，あるいは 2年次編入という形で勉強をし
ております。先ほど，開学時のお話をさせても
らいましたけれども，実は本学は開学時，文部
科学省の方から，定員のある程度のパーセン
ト，これをぜひ留学生を受入れてほしいという
ことで，指導を受けておりました。その指導も
完成年度である意味での義務は終わっているわ
けですけれども，やはりその受入れていた 4年
間をきっかけに，留学生を引き受けるメリッ
ト。このあたりを本学が理解した上で，その後
も10数年間ほぼ変わらない数字の留学生を引き
受けているというところが，ひとつ特徴かなと
申し上げられます。私が本学でお世話になって
13年が経過いたしますが，私が着任した当時は
その大半が中国の学生でございました。しかし
ながらこのあたり，やはり日本の中央の大学さ
んたちも，かなり中国からの留学生の獲得とい
う点で，力を入れております。私どもとしては
ここ数年，優秀な留学生の獲得という点では苦
戦を強いられているということもございます
し，選択と集中という中で，ベトナムの留学生
を多く引き受けているというような状況でもご
ざいます。また，後ほど時間がございましたら，
このあたりについてもお話をさせて頂きます。
その上での課題ということでございます。本

当は項目の 5番目が隠れてしまっているのかも
しれませんが，まずは優秀な留学生の確保とい
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うところです。入管との関係，信頼関係という
ものもございますので，入学後に大きな問題を
抱えることのない学生の確保が絶対条件となり
ます。ということで，我々大変力を入れている
のは入口の部分で，しっかりと信用のできる，
日本で勉強してくれる学生を引っ張ってくると
いうことになます。そのあたりは質の確保と申
し上げられるかと思います。これについても後
ほど詳しくお話をさせて頂きます。

2番目，就学面のサポートです。先ほど佐藤
先生のお話の中でも日本語力ということがござ
いましたけれども，やはり私ども引き受けてい
る中では，先ほどの表にもありましたが非漢字
圏の国を出身とする学生がかなりおります。そ
ういった学生たちは，必ずしも高校までに日本
語の学習に力を入れているというわけではない
んですね。そこで，この後のシートで出てきま
すけれども，学生によっては日本に来てくれた
後，まずは日本語をしっかり勉強してもらっ
て，その後専門科目の履修に注力するというよ
うなスタイルも取っております。その意味での
日本語の授業の体制というところに関しては，
万全を期しているのかなということが申し上げ
られます。
そして 3番目の生活面のサポートです。おそ
らく，日本国内，特に都心部に住んでいる学生
であっても，青森に移り住むと，適応にはそれ
なりの時間がかかるというところはあると思い
ます。ましてや海外から，とりわけ気候が温暖
な地域から青森に来ますと，冬の雪を見てひっ
くり返ってしまうということが往々にしてある
わけですが，そういった環境面も含め，文化な
どそういったことに一日でも早く適応してもら
おうと，私ども国際交流センター，センターの
中には事務局，国際交流課がございますので，
所属の職員を中心として，様々なサポートをし
ていくと。様々な関わりの中で，カウンセリン
グ機能も果たしているかなという感じがいたし
ます。
その他の支援として，キャンパス内に設置さ

れた学生寮がございます。これもこの後のシー
トで出て参りますけれども，学内にふたつの寮
を備えています。そのあたりで，外でおかしな
ことをされないというメリットもありますが，
比較的安い金額で学生たちに部屋を準備すると
いう支援体制を取っています。それから奨学金
ですが，特段学内でこういった奨学金制度とい
うのがあるわけではございませんが，外部の奨
学金制度などにできるだけ多くの学生たちを充
てていく。さらに，特段協定校から入って来る
学生に関しては授業料減免という対応を以て，
学生のメリットをできるだけ増やそうという試
みがされております。そして 4番目。やはり留
学生活をより満喫したものにして頂くというこ
とに関しての課外活動ということになります。
そしてシートの項目にしていませんが，挙げる
とすると 5番目に挙げるとすれば出口に関する
支援でしょうか。これは私も直接学生サポート
をしていて，頭を抱えている難しい問題だなと
いう印象です。

入試体制および入学前支援
そういった学生の受入れの中で，私どもの歴

史として大きかったなと感じますのが，平成12

年度から秋入学の実施を行っているという点で
す（スライド 5）。いわゆるセメスター制とい
うことになりますけれども，秋から入学した学
生たち，特にマレーシアなどを出身とする学生
がこれから増えて参りましたが，大きなハンデ
なく，履修ができるようなシステムを取ってお
ります。デメリットがあるとするならば，通年
科目，ゼミ等の通年科目については，半年待っ
てもらった上で，編入生などは 2年分のゼミを
ダブルで受講してもらうというような，ちょっ
と問題もございますが，現時点ではある程度，
機能しているのかなという印象でございます。
それに加えまして，試験方式です。選抜につ

いては我々の方から現地に赴くという方式を
取っております（スライド 6）。中にはすでに
日本にいる学生というのがおりますので，日本
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で試験を行うということもございますが，それ
が例外と感じられるほど，ほとんどは現地で
AO選抜を行っております。この AO選抜の中
身として日本語力および面接ということです
が，先ほど申し上げたように，非漢字圏の国で
は日本語はほとんど初心者というような学生も
おりますので，その学生には若干条件を付けな
がら，現時点では日本語の学習歴は浅いけれど
も，入学までにここまで上げてくださいねと。
それをもって，正式な入学許可というようなこ
ともやっております。実は，私は来週もベトナ
ムの方に参る予定でおります。その際は，現地
で推薦下さっている協定校の先生たちの話等も
含めながら，あるいは保護者の方との面談を通
しながら，安心して引き受けられるというバッ
クグラウンドを確認した上で，新たな学生さん
たちをお引き受けするという状況でございま
す。しかしながらここ数年，日本人の学生でも
同様の問題があるかと思うのですが，留学生の
質の多様化というのが進んでいるという印象で
す。入口の時点では，将来有望な学生であった。
ところが，いざ日本に来てみると親元を離れ，
羽を伸ばし，なかなか学習してくれないという
ような学生がおります。こういった学生に対す
る，動機付けと申しましょうか，そういった対
応も非常に難しくなっているというのも現状で
す。また，試験の時点では日本語力が十分でな
い学生。その学生に対して，ただ自分で勉強し
ろというのも無責任でございますので，私ども
の方で例えば日本語学校とか，あるいは家庭教
師というようなものを，学校の推薦のある場を
もって勉強してもらう。そして，入学までの数
か月間をこれまた有意義に使ってもらうという
ような方式も取っております。

入学後の生活・修学支援
すでにお話したところを，若干詳しくという
ことになりますけれども，留学生の修学支援で
す。彼らは卒業することを目標に入ってきてい
るわけですけれども，専門科目を学ぶ上で最も

重要なのは，言うまでもございません，やはり
日本語力ということになります（スライド 7）。
専門科目は通常，日本人が受けても理解できな
い部分がございます。その上，語学のハンデを
背負った留学生にとっては，修学ということも
簡単ではないと。繰り返し申し上げております
が，特に非漢字圏の国々を出身とする学生に
とっては，大きなハンデであるということで
す。本学の日本語カリキュラムは，取得レベル
に応じた現時点で 7段階に分けております。英
語の検定で申し上げれば，英語 4級程度の初心
者から準 1級， 1級が取れるような形での，ス
テップアップする形での，カリキュラムの提供
ということを行っております。そういった中で，
先ほど申し上げた秋入学。途中から入って来る
ような学生たちにも，そのレベルにあった学習
環境というものが与えられているのかなという
感じがいたします。日本語ができないと専門科
目が学べないはずですが，ところが，最初から
最大の目標である卒業だけを意識してしまうこ
とによって，日本語もおぼつかないのに，必死
になって専門科目に手を付けてしまうと。その
結果，成績も思わしくなく，もらえるはずの奨
学金ももらえぬような学生が出てしまいます。
そういった意味で完全義務化は難しいわけです
が，私どもとしては各レベル，とくに専門科目
履修に対する日本語力が十分でない段階に属す
る学生には，ある程度の履修制限というものを
加えています。中には科目の特性で，インプッ
トとアウトプット両方が必要な科目がありま
す。こういった科目は，初年度教育の科目で
あったとしても，留学生にとっては非常に難し
いものとなりますので，履修時期をコントロー
ルするような指導を必要とするわけです。こう
した履修制限を厳しくしたのが日本語入門で
す。これが一番下に書かれておりますけれども，
完全初心者の学生に対しては，日本語入門とい
うクラスで，週10時間，12時間ぐらいの日本語
を学ぶ時間を設定して，他の科目は受けないよ
うにというような指導をしながら，とにかく焦
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らず最初の半年は日本語を勉強してほしい。特
にそういった対策が，日本語学習初心者に対し
て充てられているということになります。
ある程度，日本語ができて参りますと，勉強
にも弾みがつくということですが，勉強面のみ
ならず，様々なサポート制度がございます（ス
ライド 8）。ひとつ目が留学生チューター制度
というものです。これは日本生活，青森での生
活がある程度長い学生，そういった先輩を
チューターとして任命しまして，後輩の指導に
当たってもらうということです。このあたりも
善し悪しがございますが，先輩風を吹かせなが
らこの授業を取ると楽だぞという，我々にとっ
てはネガティブな情報も回ってしまうのは実際
のところですが，何より私たちが優先している
のが，日本での生活やその地域にいかにコミッ
トしてくれるのかといった点で，買い物はどこ
に行くかから始めて，その彼が作った人間関係
を後輩に伝えてもらうというようなことも継承
しながらやっております。今申し上げたメリッ
ト，デメリットがあるという中での，デメリッ
トを減らすためということかも分かりません。
2番目。日本人学生チューター制度というのを
一昨年度からスタートさせました。いざこう
いった制度を設けてみますと，非常に日本人学
生たちが頑張ってくれているという印象です。
今年度ですと， 6名の日本人学生。大半が海外
留学を経験したり，あるいは留学を希望してい
るという学生でございまして，特に新たに日本
にやってきた新入生に対してウェルカムデスク
というようなものを設け，この留学生チュー
ターだけではカバーできないような相談事，あ
るいは日本語の練習というような支援に対応し
ているという状況でございます。この 6名が，
願わくは自身の次の留学への弾みであったり，
次の挑戦につながればということも，我々は期
待しております。そして 3つ目。日本人学生に
はある程度単位を取り終わった後，留学生の日
本語授業に入ってもらって，会話のサポートを
してもらいながら様々な交流を図ってもらうこ

とを目的としております。申し上げたように学
生寮にはある程度の数の留学生が居住しており
ますので，残念ながら中には留学生同士で固
まってしまうという状況も見られます。日本人
学生たちはそういった状況を見ながら，留学生
に対し何か高い垣根があるような感覚を抱く
中，なかなか留学生と日本人学生の間の交流が
限定されている現実が ,大きな課題になってい
るということを申し上げさせて頂きます。当然
例外はおります。日本人学生で言えば，只今お
話しました日本人チューターをはじめとした国
際交流に熱心な面々，あるいは留学生の中でも
より日本語をレベルアップしようとする者など
は，学内外に人間関係を築いております。こう
した貪欲な留学生たちは，日本人学生とも交
わってくるということになるわけですけれど
も，そのきっかけのとなるようなひとつの機会
提供ということもございます。
そして学生寮は先ほど申し上げた通りです

（スライド 9）。学内にふたつございます。これ
によって例えば遅刻を大幅に抑制できていると
いうことがございますし，生活コストという面
でも，大きなメリットとなっております。時に
例外的に，上位学年となり学外で一人暮らしを
する学生もおりますが，現在で申し上げれば
100％，この寮の中に入っているということに
なります。寮の中には日本人学生もおりますの
で，そうした環境を利用し，うまい具合に国際
交流をしている留学生もいるということになり
ます。
実はここからが最もお話したかったメイン

テーマということになります。まずは，留学生
が主体になっている国際交流サークル活動で
す。学生自身に主体的に企画運営させていくと
いうことも重要ですが，こういった国際交流活
動に関しては我々センターも，関与・サポート
していくケースもございます。というのも，こ
ういったイベント事には，学生だけではなく地
域の皆様もご招待しながら，地域の国際化とい
うところにも，一足踏み込んでいるという点も
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ございます（スライド10）。具体的に申し上げ
ると，例えば新入生歓迎会です。新しく入学し
てきたニューフェイスに対して，サークル活動
をアピールしつつ，地域の人たちとの交流を
持ってもらうということになります。続いて
我々の大学の特色と申し上げられる点について
一番最後のシートに書かせて頂きました。

地域交流による日本（地域）理解促進
私どもが留学生を引き受ける上で，最も力を
入れているのは，彼らの留学先である青森を好
きになってもらう学生の育成です。これは，先
ほど佐藤先生のお話にもありましたけれども，
社会定着ということもありますし，この地域，
私どもがおります青森県の国際化という意味で
も，青森をとにかく好きになってくれれば，そ
の後，青森に残ってビジネスに関わってくれる
学生が出るかもしれない。仮に，国に帰った後
でも様々なリンクという形で，青森に貢献して
くれる。あるいは東北地方全体に対し，様々な
恩恵をもたらしくれる人材となってくれる人材
を育てる。そのために地域理解，地域交流を促
進させるような様々な活動というものを行って
おります。
そのひとつが，青森サポーター事業というこ
とです（スライド11）。これは，地域の官民，
様々な方々に協力を頂くことで成り立っている
ものであるということも申し上げておきます
が，平成16年度に「あおもりくらしの総合研究
所」との連携のもと，ただ今お話をさせていた
だいた青森県の理解促進ということを最大の目
標としまして，地場産業を経験してもらう場の
提供を始めました。例えば青森県は農林水産，
ホタテ等が有名ですけれども，そういった収穫
を体験しながら，採れ立てのホタテを食しても
らう。いかに採れ立てのホタテがおいしいかと
いうことや，体をもって色々なものを実体験と
して頂く。水産に限らず，リンゴや伝統工芸等
も含めています。これはあくまで任意参加です
が，学生にはできれば在学中のどこかで参加し

てくれるとありがたいと思っておりますが，参
加した学生達の経験談を聞けば，非常にこれが
好評でございます。多くの場に足を運ぶものの，
学生の私費負担というところも，非常に限定さ
れておりますし，おいしいものが食べられると
いうメリットもありますが，結果的に足を向け
たその場その場での人間関係というものが，新
たに生まれてくるんですね。留学生達はそう
いった人たちの温かさに触れながら，古き良き
日本を理解していくということにも繋がってい
るのだろうと思います。冒頭，本学開学以降，
100名程度の学生を常時受入れることができて
おります。その裏付けの中には，卒業した学生
たちが，親戚友人等を介して，青森ならではの
経験を口コミで広げてくれているという有難い
こともございます。私も学生募集をやっていて，
非常に気になる点ですが，やはり若い学生さん
の多くは，人，モノ，金，情報があふれた都心
部で勉強したいという希望を持っているようで
す。一方，我々の青森県というのはその対極的
なところに位置します。落ち着いて勉強する場
所という意味では非常にメリットがあるわけで
すが，保護者の皆さんはこういった口コミに対
して非常に敏感になるのかなと。やはりそう
いった方々の中には，日本というのは必ずしも
科学技術の先端というイメージに偏らず，地域
ならではの良さというものを感じられる本学へ
の良い印象を持ってもらえるというように，良
い形で情報伝達がされているなという印象でご
ざいます。
その米印をご覧頂きたいんですけれども，参

加した留学生。将来帰国してからも青森県の地
場産業を詳しく知るサポーターとして，様々な
青森県の事業に協力していく。支えてもらって
いるというような状況もございます。例えば，
今から数年前，中国で青森の見本市が開かれた
際に，それを聞きつけた卒業生がその場に駆け
付けて，終日ボランティアをやってくれたそう
です。関係者の話では，熱心であったこともそ
うですが，何より青森のことを知っている。青
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森の県産品の良さを分かった人に通訳しても
らったとは，最高のメリットであったとのこと
でした。さらに，ベトナムなどにおいても県の
経済界からの要請を受け，卒業生のネットワー
クが青森の経済界の国際進出に携わっている現
実を耳にしますと，彼らの存在がとても逞しく
思えます。
このように本学が育成を目指す人材像の中
で，こういった学生が増えてくれることを期待
しております。一部そういった写真をご紹介さ
せて頂きたいと思いますが，なかなか時間がな
いようですね。
その他の支援ということで，アジアからの観
光客誘致推進協議会についてお話をさせていた
だきます。この事業はグリーンツーリズムのイ
ンバウンドを実施しておりまして地域の国際化
という点において，大きく寄与しているところ
でございます（スライド12）。大学がこの協議
会に関わる中で，その核となっているのが実は
留学生でございます。今しがたご覧頂きました
青森サポーター含め，いくつかの研修会を経
て，このグリーンツーリズムのメリット，それ
から青森県における観光産業の特色等を知って
もらった上で，本学あるいは外部の組織が誘客
した旅行客のガイド役を担うわけです。それは，
教育旅行であったり，修学旅行であったりとい
うことですが，農業体験の後，農家民泊をして
もらうという中で，簡単には手当てできないの
が通訳です。そこで，本学の留学生を帯同させ
ながら，彼らがガイド役を果たしつつ，旅行客
と農家の方々のパイプになってもらうわけで
す。本学の留学生には常時，登録制の語学サ
ポーターという組織に加わってもらいます。こ
うしたガイド役もこのサポーターから選ばれる
システムです。現時点では学生の半数以上がこ
れに登録してくれております。こうしたプログ
ラムだけではなく，地域からの要請。例えば，
中学，高校から文化交流等で派遣依頼というの
が来ますので，そういったところに登録してい
る学生から派遣していくわけですが，こうした

派遣事業も彼らの体験型学習につながっている
わけです。
繰り返しになりますが，本学としては必ずし

も国際化が広範囲で進んでいるとは言えない青
森県の国際化という中，地域における国際化の
ソフト面の充実への協力。そういった中に留学
生をどんどん落とし込んでいくという活動に力
を入れているということになります。震災後に
は，青森県，県庁主導の元，留学生人材活用推
進事業が立ち上がりました。これは青森の経済
界の国際化，あるいは観光客の誘客に力を入れ
る中，本学のみならず青森県にいる留学生を活
用していこうという取り組みで，ご覧頂ける写
真は，皆さんから見て左上は地域の名産品のテ
ストマーケティングです。こういったものを海
外に売り込む前に，いったん留学生に様々な面
でアドバイスをもらいながら，その後本格的な
海外戦略に移っていくという企業さんがいるわ
けです。しかしながら，こうしたイベントに参
加する地元企業は限定的であることを付け加え
ておきます。これが，先ほど申し上げた課題の
5つ目ということになると思うのですが，我々
としましては，青森での就職を希望する学生を
支援したい気持ちはあるのですが，残念ながら
その受け皿が限定的であるということです。私
の主観では，こうした環境が彼らの青森就職へ
の意識を低下させてしまっている気がしてなり
ません。この点においては大学も地元の企業と
共同のもと，改善していかなければいけない点
では思っております。
これら，支援を通した人材育成ということで

（スライド13），これは本日度々申し上げており
ましたけれども，目指すは青森県や東北地方を
愛する人材の育成ということになります。やは
り将来的にも，ビジネスのみならずカルチャー
面，様々な面でこの青森県，あるいは日本との
懸け橋となってもらえるような人材の輩出のた
め，私どもとしましてはそういった地域への高
い理解度，あるいは経験を持たせた上で，国に
帰ってもらうというようなことを心がけて参り
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たいと考えています。課題と対策というものが
入り交ざる中，非常に私も説明が難しいところ
があったんですけれども，この後ご質問等々ご
ざいましたら，聞いて頂ければと思っておりま
す。本日はご清聴，誠にありがとうございまし
た。

司会者
大泉先生，どうもありがとうございました。
若干時間が残っておりますので，事実関係等ご
質問がありましたらお願いしたいと思います。
いかがでしょうか。はい，お願いします。

フロア
ありがとうございました。聞き逃したのかも
しれませんが，授業の英語化というのは，どん
なふうに考えておられるのか。今124単位が必
要だとすると，何単位ぐらいが英語化されてい
て，将来どういうプランで英語化されるのか。
あるいは，英語化というのは考えられないの
か。その辺のお考えを聞かせて頂ければと思い
ます。

大泉准教授
ありがとうございます。私ども，最初の表に
ございましたが 4年生大学と大学院がございま
して，大学院の方ではその辺の議論がございま
すが， 4年生の大学では検討には至ってはおり
ませんし，少なからず留学生のための英語科目
というのは，考えられていないという印象で
す。むしろ留学生に対してということを申し上
げますと，とにかく日本語を学んでもらうとい
う中で，多少プレッシャーをかけながら，留学
生科目等も含め，全て日本語で行っているとい
うのが現状でございます。

フロア
この最後から 2枚目のグリーンツーリズム滞

在型は非常に面白いと思いました。これは日本
の特に地域産業って今全般的に第三次が衰退し

て第四次というか，高度化する時に，どうして
も情報中心なので都市に集まっちゃうんですよ
ね。それで，何が活性化になるかというと，色
んなバーッとお金が儲かる，シャープ工場を
作ってということはあり得ないので，色んな形
のばらまき方をする時に，やっぱり観光って非
常に重要な枠組みで，日本人の，外国人の観光
客が今年すごく増えていますが，問題は東京に
来たら京都に行ってさようならとかね，コース
が決まっちゃっているんですよね。それで，い
かに地方に引っ張っていくかっていった時に，
このグリーンツーリズム型っていうのは非常に
魅力的だと思うのですが，これはお金，どのぐ
らい儲かりますかというのと，学生にどのぐら
いお金を払って，循環的な再生産して増やす分
がないと長続きしないので，トータルにいっ
て，これどのぐらい収入があってどのぐらい大
学の方とか学生に回っていくかという，ざっく
りの数字でいいんですけれども教えて頂けたら
と。

大泉准教授
ちょっと金銭的な面はちょっと私も担当では

ないので，お答えできませんけれども，今お話
あったことでお答えしますと，実はまだこれ
は，スタート段階なのかなという感じがいたし
ます。これまで 7， 8年間このプログラムがあ
る中で，一番多かった年でも来客数は500人程
度であったと記憶しています。ただ一方で，そ
の受入れる側の農家の方々は，こういった取り
組みに関わる際には，非常に熱心にコミットし
てくれているという印象です。儲けということ
も少なからず重要ではあるけれども，まず日本
の良さを知ってもらおう。日本の農業の特徴を
知ってもらおうというような姿勢，関わる外国
人へのおもてなしへの工夫など，そういった意
味でのコミュニティーの国際化という点では，
非常に大きく貢献しているのかなという感じが
いたします。そして，我々としては関わる留学
生も経験値を上げながら，成長に繋げてくれて
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いることが喜びです。一方で2011年震災ですね。
震災の時点で右肩上がりだったものが，いった
んほぼゼロになってしまったあたり，我々も苦
戦している部分ではあります。しかしながら，
何より協力する留学生，今申し上げた農家の
方々の協力あって，今後色々な国で展開してい
ける可能性を感じます。現在の展開は台湾，韓
国辺りに限定されております。これも徐々にそ
のすそ野も広がって行くのかなというような感
じでおります。

フロア
一点お伺いします。大学の経営という観点か
ら見た時に，この留学生の方々からは授業料を
どのくらい取って，どういうふうにしてペイし
ているかという，そのメカニズム。要点で結構
ですのでお願いします。

大泉准教授
実は私もセンター長という立場にあります

が，どの学生がいくら払っているということ
は，正直分かりません。というのも出身国，あ
るいは推薦された出身校によって減免額が異
なっております。例えば，共同プログラムを組
んでいるような学校から受入れた際には，授業
料半額減免とか。プラスアルファで奨学金で金
銭面をカバーしてもらっているというような状
況でございます。すみません，これぐらいしか
情報がございません。

司会者
もう一点ぐらいあればお受けしたいと思いま

すが。よろしいですか。では，後の総括質疑に
回したいと思います。大泉先生，どうもありが
とうございました。
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本日の講演内容 

• 本学の留学生受入れ状況 
• 入試体制および入学前支援 
 （秋季入学制度導入、現地AO選抜、日本語教育ほか） 

・入学後の生活・修学支援 
・地域交流による日本（地域）理解促進 

 

2 

外国人留学生支援の取り組み
に関する課題 

青森中央学院大学  
青森中央学院大学大学院 准教授 
国際交流センター長 大泉常長 

1 
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留学生受入状況（平成２７年１０月１日現在） 

経営法学部 大学院 
合計 

正規生 非正規生 正規生 非正規生 

ベトナム ５３ ７ ６０ 

マレーシア ２２ ２ ２４ 

タイ １４ ３ ７ ２４ 

中国 １８ ４ ２２ 

台湾 １ １ １ ３ 

韓国 １ １ 

合計 １０９ ４ ２０ １ １３４ 

4 

留学生受け入れ 

• 本学は平成10年の開学以来、高度な職業人に
なりうる多様な人材の養成に努めている。 

• 育成を目指す人材像には、グローバル化時代に
求められる「国際的な広い視野を備えた人材」も
含まれており、国際交流センターを核として、諸
外国を出身とする留学生の受入れ体制の充実と
ともに日本人学生の海外留学プログラムを推進
してきた。 

3 
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現地ＡＯ選抜試験（渡日前入学許可）
の実施 

•  受験者の母国で入学試験を実施し、受験者
の渡日負担を軽減している。また、受験者並
びに保護者との面接なども取り入れ、優秀な
留学生の獲得に努めている。 

   
●人物は優秀でありながら、受験時点で日本
語学習歴が限定的である学生に対しては、
入学までの日本語学習サポートを行っている。 
 

6 

秋季入学の実施 

• 平成１２年度より秋季入学制度を採り入れ、
日本とは始業時期が異なる国や地域を出身
とする外国人留学生が入学しやすい環境整
備を行っている。 
 

5 
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留学生に対する修学・生活支援 
１ 留学生チューター制度 
   同国の先輩留学生（原則として大学院生）をチューターに任命し、新入生や後輩

の支援をすることで、入学直後の不安な面の解消に効果を上げている。 
  

２ 日本人学生チューター制度 
   平成２５年度より、日本人学生を留学生の新入生や在学生を支援するチュー

ターに任命し、学業支援や日本語能力向上支援、交流促進支援などを行ってお
り、学内交流が進むとともに学習意欲の維持に繋がっている。 

   留学生チューターとも連携しながらダブル支援体制をとることで相乗効果も生ま
れている。 

  

３ 会話サポーター活動 
   留学生の日本語クラスに日本人学生に入ってもらい、会話練習などの相手とし

て、日本語教員の補助活動をしている。このことで留学生の会話能力が向上して
いる。 
 

8 

留学生の修学支援 

日本語教育カリキュラム 
 
•  日本語カリキュラムは、習得レベルに応じた7段階で構

成されており、入学時のプレイスメントテストによりスタート
レベルが決定される。留学生の日本語習熟度に合ったク
ラスに属することができ、より効率的に日本語を学べるよ
うになっている。 

•  この日本語新カリキュラムは、再編成当初から半期毎に
開講するものとしており、秋季・春季という入学時期に関
わらず自身に合ったレベルの授業を受けられる体制となっ
ている。 

•  昨年度から初心者向けに「日本語入門」を設置。 
 

7 
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その他の支援 

●ＦＳＡ（留学生と日本人学生で構成する国際交流
サークル） 

  新入生歓迎会、ＢＢＱパーティー、クリスマス
パーティーなどのイベントを物資面で支援し、留
学生同士、留学生と日本人学生、地域住民との
交流が促進されるよう支援している。 

  
 

10 

学生寮 
• キャンパス内に二つの学生会館があり、本学の留学生は、

在籍身分（正規生・非正規生・交換留学生・短期留学生）
にかかわらず、全員が入学から卒業（修了）まで学生会館
に居住することができることとしている。＜平成２７年１０月
１日現在で留学生の学生会館居住率は100％である。＞ 

•  会館は日本人学生も共に居住する「国際寮」ということも
あり、寮生活においても日本人学生と交流を満喫できる環
境となっており、留学生の学びという観点からしても貴重
な経験の場となっている。 

 

留学生に対する修学・生活支援 

9 
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●海外からのグリーン・ツーリズム滞在型教育旅
行・観光客誘致事業の展開 

   平成１９年度より、海外からの教育旅行生や
観光客をグリーン・ツーリズム体験型観光に誘
致する事業を展開している。留学生は「語学サ
ポーター」として、日本語の理解が困難な教育旅
行生・観光客とともに農家に宿泊し、農家との橋
渡しを担いながら、それまで培った青森の知識
を活かし、ガイド的な役割を担う。 

その他の支援 

12 

●青森サポーター事業の展開 
  平成１６年度より、民間団体の「あおもりくらしの
総合研究所」と連携して、青森県で学ぶ外国人
留学生に青森県の農林水産業や特産品の収穫
体験や栽培・加工方法等を学ばせることで、地
域交流を体験しながら青森県への理解を深めて
もらうことを目的とした事業。 

 ＊参加した留学生は、将来帰国してからも青森
県の地場産業を詳しく知る「サポーター」として
様々な青森県の事業に協力していくことに繋
がっている。 
 

その他の支援 

11 
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これら支援を通した人材育成 

• 目指すは、「青森県」を愛する優秀な人材の
育成。 

  将来はそれぞれの場で活躍する中で、ビジ
ネスや文化など様々な分野において日本（青
森）との架け橋を担う人材。 

 

13 
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司会者　猪股歳之准教授
（東北大学高度教養教育・学生支援機構）
東北大学の猪股と申します。私の方からは，
講演 2の講師である田籠喜三氏をご紹介させて
頂きます。田籠氏は，富士通株式会社で人材採
用センター長を 7期お務めになる等，人事部門
を中心に活躍されました。現在は株式会社
TAGSの代表取締役社長として，インターン
シップの普及促進事業や，グローバル人材育成
事業等に当たっていらっしゃいます。また，文
部科学省や経済産業省の人材育成事業委員も歴
任されており，外国人留学生の出口支援に関し
て，本セミナーの趣旨にかなったお話を頂ける
方と考えております。詳しい略歴等は，資料の
8ページの方をご覧ください。それでは，どう
ぞよろしくお願いいたします。

田籠喜三氏
それでは，ご紹介に預かりました田籠と申し
ます。どうぞよろしくお願いいたします。先ず
日本人学生の就職状況について， 2番目で外国
人留学生の就職状況についての現状を解説した
上で，私が長年おりました富士通での外国人留
学生に対する取り組みのご紹介と，同業の日立
製作所様でのお取り組みをご紹介したいと思っ
ております。

1 ．自己紹介
自己紹介の方ですけれども（スライド 3。後

掲資料参照。以下のスライド番号も同様），私
は24年間富士通の人事部門に在籍しておりまし
て，その中で24年間ずっと採用活動に関わって
おりました。また， 7年間人材採用センター長
という職責を担い，そうした中でちょうど G30

やアジア人材資金構想などの留学生支援事業が
始まり，私は企業側の関係者として経済産業省
や文科省と関わりを持つようになりました。こ
のような社内外での活動と経験を基にお話して
いきたいと思っております。また，現在は外国
人に限らず，日本人学生の就職に関しても様々
な課題があり，その中でも私は産学が連携した
インターンシップの普及に取り組んでおりま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

2 �．外国人留学生の日本企業における就職状況
と就職支援の課題

2-1．2016年新卒就職状況について
まず就職の状況ですが，産業界が概ね好調で

あり，全体として求人総数が増え続けており ,

（スライド 4）バブル期並みに回復しつつあり
ます。しかしながら，多くの学生がミスマッチ
を起こして就職先が決まらないという現状もな
かなか改善されていません。一番上のグラフは
2016年新卒採用ということで，現在の学部 4年
生ないしは修士 2年生を中心とした学生諸君の
今年度の就職状況です。求人倍率は1.73倍まで
回復してきています。一方でミスマッチはどこ

講演 2　外国人留学生の日本における就職支援の課題と
　　　　企業の取り組み事例

株式会社TAGS代表取締役社長
田　籠　喜　三　氏

─ 58 ─



で起こっているかというと，やはり中堅中小企
業に対するミスマッチが相変わらず解消されて
おりません。大学生諸君の多くは，人気企業ラ
ンキング100社に代表されるような，大手企業
に希望が集中しますが，大手企業100社の採用
総数は 2万人程度です。人気企業ランキング 2

万人の枠に対して，43万人が受けに行くという
ような構造が起こっていて，結果として地域の
中堅中小に人材が行かない。こんな構造の解消
が必要だということは自明であり，これは外国
人も同様だと思っています。
それから二つ目の就職スケジュールの問題で
すが，これはもう釈迦に説法ではありますけれ
ども，これは法律でもなければ，強い縛りがあ
るものではないですね。経団連が一部の大手企
業と握っているだけのことであって，日本の
99％の中堅中小企業はこれに縛られる理由はあ
りません。ですから守られないし，定着もしな
いという状況が続いています。今年を振り返っ
てみますと，就職活動生である大学 4 年生や
M 2の前期がほぼつぶれましたね。特に理工系
学生は非常に混乱をしたと聞いております。大
学の一部では，富士通等大手企業が行っている
学校推薦制度というのがありますが，学校推薦
のスキームも 8月解禁に合わせて長期化しまし
た。理工系学生諸君が 4月， 5月， 6月に企業
に何らかの形で呼ばれておりますが，それは本
選考ではなくプレ選考という位置付です。例え
ばリクルーター面談や短期のインターンシッ
プ，企業見学に呼ばれる。一方で，中堅中小に
も自由応募で受けに行っているということで学
校にほとんど行っていない。理工系の先生から
は，単位不足で卒業させられない，という声を
たくさん聞きました。結果として来年度は 6月
1日選考解禁ということで，前倒しが報道され
ました。個人的な意見としては，そもそも修士
以上に対してこのルールは当てはめる必要はな
いと思っています。高度専門人材である修士，
博士については，大学院に上がる段階から企業
と握りがあっても構わない。例えば，企業の奨

学金で大学院に行くという人材がいても構わな
いと思っています。現在の新卒一括採用のス
キームを残しつつ，卒業後のギャップタームな
どを含め，日本の雇用関係の多様性を作ってい
くということが求められるのと考えています。
是非，現場の声をあげて皆さんと共に推進して
行きたいと思っています。

2-2．TAGS大卒就職状況調査
このような日本独特の就職スタイルは外国人

留学生には良く分からないでしょうね。沈さん
も混乱したのではないですか。日本人学生も混
乱しているところに外国人学生はさらに混乱す
る。日本人の就職状況ですけれども，これは私
自身の独自調査ですが（スライド 5），文科省
の学校基本調査や，公務員の採用試験等，色々
追いかけていきますと，毎年この赤（下の折れ
線）に着目してほしい。進学も就職もしていな
いと思われる数が，毎年 7， 8万人。多い年で
10万人近くいます。これが非正規の社員になっ
たり，フリーターになったりということであ
り，まだ非正規でも働いていればいいんですけ
れども，ニート化しているとも言われていま
す。求人枠は先ほど申し上げたように70万近く，
十分に働く場所があるにも関わらず，ミスマッ
チが起こっている。これが最も大きな課題です
ね。
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2-3．外国人留学生の就職状況推移
外国人に関して言うと，佐藤先生のデータに
もありましたけれども，リーマンショックおよ
び大震災の影響で減少しましたが，何とか回復
し昨年度は12,000人近くまで就業ビザの許可件
数が増加しました（スライド 6 / 7）。しかしな
がら，日本での就職希望者は概ねこの倍ぐらい
いると言われていますので，卒業生36,000人中，
2万数千人が日本での就職を希望し就活をした
と推定しています。留学生諸君のうちの 5割，
6割近くしか決まっていないというのが現状で
す。一部，よいニュースとしましては，これは
APUの事例ですけれども，母国に帰って日系
企業に就職するという留学生が増えているとい
うことです。これは日本企業にとって，最も好
感されることであり，日本本社に必ずしも入っ
て頂かなくても現地法人に入って頂いて，現地
のスタッフとなって活躍してもらうという人材
も，日本企業として重要なリソースだと思って
います。
こういった推移を見ながら，留学生施策をど
うしていかなくてはいけないか。マクロ的には
先ほどの佐藤先生のご指摘，ドイツとの比較が
非常に的確であったと思います。産官学と言い
ますか，地域で言うならば産公学での連携ス
キームを構築しなければならないし，活動を継
続しなければならないということです。大小で
はなく連携スキームを作り継続し拡大するしか
ないと思います。地域だからこそまとまりのあ
る連携スキームが構築できると思います。東京
は大きすぎてまとまる事は難しいですね。以前
WORKS JAPANという会社に 1 年だけ役員で
入り，その間に留学生に対する就職イベント，
WORKS JAPANグローバルというものを作り
ました（スライド 7）。現在も継続しておりま
すが，なかなか企業集めに苦労しています。留
学生を集めた就職イベントというのはあまり多
くないですね。また，東京と関西でのイベント
が多く，仙台などの地域での開催はほぼ目にし
ません。私が行ったイベントでは，東北大の学

生にバスをチャーターして東京まで招待をしま
したがその他の大学まではサポートできません
でした。参画企業は大手企業中心であり地域の
企業や中堅中小企業とのマッチングの機会はほ
ぼないのが現状です。

2-4．外国人留学生の就職支援の課題
このような状況から，何とか地域での連携ス

キームを作り上げていく必要がある。（スライ
ド 8）。ひとつのリファレンスが，大分県別府
市の APUのモデルかもしれません。ただ APU

は，先ほど佐藤先生のデータにありましたよう
に，大分県に就職する留学生が 2名だったのが
52名まで増えたということはありますけれど
も，APUの学生総数，留学生は2,500名おりま
すので，2,500名中 1年間で日本の企業に就職
する数が大体350名程度おります。350名中大分
に残った APUの学生は20名程度です。地域に
残って就職する学生を増やすことは難しいとは
言え，留学生施策のひとつの形は別府にあろう
かと思います。日本での就職者全体の話で申し
上げますと，その12,000名の許可件数のうち，
従業員数が1,000人未満のいわゆる中堅中小企
業になんと70%が就職をしています。結果と
して，留学生諸君は日本人学生以上に必死に色
んな会社を探して，見つけて入社しているって
いうことなんですね。何かしらのサポートがあ
れば，日本人学生も含めて中堅中小企業への
マッチングが拡大できるだろうということでは
ないでしょうか。
ここで申し上げたいのは，例えば富士通株式

会社で言いますと，連結で16万人の社員がおり
ます。グローバルに。うち，富士通ジャパン，
日本に勤務をしておりますのが約 9万人です。
残りの 7万人は現地法人。海外のプロパー社員
ですね。ですから大手企業というのは，ワール
ドワイドにグローバル化をしていますので，何
もジャパンで外国人を採用しなくても，現地で
育てて優秀な人材を逆出向で迎え入れて行くこ
とによってグローバル化ができます。むしろそ
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ちらの方が，交流が進む。育成もできるという
ことで，日本の中で外国人をたくさん採りたい
という大企業は，ほぼありません。活性化のた
めや，ダイバーシティのために採用していくと
いう程度です。一方でむしろ中堅，中小はこれ
から海外に出て行く。良い商品，良いサービス
ができたら，ASEANに売っていきたい。その
時に経営幹部のサポーターとなるマーケティン
グスタッフや，カバン持ちとなるような通訳。
こういった人材が社内におりませんので，こう
いう人材をぜひ採用しておきたいという中堅中
小が日本中にたくさんあるということですね。
地域の商工会議所や経済界と連携していけば
マッチングの機会を提供できるということだと
思います。
先ほど申し上げたように，日本人でも混乱を
している日本の就職スキーム（スライド 9）。
外国人にとってはさらに分かりづらいと。さら
に，留学生に対する情報，例えば外国人採用枠
なんていうものは公表されていません。従って
どの会社がどこの国の出身の外国人を何人求め
ているかということが分からない。また，ビジ
ネスシーンでの日本語力が不足とありますが，
国内内容の場合は非常に高いレベルの日本語を
求めます。研究開発人材については英語で構わ
ない企業もありますがいわゆる文科系人材（ビ
ジネス要員）については高いレベルの日本語を
求める。例えば N 1レベルであっても流ちょう
な口話での日本語力が必要になってくるという
ことです。それから最後に書いてありますよう
に，外国人留学生のための就職イベントや求人
情報が少ない。最もメジャーなリクナビが留学
生に向けた充実したサイトを持っておりませ
ん。このような状況を，我々がどう突破してい
くかということこそが今後の大きな課題であろ
うかと思います。
そこで，私なりのご提案ですが，地域での産
公学スキームを作っていく（スライド10）。そ
のためには大学がハブになることが望ましいと
思います。COC同様，大学は地域社会のセン

ターになるべきです。例えば東北であるならば，
東北大学がハブになり，東北学院や青森中央学
院や，その他の大学と連携したスキームで，各
都道府県単位や広域での地域連携を地域の産業
界とどう組んでいくのかといことですね。先ほ
ども申し上げましたが，APUでの取り組みを
共有する必要があると思います。APUは，オ
ンキャンパスリクルーティングというものが実
現をしています。立命館アジア太平洋大学に，
現在600社の企業が学内セミナーに訪れていま
す。さらに600社中300社程度が，学校の中で面
接を実施しています。別府から東京や大阪に就
職活動に行くとなると，学生は大変です。です
から，ある程度学校の中で，色んな企業と出会
えるし選考も受けられるという環境作りを
APUは2005年頃からスタートし，現在の600社
まで広がりました。実は第 1号が富士通であり
私自身がこれをプロモーションしてきました。
これは，地方の大学としてニーズをマッチさせ
ることで実現できることを象徴していると思い
ます。産業界もコストダウンで学生に旅費を払
わなくなっています。また，採用担当者も国内
出張の旅費削減により全国の大学に足を運ばな
くなってきています。ぜひ大学の方から企業を
呼んで頂ければ大義名分ができ出張が認められ
ますので，そうした機会を是非増やして頂きた
い（笑）。また，メーカーの研究者も学会に参
加する比率が極端に減っています。バブルが弾
けて以降苦しんできた日本企業は，強烈なコス
トダウンを行っています。その中で最も削られ
ているのが出張旅費です。利益につながる行為
以外は名目がなければ外部に出かけられないん
ですね。ですから，呼んで頂けると行きやすく
なる。ぜひ就職活動だけではなく多様な名目で
企業を大学に呼ぶ機会を増やして下さい。イン
ターンシップでもいいですし先輩社員と現役学
生の交流会など，共同研究も拡大すべきです
ね。競争的資金の獲得を含め，1990年代前半ま
でのような企業との連携を，もう一度ゆとりあ
る古き良き産学連携を取り戻したい。研究連携
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から教育連携，そして就職連携と。それを一大
学でやると小さなものになりますから，地域の
大学と産業界が連携する。そこに地域の行政も
当然絡む。そうすることで各行政が行っている
移住政策（若者移住政策）だとか，定着支援だ
とかっていうものの予算が使っていける。企業
も自前で出張していく。それぞれが主体性を
持って取り組むことが重要です。結果として学
生の就職活動の時間とコストが抑えられ，学業
に集中できる。
次の指摘ですが，中堅中小企業の場合，人事
の専門家は雇い入れておらず，外国人の採用や
マネジメントにすごく不安をお持ちの企業が多
い。特に就業ビザの申請，承認，管理などは手
間がかかり面倒です。就業ビザは学生本人が申
請するのですが，受け入れ企業側としても各種
受け入れ書類の整備など煩雑です。また，入管
も地域によって対応に温度差があります。デジ
タルな入国管理ではなく，スタッフの経験に応
じて対応が異なることもあります。関東で認め
られたケースが関西では認められないといった
経験をしました。当時は関東の事例を持ち込ん
で説明し承認を得るということをやってきまし
たけれども，それは地域の中小企業では難しい
ことですね。ぜひ大学の中，ないしは地域の行
政の中，又は地域の経済団体の中にこういった
申請手続きのサポートや，生活支援などの多様
なサポートをする機能が求められます。どうい
う留学生支援施策と就職支援施策を実現してい
くかとなると，やはり小さな取り組みを積み上
げ連携を進めることが現実的かもしれません。
青森のような例であるとか，少し就職支援のと
ころをお困りの部分を何かしら，知見者で集
まって，地域の産業界と一緒にインターンシッ
プなどの連携プログラムから就職までつなげて
いくようなスキームを作っていくことが重要で
すね。事業としては終わってしまいましたけれ
ども，アジア人材資金構想がひとつのリファレ
ンスモデルになると思います。これは経済産業
省が2007年から2011年まで行った事業であり，

12のコンソーシアムを大学を中心に作りまし
た。APUや東京大学，それから東京農工大な
どですが，12のエリアで産公学が連携したプロ
グラムです。経済産業省主導でグローバル人材
育成と就職支援を抱き合わせたプログラム。必
ずインターンシップを中に入れる。産業界にコ
ミットさせる。私は東大と農工大と APUとで
絡んでインターンシップで長期に受入れ，受入
れた学生はほぼ全て採用したと記憶していま
す。対象者は各大学数十人の少人数ではありま
したけれども，ひとつの型ができました。こう
した経験を活かし，ぜひ地域主導でチャレンジ
し継続できるモデルを構築して欲しいと思って
おります。

3 ．企業での取り組み事例
3-1．富士通での取り組み
続きまして富士通での私自身の取り組みをお

話いたします（スライド11/12/13）。これは私自
身が人材採用センター長時代に行ったもので
す。社団法人企業活力研究所で取り上げて頂い
たものなんですけれども，外国人の積極的採
用，採用した外国人の定着，活躍に向けた体制
の構築と，活動の展開。それからプラスアル
ファとして外国人だけではなく，若手の日本人
人材のグローバル化。この 3点を進めて参りま
した。
外国人の積極的採用につきましては，あらゆ

る部門で採用することを推進。実は長年研究開
発部門において，毎年20名程度の外国人採用は
継続をしておりましたが，営業やシステムエン
ジニアといったビジネスフィールドでの外国人
採用はほぼやっておりませんでした。それを
2005年から強化し拡大。最終的には採用計画を
立てる人員計画の中で，国内の採用数，いわゆ
る日本人の採用数の外数として10％外国人枠を
付けるという社内の内規を作りました。当時，
富士通は500名程度の国内日本人採用でしたの
で，プラスアルファとして50名の外国人枠を設
けました。外国人枠をプラスアルファにしたと
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ころに狙いがありました。現場のニーズからし
ますと，日本人か外国人か，男子か女子かと言
うと，日本人の男子が欲しいんですね。500人
の枠を現場に配分するわけですが，「どんな人
が欲しいですか」と聞くと，「日本人の男子学
生で元気のいい奴が欲しい」と。女子もまだ嫌
がる現場は多い。さらに外国人となると，そん
なことは言っていないと，求めていないと。国
内の日本の現場で，外国人のニーズはほぼあり
ません。これは，経営が勝手にグローバル化
だって言って，外国人採れと。社長のご乱心で
すということです。この状態で，現場と経営の
ギャップがある中で外国人採用が進んでいます
から，外国人が定着しない。求めてない現場に
求められていない外国人が配属されているので
す。そこで，別枠ですということで各事業部に
ニーズ調査をすると100名ほどのニーズがあり，
そこに配属することでマッチングをはかってき
たのです。
また，私自身の経験ですが，ある外国人が富
士通に入りました。 3年経って，母国の人と結
婚します。賃貸の物件を契約に行ったら，そこ
の不動産屋さんから保証人を出してくれと。保
証人はあなたの会社の部長さんに頼んでくれと
言われましたと。その A君が直属の部長に頼
みに行ったら，俺嫌だよと。A君は困りはてて
私に相談してきました。それで，私が保証人に
なってあげました。その時に，同時に私は富士
通の中に，外国人留学生に限らず，若い社員が
自分で物件を探した時には会社が保証人になる
という制度をエスカレーションし数年後に実現
しました。私個人が保証人になるのは，急場を
凌ぐものであって本質的にどうあるべきかと考
え動いたということですね。これは今も定着し
ているんですけれども。経営や人事側から変え
ていかないと，現場に無理矢理任せても無理で
す。ぜひ，例えば大学の中でも総長がビジョン
を掲げられて，留学生を増やせと。なかなか現
場は大変だと。大学のガバナンス強化でリー
ダーシップを発揮しろと言われているわけです

から，やらなきゃいかんわけですけれども，ぜ
ひ現場の課題認識をしっかり共有して，また関
連する産業界のニーズをしっかり捉えた上で，
出口を意識して受け入れていく必要があるので
はないでしょうか。そうでなければ留学生の満
足度は上がっていかないし次につながらない。
日本の訪日外国人も今爆発的に増えているけれ
ども，オリンピックが終わったら途端に減ると
いうことになるでしょう。本当の「おもてなし」
を行わないとまた来たいと思わない。大切なの
は現場力です。一方で現場を担う方々にお願い
したいのは，仕事を流さないで欲しい。仕事は
自らのミッションとして，志を持って取り組ん
でほしい。ひとりの若者が国をまたいで夢を
持って日本に来ている。このひとりの若者に，
日本人として我々教育関係に携わる人間が，ど
ういう思いで向き合うかということですね。何
かしら新たな取り組みを一歩一歩作っていって
ほしい。そこに，志を共にする企業を巻き込む。
必ずそういう企業はありますので，ぜひ遠慮せ
ずに地域の各企業にレポートを，手紙一本でい
いですから。大学としてこういうことをやるか
ら，ぜひ協力をしてくれと。遠慮なしに出して
ください。それで反応する会社が必ずあります
から，そういうところと少しずつ連携を取って
いくということをぜひお願いします。
外国人受け入れで一番私が意識しましたのは

決してマイノリティにしないということです。
全体の10％を目指しました。全社員数の10％の
外国人比率を目指してはじめました。それから
ネットワークをしっかり作ってあげるというこ
と。相談窓口をしっかりしていくということ。
多言語対応も充実させていくと。それから責任
の所在を明らかにしていく。社内をひとつにま
とめていくということを，取り組んで参りまし
た。

3-2．日立製作所での取り組み
日立さんの例としましては，日立はもうワン

ランク上の発想をしています（スライド
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14/15/16）。日本本社ではないグローバルカン
パニーという発想です。日本人も一社員に過ぎ
ないというのが日立の発想ですから，グローバ
ルコンピテンシーと，グローバルリーダーシッ
プモデルを日立は作ろうとしている。世界の上
位人材数千人のデータベースを作っていると思
います。その中で，適材適所でアメリカの社長
を次はフランスに動かす。日本の常務を次は中
国の社長にするといったグローバルなアサイン
を行う。中国の総経理は，今度はミャンマーに
行ってもらう。このようなローテーションをや
るんだということが日立をはいじめとしたグ
ローバルカンパニーのあるべき姿ではないで
しょうか。徐々にこうした世界企業となるよう
な日本企業が出始める。英語圏の会社の発想と
同じですよね。しかし，まだまだ概ねの企業は
富士通レベルで，日本人中心の発想の中で，外
国人をどう活用していくかというような取り組
みのところで止まっておろうかと思います。

3-3．企業の取り組みに関するまとめ
これまで述べてきましたように，大学がお困
りの部分と企業が困っている部分は非常に近い
ところがあると思います。ぜひ遠慮なさらずに
企業に働きかけて下さい。そしていずれ志ある
企業との深い関係を作られることを心より願っ
ております。何か私がお役に立てることがあれ
ば，全力でサポートさせて頂きたいと思ってお
ります（スライド17/18/19）。ご清聴ありがと
うございました。

司会者
はい，ありがとうございました。それでは，
ご質問をお受けしたいと思いますがいかがで
しょうか。はい，お願いします。

フロア
大変刺激的なお話をありがとうございます。
大変共感するところが多くて，例えば日本語力
アップの支援強化っていうのは私非常に重要

で，グローバル化する時になぜか，日本の国家
的政策って英語で授業をするプログラムを増や
すんだけれども，日本に就職する以上，日本語
力をどう付けてあげるかがポイントであって。
グローバル30も，あれは英語で授業ってやって
いるもんだから，彼らにも日本語のコースある
んですが， 4ヶ月で終わるんですね。研究室の
方では日本語必要なし，英語だけで確かに研究
できるけど，だけど，365日研究室でいるわけ
ではないので，地域に来て付き合うのにやはり
日本語が必要なんですよ。実はその日本語，
4ヶ月で研究に入っている東北大学の学生層，
かなりやっぱり学生相談が多いんですね。これ
が私は何とかしなくてはいけない。総長を差し
置いて言うのはなんですけれども，我々の機構
の中にも日本語のグループはありますので，ア
ドバンスな日本語のコースを受けさせるように
しています。問題は研究室の指導者が，日本語
なんかいらないっていうところが一番問題なん
ですけれども，そういう問題たくさんありま
す。それでもうひとつは，今おっしゃったよう
に地域における中小企業への誘導も，これは非
常に重要で，私はキャリア支援センター長をし
ているものですから，やっぱり大手企業ばっか
り，研究大学の卒業生が行くのは良くないと。
やっぱり地域のバランスを取るには，そういう
ところのチャレンジなところを思いながら，実
は宮城県でもそういう動きがあるんですが，率
直に言うとそこに関与するとすれば，必ずしも
フラットに逆に扱ってくれないんですよね。県
と，宮城県の私学含めて集まりますと，やっぱ
り研究大学で強制力が高いので，ちょっとごめ
んなさい，我慢してね，みたいな感じで，逆に
研究大学としてその拠点的なところにあるとこ
ろが，今の枠組みで力を発揮しようとしても
ちょっと受け入れてない部分がある。そこら辺
をうまく何か克服している事例とか，やり方と
かあるかどうか，もしそれがあれば，あるいは
アイディアでも結構ですけれどもちょっと教え
て頂けたらと思うんですけれども。
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田籠氏
お勧めしたいのは博士後期課程，ドクター
コースの中で産学連携の共同研究を，ぜひ地域
の地場産業や新しいチャレンジをしているとこ
ろとスキームを作っては如何でしょうか。地域
の中小企業の立場に立つと，私は福岡県の中小
企業の家系なので良く分かるんですけれども，
必ずしも新卒採用はいらないんですよ。どこか
で10年ぐらい経験した人の方がいいんです。だ
から，新卒で無理矢理地域に押し込むっていう
ことではなく，とにかく関係を深く作っておく

ということ。ぐるっと回って10年後に Uター
ンで戻ってくる。鮭のようにですね。そのよう
な思いで，長期戦略でやられるべきじゃなかろ
うかと思います。

司会者
はい，ありがとうございました。他はいかが

でしょうか，よろしいでしょうか。それでは，
講演 2を終わりたいと思います。田籠社長，あ
りがとうございました。
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外国人留学生の就職支援の課題
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企業の取組みに関するまとめ

外国人留学生の日本における
就職支援の課題と

企業の取り組み事例

株式会社
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年 月 日
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年新卒 就職状況について
外国人留学生の日本企業等における就職状況と就職支援の課題

大学 年 月 月 大学 年
月

月 月～ 月

年卒 ▲内定式

年卒
採用指針

年卒
採用活動の実体

採用広報活動

採用広報活動 選考活動

選考活動

・景気回復基調により求人数増加
・少子化による学生数の減少

➡大手志向強く中小へのミスマッチが課題
月に入っても約 万人が活動継続

外国人留学生も同様の傾向

◆ 年は、求人倍率急上昇し、さらに 年は、「超売り手市場」へ
倍

◆ 年は、大幅なスケジュール変更に伴い、企業、学生ともに手探りの活動へ

年卒 年卒 年卒 年卒

希望者数

求人総数

・学生の意思決定の長期化・・大手の 月内定出しによる後半辞退者の増加・・「８月の憂鬱」
・学生の活動開始時期後ろ倒し（ 月→ 月）に伴う企業研究の短期化

・・短期間での企業研究となり大手企業に志望集中、中堅企業との接点が減り、ミスマッチ増

年卒

８月～ ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟや各種セミナーが開催
月～ 多くの企業が選考開始 長期化

（ ）

（ ）

倍

社 名 株式会社
所在地 神奈川県川崎市中原区木月祇園町
代表者 代表取締役社長 田籠 喜三
設 立 平成 年 月 日
取得規格 企業の採用コンサルティング

インターンシップの普及促進事業
キャリア塾の実施運営
（学生・若年未就業者の就職および留学、転職希望者の活動支援等）
学校のキャリア教育支援
（セミナー・ワークショップの実施、就職指導・学生の就業力向上支援等）
人事コンサルティング事業
人材育成、教育事業
（内定者、新入社員、各階層社員別研修）
各種教材の製作および出版事業

代表挨拶 年間、富士通株式会社の人事部門に従事。人材採用センター長を７シーズン務めた他、連結でのコーポレー
トガバナンス改革やビジネスリーダー研修開発など強い人材、組織作りを中心に活動。

年 月、独立し個人事務所開設。
年 月、㈱ – を設立。

企業の採用活動支援、就業力向上支援（インターンシップ事業）事業、グローバル人材育成事業等に取り組ん
でいる。その他、経済産業省、文部科学省主催の事業委員を歴任。

【文部科学省・経済産業省の人材育成事業委員を歴任】

（経済産業省）
「グローバル人材マネジメント研究会」委員

（文部科学省）
「国立大学法人評価委員会」委員
「日中韓高度専門人材育成事業」委員長
「大学の国際化のためのネットワーク形成推進事業」プログラム委員
「大学の世界展開力強化事業」プログラム委員
「産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業」委員
「体系的なキャリア教育・職業教育の推進に向けたインターンシップの更なる充実に関する調査研究協力者会議」委員

では、学生のキャリア教育から就職まで一貫
して支援するためのプログラムとして、多様なイン
ターンシッププログラムを企画、開発を推進してお
ります。

高度専門人材を育成するための長期インターシッ
プや海外でのインターンシップの拡大に加え、学生
の社会人基礎力向上や職業意識の育成のため、産学
が連携した「インターンシップ等の取組み拡大」に
貢献するものとして取り組んで参ります。

 TAGS talent growth support since 2013 
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・外国人留学生の就職については、日本企業のアジアにおけるビジネス拡大を背景に「ブリッジ人材」としての留学生採用
及び活用が進んでいることを表している。
・下図は日本における就職状況（就業ビザ許可件数）の推移を示しており、一定の伸びを示してはいるものの希望者
の 割が決まっていないという現状も忘れてはならない。
・また、母国へ帰って就職活動を行う留学生が現地の日本企業へ入社し活躍している報告も多く、日本企業の国内外
における留学生活用が更に進むことを期待したい。
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外国人留学生の就職状況推移（外国人留学生 日本）

年
許可件数：

・全頁の求人倍率推移から、大卒の就職環境は大きく改善していると認識されているが、はたして実態は？
・下図にあるように、 調査（学校基本調査 文科省を基に推計）によると、企業の求人総数が多い年でも 万人
以上の学生が就職が決まらずに「新卒無業」化している。
・これは、大学生の多くが大企業や公務員志望へ集中している事と、不合格経験を繰り返すことで自信を喪失し、就活
うつに陥り、就職を諦めてしまっていることが推察される。
・少子化の現代において、多くの若者が活躍の機会を損失している現状は国家としても大きな損失である。
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大卒就職状況調査（日本人学生）
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外国人留学生の就職支援の課題

◆中堅・中小企業への就職が約７割
留学生は日本人学生と同様に大手企業志向が強く、自国でも名の知れた国際展開をしている
有名企業への入社意欲が高い傾向にある。

しかしながら、企業の在籍従業員別の就職者の構成では、 人未満の中堅・中小企業が
７割を占めている。

中堅・中小企業の海外展開が加速しており、留学生の活躍のフィールドは中堅・中小にある。
→大手企業の多くは海外の現地化を進めており、国内での外国人活用のニーズは高くない。
→富士通㈱では、連結 万人の社員の内 万人が海外現地社員であり、逆出向で活用。

就職活動における業界・企業研究は非常に重要であるが、日本人学生でもできていない。そのた
め、有名な大手企業に志望が集中する。

求められることは、大手中心の「採用指針」ではなく、 ％を占める中堅・中小企業を中心とした
採用スキームの見直しと支援の強化であろう。
→ の観点からも、大学が地域コミュティの中心となり地域企業への人材輩出を目的とした
就職支援の強化が求められる。
→そのためには、インターンシップやフィールドワーク等を活用した「地域企業と学生の接点」を拡大
する必要がある。
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◆企業規模別 外国人留学生の就職先について

・下図の通り、留学生の多くは中堅・中小企業へ就職している
・一方で、留学生対象の就職セミナーは大手中心の傾向強い

就職先企業等の資本金別許可人員

今年の 月 京都 月 東京 で開催されたイベント例 ワークス・ジャパン主催
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◆求められる支援の強化
□外国人留学生に対する支援

①大学におけるキャリア支援の強化

・留学生に特化した就職ガイダンスやサポートの強化
・日本語力 に向けた支援強化→日本人学生との交流強化、サークル活動やアルバイト推奨
・地域企業と連携したキャリア支援体制の構築→ 事業の拡大と継続

②企業の取り組み
・外国人留学生に向けた情報開示→求める人材像、求める能力、キャリアパスなど
・大学との連携強化→インターンシップやフィールドワーク対応の拡大

□外国人留学生を求める中堅・中小企業に対する支援

①地域の中堅・中小企業を対象として就職イベントの拡大

・地域の大学が中心となり、自治体や商工会議所等の経済団体との連携主催が望ましい。
・これは、留学生対象だけでなく日本人学生対象としても必要！
＊来年度文科省概算要求でも、大学の機能強化に応じた重点配分として ①地域のニーズに
応える人材育成・研究を推進 が、国立大学の第 期中期目標の中に盛り込まれている。

②就業ビザ申請手続きサポート
・入管の対応が不揃いであり、許可がおりずに妥協→ 件を超える不許可！
・人事の専門化がいない企業は二の足を踏む→地域での企業サポートが必要である。
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◆留学生の多くは日本の新卒採用スキームに混乱
・日本の独特の就職活動に対する理解不足

留学生にとって理解する事が難しい日本企業の独特な就職活動。
「活動する期間が長い」「開始時期が早い」「選考方法が複雑」など混乱する学生が多数。

・就職活動に関する情報量が少ない

留学生にとって企業や就職に関する情報収集のチャネルが少ない。
留学生の多くは４年生の４月から活動開始する等、就職活動開始時期を逃してしまい、十分な
準備ができないままに就職活動を開始、結果、翻弄され不本意なまま母国へ帰国する学生が多数。

・ビジネスシーンでの日本語能力が不足

日本企業の多くは、国内の業務に対応可能な日本語力を求めるが、 レベルでも厳しい。
経営と人事がグローバル化を目指す反面、現場は求めていない。結果、職場配属後にミスマッチ。

・留学生向けの就職支援イベントや求人情報が少ない

Ｐのイベントは私が前職において企画開発したものだが、こうしたイベントは未だ少ない。
多くの企業は日本人学生と同様のプロセスで留学生を選考、 や能力適性試験で絞り込むため、
多くの留学生は面接まで進めずに苦労している。
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②採用した外国籍人材の定着・活躍に向けた体制の構築と活動の展開

同社では 年頃より、グローバルにビジネス展開できる外国籍人材を採用すべく、毎年 ～ 人程度の外国
籍人材を採用している。日本における外国籍人材の雇用については、長期定着志向が低いとされる当該人材を日本
人と同じキャリアプロセスにのせるのが妥当なのかが悩みとしてあげられることが多いが、海外の人材と日本人を区別せず、
彼らに日本のキャリア形成のあり方を説明し目指している方向性を示すことが重要であると考えている。
これに伴い、採用した外国人人材が定着・活躍できるよう、 年よりグローバル化推進プロジェクトを人事部門主
導で推進している。同取組みの目的、ミッション、体制、活動内容については、以下のとおりである。

活動目的
異なった国籍の従業員間で異文化交流を促進し、同社の職場を国際的に統合していくことを目的とする。

ミッション
同グループにおけるグローバルソサイエティの形成を支援することのほか、異文化を許容し、多様性を活かすマインドを育
てる仕組みを構築すること、外国籍社員が同社の組織環境および日本での生活に溶け込めるよう支援することである。

体制
人事部門を中心に、過去に海外赴任した社員や外国籍社員、グローバルマインドを持った社員、外国籍社員の同僚
・上司・部下、海外拠点従業員等による架空のコミュニティを形成し、彼らと連携しながら外国籍社員の人事的サポート
やコミュニティ活動などを展開している。

具体的活動
立ち上げ当初（ 年）は、外国籍社員に対する生活情報の提供、人事処遇制度をはじめとする社内ルールの
英訳・周知・開示、 サイトの立ち上げなどハード面の整備が中心であったが、近年は人事対応窓口の見える化や
人事部門間連携体制の強化、異文化理解促進や個人のグローバルマインド醸成を目的としたイベント開催、コミュニ
ティメンバーが寄稿した季刊誌（ 掲載）の発行など、全社員のグローバルインテグレーションを促進する取組みへ
移行しつつある。
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企業での取り組み事例

富士通での取り組み
同社におけるグローバル人材育成・確保にかかる取組みのポイントは、
①外国人の積極的採用
②採用した外国人の定着・活躍に向けた体制の構築と活動の展開
③若手の日本人社員を対象とした異文化適応力醸成のための機会の提供
である。各取組みの概要は以下のとおりである。

①外国籍人材の積極的採用

同社では、「研究・開発部門」、「営業・ソリューション部門」、「事業スタッフ部門」の 部門を中心に、日本人と同
じ基準で外国人材の採用を積極的に進めている。

「研究・開発部門」：日本側主導の海外アライアンスパートナーや協働開発相手との交渉・折衝、グローバル開
発チームのリード、海外人脈を生かした市場・技術動向に関する情報収集、日本のテクノロジーやプロダクトの海外
展開、海外拠点マネジメント者としての役割

「営業・ソリューション部門」：海外オフショア開発拠点とのリエゾン・ブリッジ機能、海外顧客の海外展開支援、
日本のソリューションの海外展開、海外拠点マネジメント者としての役割

「事業スタッフ部門」：経営幹部のスタッフ機能、海外拠点の経営管理・支援・リエゾン、海外人脈形成や専門
分野の国際動向に関する情報取集、自社 の伝達、海外拠点マネジメント者としての役割

なお、日本語力については、研究開発部門では技術力を重視し、日常会話程度の日本語力で問題無しとしてい
るが、営業・ソリューション部門および事業スタッフ部門については日本人と同等の日本語力を採用の条件としてい
る。

出展：㈳企業活力研究所 平成 年度研究会より
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日立製作所での取り組み

同社におけるグローバル人材育成・確保にかかる取組みのポイントは、
①グループ・グローバル共通の基盤の構築
②地域戦略における人財プラットフォームの構築
③留学生、海外人財、経験者など多様な人財の採用
④グローバルリーダー育成プログラムの実施
⑤若手人財を対象とした異文化理解プログラム
の実施であり、各取組みの概要は以下のとおりである。

①グループ・グローバル共通の基盤の構築

同社では、現地主導経営をさらに推進し、事業のグローバル展開をさらに加速するため、グローバル共
通の人財マネジメントを日立グループ全体で実行していく。そのため、従来の日本・海外それぞれの会社
あるいは各グループ会社が個別に制度・施策を展開していた仕組みを、グループ・グローバル共通の、人
財育成・登用・処遇に関する基盤を構築したうえで各地域、各社が独自の人事管理を構築・展開する
仕組みへ移行していく予定である。

グループ・グローバル共通の基盤は、具体的には、国内外の日立グループ全社員を対象とする「グロー
バル人財データベース」と、国内外の全マネージャー（課長相当職）以上の役職者を対象に役割の大
きさを評価する「グローバルグレーディング（全世界共通職務等級）制度」から構成され、これを基にグ
ローバル規模での最適人財育成・配置を展開したいと考えている。

Copyright © 201

③若手の日本人社員を対象とした異文化適応力醸成のための機会の提供

日本人社員のグローバル人材育成については、グローバルビジネスの拡大を担いうる人材の計画的育成・母集
団の形成を目的に、 代の社員を中心に論理的コミュニケーション力や異文化適応力を実践する現場経験や
研修等を提供している。また、 代前半では有望な社員を選抜して計画的に海外赴任を経験させている。

・グローバルコンピテンシー養成： 代の若手対象に年 名程度の教育を実施
・海外トレーニー制度：入社 年未満の社員対象に 年間の現地駐在を経験させる

④今後について

海外駐在から戻ってきた人の経験を活かすキャリア形成（または戦略的活用・配置）をどうするか検討する必
要があると考えている。

・グローバル人材ＤＢの構築
・出元管理から本社管理への移管など
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⑤若手人財を対象とした異文化理解プログラムの実施

急速なグローバル化の推進に対応すべく、計画的に人財をプールしていく必要性から、「若手海外派遣
プログラム」として新入社員など若手のうちから海外経験を積ませることを進めている。同プログラムは、非
管理職層（主任クラス以下）で将来グローバル人財としての活躍が期待される者を対象に、『肌感覚
で現地の文化・生活を理解する』ことを目的としており、年 人を目標に派遣することとしている。
具体的プログラムとしては、以下のとおりである。

海外現地法人実習等…同社グループの現地法人でビジネスを体験してくるもの ～ か月程度）

他社実習…同社グループ外の他社で実際に働きグローバルビジネスを体感するもの ～ か月程度）

海外体験研修…語学学校 ホームステイをしながら現地のコネクションを使って、現地の企業へのイン
ターン等を体験すること（ ～ か月程度）

ボランティア…世界中の多様な人財と協業することを体験すること（ ～ 週間程度）

海外業務研修等…テーマを持って海外現地法人等へ研修に行くこと

海外プロジェクト…海外プロジェクトに参加し、海外での生活やビジネスを経験すること

なお、これらの研修は帰国後に英語や現地語などで成果を報告することとしている。
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②地域戦略における人財プラットフォームの構築

今後同社グループとして戦略的に事業を進める地域（中国、インド、 、アフリカ、中東など）
については、それらを つのランク（重点度Ａ→Ｂ→Ｃ）に区分し、各地域の経済、歴史、文化、労
働関連法、雇用慣行等に精通した専門家の育成・配置あるいはこれらの情報を集めたプラットフォーム
を整備し、 などビジネスを円滑に進める支援体制を構築していく予定である。これらの基盤の構築
が、事業の拡大や高業績を持続的に作り出すことへつながると考えている。

③留学生、海外人財、経験者など多様な人財の採用

従来、国内の新卒が中心であったが、事業のグローバル展開に伴い留学生や海外人財、経験者など
多様な人財を採用することに取組んでおり、前述のとおり全世界の人財プラットフォームの構築を通して
全世界の人財の中から「必要なポジション」へ「必要なとき」にリーダーを供給することを目指している。

④グローバルリーダー育成プログラムの実施

グローバルリーダーの育成に係る考え方について、従来は、年齢軸に沿って徐々にふるいにかけていく適
者生存的アプローチであったが、今後は個人やポジションごとにリーダーを「創り込む」適者開発的アプロー
チに方針を切りかえていくこととしている。そのプログラムについては、「グローバルビジネスで勝てるリーダー」
を育成することを目的としている。エグゼクティブ向け経営研修の具体例としては、 年 月にアジア
地域において、近い将来（ 年程度）同社グループの現地法人トップやエグゼクティブになりえる現地
社員を対象に、上位ポジションへの移行に備えたマインドとスキルを習得すべく、シンガポール政府系の機
関と連携してプログラムを開発し実施している。
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企業におけるグローバル経営を担う人材を確保するための制度・基盤づくり

・企業におけるグローバル人材の育成確保についてみると、グローバル経営を担う人材を国籍、グループ
企業、性別等を超えて登用し最適配置していくことを標榜する企業では、幹部職以上の評価、報酬、
教育、異動（配置）ルールのグローバル共通化（トヨタ自動車、日立製作所、パナソニック）やそのた
めの基盤として最適人材の選抜と活用を可能とすべく、人材データベースを構築する取組みも推進して
いるところもある。（日立製作所、パナソニック）

企業におけるグローバル人材の育成方法

・グローバル人材の不足で最も指摘されるのは「海外の関係会社におけるマネジメント者」であり、同対
象者の早期育成は企業にとって喫緊の課題となっている。また、中長期の視点から若手の育成にも力
を入れ、将来的なグローバル人材をプールする取組みも多くの企業で進められている。

・両者の育成ポイントは具体的な「場」を提供しながら、必要な知識・ノウハウを習得させることである。マ
ネジメント層の育成に向けて、グローバルマネジメントまたはグローバル研究・技術開発を可能とすべく、
戦略的配置（異動）を行うとともに、 と的確に組み合わせ、海外事業運営能力を醸成できる
ようにしている。（帝人、三菱商事、キヤノン、パナソニック）

・若手の育成についても、入社後一定期間内の社員に、海外出張、海外業務派遣・トレーニー、海外
駐在体験、海外研究機関・大学派遣などいずれかの方法で、異文化適応能力や語学力を習得させ
ることを目的に、海外経験する機会を提供している。（帝人、トヨタ自動車、富士通、三菱商事、日立
製作所）
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グローバル経営戦略とグローバル人材の育成

・不確実な状況が起きやすく、グローバル戦略をどのように構築すればいいかが不明瞭な時代において
は、世界中のヒト、モノ、カネ、知識、情報、ノウハウなどの経営資源を効率的に活用し社内に融合して
いくことが重要である。

・その際、世界戦略を決定する「世界本社」を設ける等、グローバルな課題を世界中の責任者が参画し
て検討することが必要であり、従来型の本社のあり方や意思決定のあり方を見直す時期にきている。

・グローバル人材に求められる能力として、「知的資本＝グローバル組織、産業、バリューチェーン、文化
的複雑さに対する知識など」、「心理的資本＝異文化に対する情熱、尊重、柔軟性、公平性、オープン
さなど」、「社会的資本＝異文化の人材と継続的な信頼関係を築く能力」などがある。

・日本企業における海外赴任者の選抜においては、異文化への対応能力やリーダーシップが重視されて
こなかったため、ローカル社員からの評価が低い傾向にあり、選抜と育成の見直しが求められる。

・経済産業省では、日本貿易振興機構（ ）や海外産業人材育成協会（ ）のネット
ワークを活用して、日本の若手社会人や学生を開発途上国に派遣するインターンシップ派遣事業を行う
とともに、 （独立行政法人国際協力機構）と連携・協力して、青年海外協力隊の制度を変更
し、企業人材の海外研修機会として活用しやすいようにしており、主として中小企業庁において中小企
業向けに積極的に推進されている。

企業の取組みに関するまとめ
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・グローバル人材として活躍するためには、マネジメント力の確保はもとより、個々人が自分の専門を確
立しておくことも重要と認識し、入社時からの数年間を専門確立期とし、所属部門での専門能力や社
員としての必要能力を積極的に習得することを推進し、その後グローバル経営のためのスキルや知識を
提供する企業も多い。（帝人、アステラス製薬）

日本採用の外国籍人材と現地採用者の定着・活用に向けた企業の取組み

・グローバルにビジネス展開できる外国籍人材を日本で積極的に採用する企業において、採用した者の
定着を図るために、日本のキャリア形成のあり方を説明しているほか、これらの者が日本企業で活躍でき
るよう、 年よりグローバル化推進プロジェクトを人事部門主導で推進している。（富士通）

・また、海外の現地事業所等の幹部職クラスを対象に、日本における実務経験、経営者による講話、
経営意思決定プログラムなどを提供するとともに、現地の役員や現場責任者に多くの現地採用者を抜
擢するなど、頑張れば上位職として活躍できるという実績を示していくことに前向きに取り組んでいる企
業もある。（トヨタ自動車、アステラス製薬、パナソニック、日立製作所、イトーヨーカ堂）

女性のグローバル人材育成に関する企業の取り組みと課題

・女性の海外赴任者数が１０人強～２０人強にのぼる企業もあり、政治情勢による治安や現地宗
教などによって女性の赴任が難しい国・地域はあるものの、赴任先、現地における役割に男女の違いは
なく、女性もグローバル人材として活躍している。今後女性の海外赴任者の増加が見込まれる中、海
外赴任先での仕事と子育ての両立支援・家族理解を得るための帰任時期の明確化、現地での同世
代・同職位の仲間が少ないことを踏まえたサポート体制の構築などが課題としている。
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司会者　槇石多希子教授
（仙台白百合女子大学人間学部）
仙台白百合女子大学の槇石と申します。それ
では最後になりますけれども，沈悠然さんの演
題，「外国人留学生から見た大学と地域への期
待」についてですが，沈さんのご紹介をさせて
頂きます。北京理工大学の日本語科で学ばれて，
2013年秋に来仙されました。14年から東北大大
学院，国際文化研究科でマスターコースに所属
されております。現在，すなわち留学して本当
にわずかな期間ですが，仙台地区中国学生学者
友好聯誼会の事務局長や会長を務めていらっ
しゃいます。研究テーマ，レジュメに書いてあ
りますけれども，ちょっと具体的にお聞きしま
したら，2000年以降の中国のインターネット社
会で，日本のファッションやアニメ，ゲーム等，
大量に浸透されておりますが，そこで使われて
いる「かわいい」とか，「オタク」というよう
な言葉に代表される語彙の借用についてのご研
究とのことです。今日は私たちがあまり気付か
ない，見過ごしている重要な事柄のご指摘，や
や耳が痛いお話もあるかと思います。留学生当
事者としてのお話をアグレッシブにお話して頂
けたらと思います。よろしくお願い申し上げま
す。

沈悠然氏
仙台地区中国学生学者友好聯誼会。名前が長
くなりましたけれども，仙台地区中国学友会で
大丈夫です。本日は，「外国人留学生から見た
大学と地域への期待」というテーマで講演をさ
せて頂きます。先ほど，先生方たちから色々，
すごく大変勉強になりました。自分の講演とい
うか，日本に来て 3年目ですけれども，この 2

年間の留学生活についてお話したいと思いま

す。不適切なところとか，間違ったところとか
がありましたら，ぜひご指摘をお願いします。
それでは，講演を始めたいと思います。

自己紹介
まず自己紹介に入りたいと思います（スライ

ド 2 / 3 / 4。後掲資料参照。以後のスライド番
号も同様）。今は東北大学大学院国際文化研究
科に所属しています。それと同時に仙台地区中
国学友会の会長を務めています。今は修士 2年
生ですが，来年の春には東京のある IT企業に
就職する予定です。留学する前は，北京理工大
学で日本語を専攻していました。この 4年間の
勉強は楽しかったです。なぜかというと，大学
での勉強以外にも文化体験の活動に参加した
り，日本人の友達と遊んだりして，私にとって
日本語の勉強は面白かったからです。このスラ
イドには，この一部の写真ですね。左側 1番目。
私は中国の大学で日本語クラブの会長も務めた
ので，あの時カラオケ大会だったり，中国の大
学で行った日本語文化祭だったり，色々やって
いました。そして右側は日本人の，私以外メン
バー全員日本人留学生でした。その協会と一緒
に，中国の農村の小学校を訪問した写真です

講演 3　外国人留学生からみた大学と地域への期待
仙台地区中国学生学者友好聯誼会会長

沈　　悠　　然　氏
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ね。その下は，日本人留学生とお花見をしたり，
そして日本大使館の見学もしたりしていまし
た。それ以外も色々ありましたけれども，その
まま説明すると一時間にもなりますので，簡単
に紹介しました。このように日本に来る前の私
も，すでに中国にいながらもある程度日本にな
じみがありました。そして，大学卒業後の進路
を決めるに当たって，どうしても実際に日本へ
行ってみたいと思いまして，日本へ留学するこ
とを決めました。そして，仙台の東北大学に来
ました。きれいな青空と清潔な町，制服を来て
青春を謳歌する高校生たち，部活動に没頭して
いる生き生きとした大学生たち。そして，カラ
スの鳴き声もあまりにも日本らしくて，私は本
当に日本にいるのだと毎日夢の中にいるようで
した。

仙台地区中国学友会について
おそらく，中国の大学での経験があったた
め，日本に来た後も仙台地区中国学友会に興味
を持ち始め，ただの参加者から会長にまでなり
ました。本日も，学友会の会長としてご招待を
承りましたので，仙台地区中国学友会のことを
少しご紹介いたします（スライド 5 / 6）。まず
この会は全日本学友会に所属しています。全日
本学友会のもとには，各地区の学友会がありま
す。仙台地区中国学友会は，宮城県を始め，東
北地方の学友会の代表としています。地区分会
の下にもまた，学校によりいくつかの分会が分
かれています。学友会は日中両国の民間交流の
促進，中国人留学生と中国国内の交流の促進，
または在日留学生活のサポート等を目的とし
て，中国大使館の指導を受けていますので，半
分公式な団体です。スタッフは幹部，幹事と顧
問を含め，合わせて40人から50人います。そし
て参加者はイベントにより，数人から数百人ま
でそれぞれ違いますが，東北大学に在学する
870人の中国人留学生の中，少なくとも半分の
人は参加したことがあります。こちらの写真は，
1年に一度最大のイベント，仙台地区春節パー

ティーです。毎年150人から200人ぐらいの参加
者がいます。次に各種イベントについてもご紹
介いたします（スライド 7）。自主企画イベン
トというのは，企画から実施まで，全て学友会
が行うイベントです。こちらは中国語コーナー
だったり，スキーのツアーだったり，色々あり
ます。時間のため，飛ばしていきます。そして，
協力招待イベントというのは他団体企画のイベ
ントで，学友会は参加または協力するだけです
（スライド 8）。その中で特に宮城県日中友好協
会の各分会からの招待が多いです。本日も宮城
日中友好協会の会長，江幡先生も来ていらっ
しゃっているんですけれども，大変お世話に
なっています。大変感謝をしております。時間
のため，簡単に説明させて頂きましたが，詳し
く知りたい方は，以下のサイトを検索してみて
ください（スライド 9）。ほとんどの内容は中
国語ですけれども，Facebookでは日本語と中
国語，両方書いているので，良かったらぜひ，
仙台地区中国学友会で検索してみてください。
長くなりましたが，以上は自己紹介と団体の紹
介でした。

宗教に対する配慮
それでは，本題に入りたいと思います。まず，

私の研究室には日本語はあまり分からないイス
ラム教徒の院生が一人います。私は彼女と一緒
に生協で買い物をしたことがあります。イスラ
ム教徒は，アルコールを含むものが食べられま
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せんので，私は彼女と一緒に成分を確認しまし
た。一人で買い物をする時には，どうしていま
すかと私は聞きました。すると，彼女は携帯を
出して，イスラム教徒が食べられる日本の食品
一覧を見せてくれました。なるほど，彼女はい
つもこの表を見ながら買い物をしているようで
す。しかし，食品というのは種類からブランド
まで，あまりにも多いため，一覧表を作るのは
きりがありません。また，いちいちチェックを
するのは面倒で，買い物をするのはいかにも不
便です。イスラム教徒が食べていいものはハラ
ルと言います。ハラルマークは，ハラルフード
であることを証明する印です。2014年度大学生
協調べのデータでは，東北大学生協ではハラル
フードは提供しているようですが，ハラルフー
ドが明記していないか，専用の窓口が設置して
いないかの理由で，私は知りませんでした。そ
のため，イスラム教徒は常に自宅で調理したお
弁当を持参したりしています。私のイスラム教
徒の友達も，いつも翌日のお弁当を準備するた
め，早めに帰宅しています。しかし調理が苦手
だったり，時間が取れなかったりする場合は栄
養上，問題になっているでしょう。また，学食
はさておき，先ほども話しましたが，売店の商
品には，ハラルかどうか表記されていなかった
り，ハラルフードの提供が少ないため，生協の
ショップおよび学校外のスーパーで買い物する
のに問題となっています。イスラム教徒の友達
に聞いた話によりますと，仙台でハラル食材が
買えるお店は 2， 3件しかありません。常に自
炊している彼らにとって，これはまた不便なこ
ととなっています。
参考までに，中国の事情をご紹介いたします

（スライド12）。ハラルは，中国語で清真と言い
ます。中国の大学では，大体ハラル食堂，つま
り清真食堂が設置されています。少なくとも，
ハラル専用の窓口があります。普通の食堂と分
かれて，専用の食材や食器を使い，さらにムス
リムシェフとスタッフを採用しているので，ム
スリムの学生たちと教員たちは安心して食事を

とることができます。スライドの写真は，私の
大学の様子です。北京理工大学ですね。そして
大学によって違いますが，私の大学ではムスリ
ムじゃない人も入ったり，食事を取ったりする
ことができます。ただ，食品の持ち込みはでき
ません。清真食堂では，他の食堂にない特別な
料理がありますので，ムスリムではない学生た
ちにも人気です。ちなみに学校内だけではなく
て，中国では清真レストランがたくさんありま
す。その一部は，自慢の味を持っていて，宗教
や文化を問わず，多くの人に愛されています。
私の大学の近くにも，清真レストランがたくさ
んあるので，ムスリムのいる食事会や，飲み会
も全然問題がありませんでした。また，毎年
イード・アル＝フィトル，つまりラマダン終了
を祝う日に，学校のハラル食堂はいつもと違う
ハラルフードを用意します。ムスリム学生たち
は，無料で食べられます。それだけではなく，
お祝いイベントやプレゼントも用意していま
す。右側，下の写真を見て頂きたいです。こち
ら赤い布に書いてあるのは，ムスリムの学生た
ちハッピーイード・アル＝フィトルという意味
です。そして，地面にずっと並んでいるのはプ
レゼントです。フルーツバスケットです。無料
でプレゼントを用意しています。このように，
ムスリム向けのサービスが様々あることから
も，中国の大学のムスリムへの気遣いをお分か
り頂けると思います。
また，学生食堂の話に触れましたので，少し

ムスリムとは別な話をさせて頂きたいと思いま
す（スライド13）。日本の学食と比べ，中国の
方がずっと安いです。そして，料理の種類が何
倍も多いんです。もちろん，物価が違うこと，
中国の大学は広くて学食の件数が多いこと，そ
もそも中華料理の種類が多いこと等，背景の違
いがあるかもしれませんが，東北大学では生協
のメニューは通年同じようなもので，すぐ食べ
飽きてしまう，中華料理が食べたいが，学食で
はあまり出していない。果物が食べたいが，生
協では売っていない等の声をよく聞きます。一
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方，日本の学食は，環境の面でずっと優れてい
ます。中国の学食では，油っぽいテーブルがべ
たべた等の状況がよくありますが，日本の学食
は，日本なりの清潔さとサービス精神に富んで
いるので，みんな快く食べられます。以上大学，
特に学生食堂からムスリムを始め，宗教に対す
る更なる交流を期待しています。また余談です
が，もし生協の学食にもっと多くの中華料理や
他国の料理を加えたら，留学生だけではなく一
般の日本人学生たちも大喜びだと思います。

異文化に対する配慮
続いて 2番目，異文化に対する配慮を期待し
ています。留学の意味は何ですか（スライド
14/15）。皆さん考えたことはありますか。私は
留学という，単にその国の言語を身に付けて，
その国の人と同じような教育を受けることでは
ないと思います。留学ということは，慣れた自
国を出て，違う人間，違う社会，そして違う文
化を理解しようとするグローバルな学習の機会
です。特に留学生寮や日本語教室等を通じ，私
たちは日本人だけではなく，色んな国からの人
と接する機会があります。私たち留学生は異国
の地で生活しているから，いつも積極的に異文
化を理解しようという姿勢を取っています。そ
のため，留学の経験は人にグローバルな心と視
野を与えられると思います。逆に，日本の大学，
日本人学生，日本の企業等を含む日本社会全体
にとって，留学生の受入れは日本の教育の発展
とグローバル化の促進に影響を与えていると思
います。
しかし，外国人留学生の受入れに対して，日
本人，日本の大学，そして日本の社会は準備が
できているのでしょうか。私は仙台に来て 3年
目ですが，この 2年間の仙台での経験にそって
話したいと思います。まず公的に言えば，ちゃ
んとできていると思います。まず大学について。
日本に来る前の私は，外国で生活する経験はお
ろか一人暮らしの経験もなかったので，不安が
たくさんありました。しかし，日本に着いた初

日に，すぐに東北大学の寮に入居できました。
ベッド等の家具も全部揃っていますから，部屋
に着いた瞬間にほっとしました。清潔な環境，
手ごろな家賃，そして様々な英語表記の情報提
示があり，生活にはとても便利です。また，東
北大学では留学生課，国際交流課，生協留学生
委員会等の組織が設置されているので，生活や
学習等，様々な面からのサポートが充実してい
ます。次に，地域について。宮城県では外国人
向けの組織がたくさんあります。仙台観光国際
協会と宮城県国際化協会が留学生の間で一番知
られています。日本語教室，文化体験，交流コー
ナーなど，様々なイベントを定期的に行ってい
ます。留学生だけではなく，仙台に生活してい
る全ての外国人に対する支援が豊富で，地域か
らの心遣いが温かく感じられます。また，私た
ちの学友会は中国人の団体として，日中友好協
会を始め，宮城県の各管理組織からの支援と交
流が多いです。以上，宮城県だけでも数多くの
組織が数え切れない支援と交流イベントを提供
してくださっていますので，外国人への開放的
な受入れは，私は十分に感じています。むしろ，
外国人留学生にもっと積極的に各種の支援を利
用してほしい，交流イベントへ参加してほし
い，毎日生活している宮城県の国際交流と地域
活性化に貢献してほしいと思うぐらいです。
少し余談になりますが，日本にいる外国人留

学生の中，中国人留学生の数が一番多くて，全
体の 6割以上に達しています。今年 5月までの
データによれば，東北大学に在籍している外国
人留学生数は1,663人で，そのうち中国からの
留学生は870人です。時々，川内キャンパスで
歩いていると，すれ違う人がみんな中国語で
しゃべっていたりして，まるで中国の大学にい
るような感じです。中国人の数が多いおかげで，
市内には中華料理店や中華物産展等の施設が多
くて，生活には便利になっています。一方，人
数が多いことから中国人同士のコミュニティも
自然にできてしまいます。学生の生活はもとも
と単純なので，わざわざ自分のコミュニティか
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ら出なくても生活はすむので，日本にいても実
際はどんどん日本社会から離れてしまうことも
あります。それは，日本だけの問題ではないと
思います。私の友達の一人は，何年もアメリカ
に住んでいますが，英語は全くしゃべれませ
ん。なぜかというと，中国人同士のコミュニ
ティに依存しているから。せっかくの留学経験
と異国での生活なのに，私はとてももったいな
いと思います。
しかし，それは中国人の一部の人々は，日本
の生活で中国人のコミュニティに頼り過ぎてい
る馬鹿な話だというような簡単な問題ではな
く，日本人と中国人の間，個人対個人の問題だ
と思います。詳しくは，次にお話します。外国
人留学生の受入れに対し，私的な部分は配慮が
不足していると思います（スライド16）。まず，
私たちと歳や考え方が一番近い人々。日本の大
学生たちは，外国人留学生の受入れにはまだ不
慣れだと思います。私たち，中国学友会はいつ
も東北大学を中心に活動していますが，日中両
国の学生同士の交流を深めるために，常に他団
体とのコラボレーションを望んでいます。そし
て 2ヶ月前，私はメンバー全員が日本人のある
サークルとコラボレーションを企画しました。
そのサークルはいつも代表がプロジェクトの
テーマを決め，メンバーが自ら手をあげて担当
するという形でやっていますが，今回は留学生
とのコラボということで，一人も手をあげな
かったようで，結局そのサークルの代表と副代
表ふたりだけと私たちで一緒に最後まで行いま
した。もうひとつの経験を話しますと， 7月に
東北大学のキャンパス内でフリーハグを行いま
した。写真は，フリーハグを行った当日の様子
です。この行動について，意味が分からなかっ
たのか，頭を下げて足早に通り過ぎる学生がほ
とんどでした。表情からは興味を持っているよ
うでしたが，なかなか近づく勇気がない学生も
多かったです。もちろん恥ずかしがるのは中国
人と日本人に共通の性格ですが，グローバルな
社会に慣れるために，自国の文化を伝えるため

に，国の将来を担う若者たちみんな心と口を開
いて積極的にコミュニケーションを取りましょ
う。私たちも，日本人学生と仲の良い友達にな
りたいので，お互いの交流を楽しみましょうと
言いたいと思います。
次に，大学の先生にも更なる交流を期待して

います。外国人留学生にとって，授業形態や文
化的背景の違いから，日本人教師による授業は
時に困難に感じることがあります。文化の違い
に慣れようとする外国人留学生は，常にプレッ
シャーを感じています。特に日本文化になじみ
のない留学生たちは，カルチャーショックに困
惑しています。例えば，東北大学の青葉山キャ
ンパスには，理系出身の留学生が大勢います。
文系出身の留学生と比べ，彼らはほとんど日本
語を専門として勉強した経験がないので，日本
文化への理解が割と難しいです。彼らにとって
日本人教師の意思を理解することは，まず難し
いです。先生の言うことを100％理解できない
時に，自分が正しいと思う方法で進んでしまっ
て，結局無駄な時間をかけてしまうケースもあ
ります。また，先輩と後輩の関係。ホウ・レン・
ソウ等，研究室の文化を理解できない時にも，
留学生の勉強と生活に支障が生じます。一方，
日本人教師は異なる教育環境で育ってきた留学
生たちに対し，日本人学生と同様に扱うため，
授業の効率が下がることもあります。その時，
留学生は積極的に日本の文化を理解しようとす
べき一方，日本人教師にも留学生の習慣と文化
の尊重と，積極的な指導方法を採用することが
期待されています。以上，外国人留学生たちが
もたらした異文化に対し，日本の大学生や，先
生からのより一層の開放的な受入れを期待して
います。

緊急時の留学生への配慮
そして最後に，緊急時の留学生への配慮を期

待しています（スライド17）。仙台に来る前に，
私は上海と北京に住んでいましたので，地震等
の大きな災害は 1回も経験したことがありませ
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んでした。ビザを申請した時に，宮城県，岩手
県，福島県の被災三県へのビザ申請は無料なの
で，200元の申請費が返されました。その時は
初めて，自分の行く先の危険性が分かりまし
た。その後，東日本大震災の 2年後の2013年に
仙台に来ました。仙台に住んでいる私たちは，
時々携帯電話に緊急速報が届きます。何となく
大変なことが発生したのか分かりますが，そこ
では土砂災害や避難勧告など，日本語能力試験
1級に合格した私でさえ分かりづらい内容も少
なくありません。中国人なら，漢字から何とな
く意味を推測できますが，漢字の分からない留
学生はもっと困るのではないでしょうか。さら
に意味が分かっても，どのような行動を取るべ
きか，戸惑う留学生も少なくありません。仙台
に来てから，地震は何回も経験しましたので，
地震が来たらどこに隠れるか。一番近い避難所
の場所はどこか等は大体分かりますが，具体的
にどのような震度になったら逃げるのか，どの
ような程度に至ったら避難所に行くのか。何を
持って非難するのかというような具体的な避難
方法はまだ分からないままです。 4年前の大震
災は経験していませんが，今年 9月の大雨時の
緊張感は体験しました。 9月上旬に，大雨が何
日も続いて降っていました。土砂災害のニュー
スも相次いでいました。そして避難準備情報，
避難勧告発令等の緊急速報は頻繁に届きまし
た。チャイムの音を聞くだけでも緊張しました。
すると，各ソーシャルメディアに何回も速報が
届いた。私の今いるところも非難すべきところ
に入った。どうしようといった投稿がたくさん
出始めました。さらに中国国内にいる家族が，
私たち学友会の SNSを通じて，留学生の安否
確認をした人もいました。私たちはすぐに確認
し，そして大雨に気を付けて，何かあったら学
友会まで連絡してくださいという投稿を公式
ページに出しましたが，私たちのできることは
そこまでしかありませんでした。もし，今避難
所にいていいですかと聞かれたら，もし本当に
大変な災害があったとしたら，我々団体として

は何をすればいいのか。その時，私は中国人団
体の代表としてある無力感を感じていました。
今回は無事に済みましたが，次の災害がいつ来
るのか分かりません。こんな時にこそ，大学や
地域からの支援が欲しいと実感しました。
大学と地域が普段から留学生への災害教育し

てくださることを期待しています。さらに緊急
時に至った時の情報発信から，実際の避難まで
の指示や支援も期待しています。以上， 3つの
角度から大学と地域への期待を述べましたが，
あくまでも講演のテーマに応じて粗探しをした
結果です。日本への留学は全体的に自分の期待
を越え，大変満足ができる経験になりました。
今後も後輩に進めたいと思います。その時は大
学と地域からの更なるご配慮を楽しみにしてお
ります。以上です。ご清聴ありがとうございま
した。

司会者
沈さん，ありがとうございます。粗探しと

おっしゃってくださいましたけれども，本当に
いいお話を，私たちが気付かないお話をして頂
きました。特に最後の防災教育ないしは防災に
関するサポートは，もうこれは留学生の方々言
語の問題もございますけれども，一番生命にも
関わることで，大事なことだというご指摘，あ
りがとうございます。それでは，少し時間があ
りますから事実関係等でご質問があればお受け
したいと思います。挙手をお願いいたします。
はい，お願いいたします。

フロア
どうもありがとうございました。先ほどの説

明について，少し補足して頂きたいのですが，
特に私たち大学の教員に取りまして，留学生が
日本人とは異なる教育的環境の下で育って来た
にも関わらず，日本人と同じように教育方法を
するために，授業の効率が下がるとか，あるい
は学生にとってストレスを感じる、プレッ
シャーを感じるというお話がありましたけれど
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も，具体的に，典型的にはどんなことなので
しょうか。

沈氏
全体的な自分の感覚ですけれども，中国人学
生は，今まで受けた教育は先生か，家族から誰
か背中に押せられてきた教育なんですね。なの
で，日本に来たら完全に自由な環境になってい
るんですけれども，積極的に自分で情報を手に
取るとか，積極的に授業に関して何か勉強する
とか，こういう習慣がまだなっていない。なの
で先生からは何も言わないので，先生は私に興
味ないのかとか，こういう誤解が生じてしまう
ので，これはひとつの例ですけれども，聞いた
話ですけれども，中国人留学生の中にうつ病に
なっている人もいるらしいです。それは多分，
まさにこの先生との交流に支障があったんじゃ
ないかなと思います。

司会者
ありがとうございます。今のご指摘，日本人
学生にもそういうふうに思う学生もいるような
んですけれども，その他いかがでございましょ
うか。

フロア
沈さんの話は非常にしっかりできて良かった
なと思いますけれども，ちょっとお伺いしたい
のは，私たちの日中友好協会，留学生をずっと
応援してきまして，でも今から17， 8年前の応
援の形態と，最近の応援の形態は全く違う。
17， 8年前の中国の留学生って言ったらみんな
貧乏で，だからそういう経済的な応援が非常に
力点があったんですけれども，この頃のお付き
合いというのは，そういう面はだいぶ減ってい
ると思うんです。ただ時々非常に苦労している
という留学生にも出会うことがありますけれど
も，留学生全般で，経済的にどうだろうという
ような，何かコメントして頂ければと思います
けれども。

沈氏
そうですね，結構こういう話をよく聞きま

す。あまり調査をしたことがないのではっきり
言えないですけれども，自分の感覚では，周り
の人大体バイトしなくても仕送りで生活できる
ような学生が多いので，確か20年とか30年前の
留学生とは結構違うかなと思いますね。でも，
そのわずか一部も，まだまだバイトしなきゃい
けないと。仕送りあまりないという学生もまだ
まだいると思います。はい，ありがとうござい
ます。

フロア
宮城県国際化協会について，先ほどの発表の

中でもご紹介頂きましたけれども，中国人の留
学生に限らず，留学生の方々に色んな協力を得
て，事業を進めております。東日本大震災以降，
在住外国人の防災ということは非常に大きな
テーマになっていまして，私ども留学生に限ら
ずですが，宮城県に住んでいる今16,500人ほど
外国人がいるということになっていますが，そ
の方々の防災教育と言ったものを，色んな形で
やっています。宮城県には私ども以外にも，仙
台観光国際協会，ここは特に留学生とのつなが
りが大きいので，留学生がたくさん住んでいる
例えば三条地域ですとか，片平地域なんかで
は，地域の自治会と一緒に防災訓練をやったり
といった活動もしています。そんな中で私たち
も含めてですけれども，学生さんを対象に，防
災の例えば勉強会とかやろうとしてやっている
んですけれども，肝心の学生さんがなかなかそ
こに集まってくださらないというもどかしさ
を，防災をやっていて，いつも感じるのはやっ
ぱり東日本の経験がある方はあの意識があるの
で，やっぱり備えなきゃという意識があるんで
すけれども，今いる学生さんはほとんどその震
災の経験がないということで，この間の 9月の
大雨で初めて危機感をお持ちになったというこ
とでしたけれども，逆に言うとそれがないと，
なかなかいくら我々のような外部の人間が防災
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と言っても，見て頂けないという現状があっ
て，もし留学生の立場から，こういう仕掛けが，
こういう案内があると，そういった研修会とか
勉強にも参加したくなるんじゃないかというよ
うなアドバイスを頂けたらというのがまずひと
つ。それから後これは質問ではないんですけれ
ども，東北六県の大学の関係者の方もたくさん
いらっしゃるので，大学内で，その留学生の防
災というのはおそらくどこの学校さんでも大き
な問題だと思いますし，色んなことやってらっ
しゃると思うんですけれども，もしその内容で
すとか，進め方等で，我々のような県単位の国
際交流協会とか，国際化協会ってどこの県にも
ございます。どこでも防災はすごく力を入れて
やっていることなので，何かしら一緒にやれる
ところがあれば，ぜひ連携をさせて頂きたいと
思いますので，この場でそのことをお伝えした
いということで，お話させて頂きました。

沈氏
アドバイスですね。例えばうちは中国語コー
ナーをやっていますけれども，こういう場合で

一緒に何か災害について，お互いに中国語も勉
強できるし日本語も勉強できるから，こういう
ようなイベントはいかがですかと思います。こ
の前の防災訓練，三条町で参加していたんです
けれども，大体日本に来て，初めて日本に来た
新入生が多かったんですね。なぜかというと，
面白かったんですけれども，先ほど話しました
ように，コミュニティに頼り過ぎて，自分のコ
ミュニティから出なくても結構楽しいから，こ
ういうイベントは行かなくてもいいんじゃない
かというような。あとは学習の面もどんどん忙
しくなったりとか，こういうイベントはあまり
魅力がないっていうか，わざわざ行かなくても
いいという考え方を持つ人もいるから，それも
原因のひとつだと思うんですけれども。もし今
後機会があれば，連携してこういうような防災
に関するイベントができればいいなと思いま
す。ありがとうございます。

司会者
ありがとうございます。大体時間になったと

思います。沈さん，ありがとうございました。
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自己紹介 

• 2009～2013年 北京理工大学 外国語学部 日本語学科 
           北京理工大学 「花火日本語同好会」 
           日本希望工程国際交流協会 

 
• 2014年～現在 東北大学大学院 国際文化研究科 
           仙台地区中国学生学者友好聯誼会 

 
• 2016年～    東京で就職の予定 

2 

外国人留学生から見た 
大学と地域への期待 

 
仙台地区中国学生学者友好聯誼会 

（略称：仙台地区中国学友会） 
 

チン ユウゼン 
沈 悠然 

1 
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日 本 に 来 た ！ 
 

感 激 ！ 

4 

日本語カラオケ大会 司会の様子 

大学で行った日本文化祭 日本大使館の見学 

日本人留学生と一緒に中国の農村の小学校を訪問 

日本人留学生とお花見 

3 
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構成及び人数 
スタッフ：40人～50人 
• 幹部（会長、副会長、会計、8部門の部長及び副部長）：20人 

• 幹事（各部門ごと3人ぐらい）：20人余 
• 顧問（長年仙台にいる大先輩）：1人 

参加者：イベントにより、数人から数百人 
 

2015年仙台地区春節パーティーの様子 6 

仙台地区中国学友会について 

 
 全日本中国留学人員友好聯誼会 
Association of Chinese Students and 
Scholars in Japan（略称：学友会） 

各地区分会 
東京地区分会 

西日本地区分会 
北海道地区分会 

九州地区分会 
仙台地区分会 

各大学分会 

構成 
中華人民共和国駐日本国
大使館教育処の指導を受
け、半分公式な団体 

5 
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協力、招待イベント 

• 大河原観桜会&Homestay 
• さくらんぼ、またはイチゴ狩り 
• 大河原芋煮会&Homestay 
• 日本小学校との交流訪問 
• 各種日中友好交流イベント 
• 各種中国語コンテスト協力 
• 秋の紅葉ツアー 
• …… 

8 

自主企画イベント 
• 仙台地区春節パーティー 
• スキー＆温泉の一泊ツアー 
• 各種交流会（部屋探し、就職等） 
• 日中友好free hugs公益イベント 
• 東北大学学園祭、国際祭出店 
• 中国語コーナー&学術交流 
• 夜のジョギング交流会 
• ラジオ番組収録 
• …… 

7 
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目次 

1.宗教に対する配慮 
I. 東北大学にいるムスリム留学生の不便な経験 

II. 中国の大学の場合 

III. 中日学生食堂の比較 

2.異文化に対する配慮 
I. 留学の意味は？日本社会の準備はできているか？ 

II. 公的には完備 
III. 私的には不足 

3.緊急時の留学生への配慮 

10 

詳しく知りたい方へ 

荔枝FM：“FM503547”or“日本仙台留学生活”で検索 

podcast：“日本仙台留学生活”で検索 

Facebook ：“仙台地区中国学友会”で検索 

【仙台地区中国学友会】 1337550156   

【TOHOKU租房交流】 256817936 （部屋探し、中古品売買） 

【仙台留学生就职交流】397795637  （就活生交流の場）  

新浪微博：“仙台地区中国学友会”で検索 

自由交流
の場 

情報発信
の場 

自由発言
の場 

wechat：“仙台地区学友会”or“csa-tohoku”で検索 

QQ群 

9 
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II. 中国の大学の場合 

＊写真出典：北京理工大学新聞網ホームページ 

イード・アル＝フィトル:イスラム教の祝日で、ラマダーン

の終了を祝うもの 

日本語 中国語 
ハラール 清真 

ハラールフード 清真食品 

ハラール食堂 清真食堂 

イード・アル＝フィトル 开斋节 

ムスリムの学生たちへ： 
ハッピー イード・アル＝フィトル！ 

12 

1.宗教に対する配慮 

ハラールマーク 出典：全国大学生活協同組合連合会ホームページ 

I. 東北大学にいるムスリム留学生の不便
な経験 

11 
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2.異文化に対する配慮 

I. 留学の意味は？日本社会の準備はでき
ているか？ 

II. 公的には完備  
表1：中国及び世界からの在日留学生数の推移（1999年～2012年） 

データ元：管秀兰. 在日留学生与日本的中国形象问题建构问题研究.中国青年研究.2014.2 
14 

III. 中日学生食堂の比較 

中国 日本 

値段 
平均一食 

安い 
100円～200円 

やや高い 
400円～600円 

軒数 
（一階を一軒とする） 

17軒ぐらい 15軒ぐらい 

品目 学食により違う、それぞれ特
色がある 
毎日変わる 

軒数は多いが、メニューは大体同
じ 
あまり変わらない 

環境 清潔さを欠く 
お箸とトレーしか提供しない 

綺麗、快適に食べられる 
食器、調味料、お冷、ティッシュ等 

中国：北京理工大学の２キャンパスをサンプルとする 
日本：東北大学の5キャンパスをサンプルとする 

北京理工大学 
１階～３階まで全部学食 

13 
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III. 私的には不足 
• 学生 
• 先生 

日中友好フリーハグ 
＠川内キャンパス 

日中友好フリーハグ 
＠青葉山キャンパス 

2.異文化に対する配慮 

16 

東北大学在籍の中国人留学生数：870人 
東北大学在籍の外国人留学生数：1663人 

データ元：東北大学ホームページ 
http://www.tohoku.ac.jp/japanese/profile/about/09/about0905/ 

15 
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ご清聴ありがとうございました 

18 

3.緊急時の留学生への配慮 

17 
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総　括　質　疑





司会者　杉本教授
では，総括質疑ということで担当させて頂き
ます東北大学の杉本でございます。東北学院大
学の斎藤先生とご一緒させて頂きますが，前半
は私の方で担当させて頂ければと思います。本
日は地域のグローバル化と外国人留学生という
ことで，佐藤先生からは基調講演として，全体
的な研究者として全体的な，ドイツの例も含め
て，あるいは日本の地域の取り組みも含めて，
かなり総括的にお話を頂けたと思います。それ
から講演 3つございましたけれども，大泉先生
からは青森中央学院大学での取り組み。それか
ら企業からは田籠先生に企業の側面から就職支
援の在り方ということで，かなり刺激的なお話
も頂けたと思います。最後に，沈さんから中国
学友会の取り組みも含めて，留学生の目でお話
を頂いたということで， 3つの講演共にやっぱ
り現場で格闘していないと分からないようなご
指摘，示唆に富むお話が頂けたと思っておりま
す。
今回は，副タイトルの方に「大学と社会ので
きること」というサブタイトルを付けさせて頂
き，地域のグローバル化と外国人留学生という
大きな話の中で，特に大学と社会がどういうこ
とができるのかというのを具体的に話していけ
ればと考えております。フロアからご質問を改
めてお受けしたいと思いますけれども，まずは
今回ご登壇頂きました先生方に，ひとつは大学
と社会のできること，沈さんの場合は留学生の
立場からということになろうかと思いますけれ
ども，このサブタイトルに絡めて，少し補足的
に各先生方からお話し頂けないかと思います。
一番重要な点とか，これは今どうしても足らな
い部分だと，やるべきだというような話があれ
ば，佐藤先生から頂けますでしょうか。

佐藤准教授
ありがとうございます。ちょっと私の講演の

スライドで，いくつか最後ご紹介しきれなかっ
たことがあるので，それに絡めてご紹介したい
と思います。田籠社長の方から，もっと企業と
大学がつながるべきという話があったと思うん
ですが，大学と企業というのは，やっぱり異文
化なんですね。お互いそれぞれやっていること
がだいぶ違いますので，その橋渡しをする組織
なりシステムがないと，なかなか企業とつなが
りできにくいというのが現状ではないかと思い
ます。それで，その解決のヒントとなる取り組
みとしてご紹介したいのが，私のスライドの後
ろから 3つ目（スライド46）の山口大学の事例
なんですが，地方銀行を仲介役として，企業と
つながったという例をご紹介したいと思いま
す。地銀というのは，地元企業の情報をたくさ
ん持ってらっしゃるんですね。どれだけ，その
企業が人手不足で，どの分野の人が欲しいと
か，経営状態も含めて，あるいは国際展開の予
定も含めて，地元企業の情報を詳細に持ってい
るので，地方銀行を仲介役として留学生のイン
ターンシップなり，就職促進なりを行うのは効
果的です。また，山口大学は，「山口の食を世
界へ」というシンポジウムを開催したのです

司会者　斎　藤　　　誠　東北学院大学副学長／法学部教授

　　　　杉　本　和　弘　東北大学高度教養教育 ･学生支援機構教授
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が，このテーマは，地元の企業の関心が高く，
かつ留学生が貢献できるテーマで，このシンポ
ジウムのテーマ設定にも，地方銀行が一役買っ
ていたのではないかと思います。あとはやは
り，地域への発信ということで，山口では留学
生が地元のラジオ番組に定期的に出演していま
す。山形大学では，地元の新聞に留学生が執筆
する連載コラムを作って，地域に留学生の情報
を発信している。そのように，留学生が地域で
情報発信する機会を作ってあげることが，地域
の人たちが留学生にもっと関心を持つ重要な
きっかけになるかなと思います。沈さんのお話
で，もっと日本人が心と口を開いてコミュニ
ケーションを取ってほしいというお話があった
んですが，日本人ってどうしてもシャイで，な
かなかそれが難しいんですが，色んな工夫や情
報発信をすることによって，地域の人たちの心
と口を開いてもらうようなきっかけ作りが大事
ではないかと思いました。以上です。

司会者　杉本教授
ありがとうございました。本日の議論の中で
も産学官の連携ということが，かなりひとつ大
きなキーワードかなと思いますので，今の話と
いうのはまさにそうした，具体的に山口大学さ
んのところで成功している事例だということで
あげて頂きました。青森中央学院ではもうすで
にされていることではあるんですけれども，い
かがでしょうか。

大泉准教授
先ほどお話をさせて頂きましたように，私ど
もの大学としましては，地域の国際化。地域産
業も含めてですけれども，そういった国際化の
動きの中に，留学生を活用していこうという動
きを見せております。また，先ほどの佐藤先生
の資料の方にも実は青森県の取り組みという形
で一番最後のページになりますが，ちょっと資
料を使わせて頂いて。2011年から，県庁の中に
ございます観光国際戦略局。そこが中心になっ

ております留学生人材活用推進事業というのが
ございます。まさにこの事業こそが，地域の町
おこしではないですけれども，留学生を活用し
ていこうという企画なわけです。青森県の観光
拠点に関わる情報発信など，様々な取り組みの
中でそれなりの効果も確認できる一方で，やは
り課題点も感じられました。例えばインターン
シップという企画がございましたが，ここに手
をあげてくれた地元企業が，私の記憶では20社
ぐらいしかなかったはずですね。その後，マッ
チング作業をしていますと，関われた留学生が
極めて少なかったと記憶しています。期待が大
きかっただけに非常に残念だったなと思ってい
るんですけれども，やはりそれをきっかけに，
最終的にどこかの雇用につながったかと振り
返ってみても，残念ながらございませんでし
た。先ほど申し上げたように，地場産業を含め，
青森の産業というのは限定されておりますし，
その中小企業とのマッチングということに関し
て，このケースとでは行政が間に入ったもの
の，なかなか響いてこなかったなと。そのあた
りでの，課題というのは少なからずあるのかな
という印象でございます。以上です。

司会者　杉本教授
ありがとうございました。今の中小企業とい

うお話は，まさに田籠先生のところのお話につ
ながってくるのかなと思いますので，田籠先生，
追加と言いますか，付加的にいかがでしょうか。
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田籠氏
難しいですよね。ボランティア活動だとか，

こういう国費の助成金による取り組みというの
は，資金が途絶えれば終わってしまいますので，
いかにビジネス化するかというか，継続性の担
保を取るかが重要だと思います。そのためには，
先ほど佐藤先生がおっしゃったように地域の地
方銀行であったり，信用金庫であったりという，
地域の経済界をいかに巻き込むかということが
ポイントかもしれませんね。それからインター
ンシップについては，中堅中小企業はギリギリ
で経営をしていますから，学生を受入れるよう
な余裕はないですよね。ですから，インターン
シップのプログラムとして，ワークショップや
グループワーク形式になろうと思いますけれど
も，大学を使ってワークをした上で，地域の企
業の社長さんとのミーティングであったり PBL

でお題を頂いたりだとか，できるだけ企業に手
をかけさせないで，一方で学生には企業を知る
場を提供するようなプログラムをやるべきで
しょうね。単に学生を受入れてくださいでは上
手くいかない。その辺を，やはり現場感覚を大
事に，お互いが相手の立場に立って丁寧に作っ
ていくということが重要じゃないでしょうか。

司会者　杉本教授
ありがとうございました。このフロアにも留
学生の教育に専門に関わっていらっしゃる方い
らっしゃって，今日本の学生に対しての PBL

であるとか，アクティブラーニングであると
言っているわけですけれども，それは留学生に
対してもすでに展開されている事例もあろうか
と思いますが，後ほどもしそういう事例があり
ましたらあげて頂ければと思います。それで
は，沈さんいかがでしょうか。今日はかなり具
体的にお話を頂いているんですけれども，プラ
スして何かあれば，お願いいたします。

沈氏
そうですね。私たち留学生としては，実は一

般的な大学生や地域の一般市民と，もっと近付
けるようにと思っているんですけれども，例え
ば大学サークル，日本のサークル文化が中国で
も有名なんですけれども，でも結構まず院生と
してサークルに入るのは，何か特に体育系は難
しいようですね。後は，みんな日本人で，入っ
ていいんですけれども，入ろうとしたら何か入
れないみたいな。仲間になれないような感じが
あるので，こういう面はどうすればいいのかな
といつも考えているんですけれども。あとは，
日本社会の今まで関連協会とのつながりが結構
あるんですけれども，もっと一般市民との交流
をしたいと思っているので，例えば学校側から
の被災地のボランティア活動のこういう関わ
り，こういうところを紹介して頂ければなと思
います。そして留学生でツアーを組んで，被災
地の市民たちへ餃子を作ったりするとか，こう
いうイベントをしたいんですね。ありがとうご
ざいます。

司会者　杉本教授
ありがとうございました。やはり沈さんの話

を聞いていますと，実際のところ，日本人学生
と，いわゆる地域の一般の市民と，留学生が交
流する機会が思ったほどないのかなというのが
やや驚きでもあって，先ほど10数年前とはもう
中国人の留学生の状況も変わって来ているとい
う話がありますけれども，日本社会，あるいは
その人々との関係性という意味では，あまり変
化がないと言いますか，まだまだ改善の余地が
あるのかなというのを沈さんのお話からは強く
感じております。
では，補足も含めまして，お話を頂きました

ので，少し今頂いたお話の中からでも結構です
し，ご講演に関するご質問等，フロアからも少
しお受けしたいと思いますが，いかがでしょう
か。実践もされていらっしゃる方がちらちらと
お顔が見えますので，そういうご紹介も頂けれ
ばなと思いますけれども。グッドプラクティス
があれば，ぜひお願いしたいと思いますが。
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フロア
先ほども発言しましたけれども，沈さん，留
学生が被災地に行っていないという話でした
が，多分被災して，半年ぐらいした後，女川に
餃子の炊き出しに行きました。それから，留学
生と話していると，かなりごみの片付けに何べ
んも行ったという中国の留学生もいましたの
で，実際は色々行っていると思います。ただ，
確かに今中国の留学生は非常に多くて，中国の
人たちは自分たちでしゃべっていれば，もう欲
求不満に陥らないというようなことがあるの
で，前に比べると，前は中国の留学生って言う
と貧乏の代名詞という話をしましたけれども，
そういう貧乏な学生を，家庭に呼んでごちそう
するとか，経済的な援助をするとかいうのが，
日本人の非常にたくさんの人のところで見られ
ました。だから，昔の留学生はよく日本のお父
さんとか，日本のお母さんとかいうように慕っ
ている日本人の家庭が結構あったんですけれど
も，今は逆にそういう必要も少し減ってきたか
もしれないですね。それからもうひとつ，中国
の人たち。この頃，前はやはり貧乏に関係しま
すけれども，中国の学部学生にサークル活動を
少しやって日本人の親友を作りなさいって言っ
ても，金がないからそんな日本人と付き合えな
いよという話だったんですけれども，日本でも
大学院の学生はサークル活動あまりしている人
少ないから，学部で入った人には積極的に進め
たらいいかと思いますね。そんなことが，
ちょっと色々お話を聞いていて思いました。

沈氏
まず，日本のお父さん，お母さんを作ること
ですか。今は必要ないということですか。必要
ないというか，まだまだ私たち留学生は，ずっ
と学校の生活とか，寮の生活をしているので実
際日本人，一般的日本人の生活，家庭はどう
なっているか良く分からないので，結構一般家
庭に入ってホームステイとか，こういうような
イベントはいつも人気ありますけれども，でも

何かただのイベントで留まったみたいな感じが
ありまして，終わったら何かつながりがないみ
たいな感じが自分にはありますね。なぜかと言
うと，自分から考えると多分やはり共通話題が
少ないかな。それも日本人と中国人との問題で
はなくて，中国人同士でもこういう問題あるん
ですけれども，確かそうですね。こういう長い
付き合いをどう立てればいいかなと一緒に考え
ていきたいですね。でももちろん需要がまだま
だあります。みんな喜んで，みんなの家庭に入
りたいです。 2番目，サークル。

司会者　杉本教授
さっきお話もありましたけれども，学部の学

生だったらサークルに入っていって，日本人と
一緒にできるというお話でしたね。

田籠氏
富士通の取り組みと APUなんですけれど

も，APUはご存じだと思いますけれども，AP

ハウスっていう国際学生寮があります。大体
1,500人分ぐらいなんですね。1,500人の学生っ
ていうと，その寮に長く居れて 1年半ぐらいな
んです。海外大生はほとんど APハウスにまず
入ります。日本人学生も， 5分 1ぐらいかな。
APハウスの学生は 2年の途中から，別府市内
で賃貸物件を探して移り住まないといけない。
その中で，APUがやったのは，富士通と同じ
ように APUが保証人になって，地域の物件を
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拡大していった。その中で，ホストファミリー
となる物件も探していた。いわゆるホームステ
イですね，ホームステイも広げていったという
ことで，APUの学生は日本のお父さんお母さ
んができた学生が非常に多い。だから，母国に
戻っても，数年に一度は必ず別府に戻ってく
る。大学では企画段階ですが，いずれ慶應義塾
の三田会のような OBOGの組織化を目指した
いと考えていらっしゃるようです。また，三田
会には連合三田会というのがあるんですが，こ
れは OBOGを招待する大イベントで毎年行わ
れています。APUでは毎年は難しいのでオリ
ンピックのように 4年に 1回ぐらい別府で大イ
ベントをやるようなことを企画しては如何かと
提案したことがございます。世界中から成長し
た OBOGが帰って来て現役学生と交流するよ
うな素晴らしい場となるだろうと思います。何
事も場が大切ですね。外国人を受け入れるとな
ると，地域の，地方の方々は経験もあまりなく
二の足を踏みますよね。負の側面を意識して最
初はもうみんな受入れるのは嫌ですよね。民間
の物件も，なかなか開拓ができない。でも，時
間をかけて大学が前面に立ってということをや
られて，現在定着をしていると聞いています。
富士通の会社が賃貸物件の保証人になったとい
うことも同じ発想でやっている。生活の面で，
日本人家庭と交流でき場を提供するというの
は，素晴らしいんじゃないかと思いますね。

佐藤准教授
ホームステイに関係して，私も大分で APU

のホームステイ受入れ家庭の方に話を聞いたり
したんですけれども，地方でホームステイのホ
ストファミリーを募集する時に，県がやってく
れと言うのはすごく効果が大きい，その地域の
住民の方にとって，県とか市役所とか，そうい
うお上が，呼びかけるっていうのがやっぱりす
ごく大きいとうかがいました。APUの方も，
大学が言うよりも，県が一言言ってくれるのは
全然違うとおっしゃっていました。それと，地

方のマスコミの力はすごい大きいということ。
ですから，大分ですと大分日日新聞とかが留学
生の記事を書いてくれると全然違うと。大学
が，ニュースのネタの提供を含め，地域のマス
コミの方との協力関係を築いていくっていうの
は，やっぱりとっても大事という気がします。
あとは，ドイツの話ですが，ドイツでも，ド

イツ人学生が留学生と交流しないと言うんです
ね。ですから，さっきの私の資料（スライド27）
で，ドイツで歓迎されていると感じている元留
学生の割合は 6割ぐらいであまり高くない。学
生自体も，ドイツ人って割とぶっきら棒で，日
本のおもてなし文化と違って，外国人が困って
いても，あまり手助けしない。キャンパスでも，
ドイツ人学生があまり留学生と交流しないとい
うのが問題になっています。特に中国人学生は，
ドイツでも数が多いので，中国人留学生とばか
り付き合って，外国人と交流しないというのが
問題になっています。それでタンデム制度とい
う，留学生とドイツ人学生をペアにして，ドイ
ツ人学生はドイツ語を教え，留学生は自分の国
の言語を教えて，お互いに言語パートナーとな
る制度を始めました。タンデムというのは，二
人乗りの自転車のことで，二人で協力して漕い
で，互いの言語能力を高めましょう，という制
度ですね。それを，先生がモニターしたり，そ
れがうまく回るような色んな仕組みがもうでき
ているそうなんですが，そういう役回りをドイ
ツ人学生に与えることによって，留学生を手助
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けしたり，留学生との交流を楽しく感じるよう
になるようなので，やっぱりそのきっかけ作り
が重要なのではないかと思います。日本人は
シャイですから，わざわざ留学生に話しかけよ
うと思わない人が多いと思うんですが，役を与
えられると責任感を感じて，結構真面目にやる
かなという気がしますので，そういう制度作り
も大事ではないかなと思いました。

司会者　斎藤教授
今のドイツのタンデム制度は，うちの大学で
ドイツに留学した子が帰ってきて，ドイツの留
学生活についての手記を書くと，もう10人中 9

人がタンデムの話で，タンデムが留学生活の全
てであるかのような，そういう書き方をしてい
るので，逆に言えば，非常に有効に機能してい
るんじゃないかなと思います。ひとつ，私から
今日のお話で，就職についてですね。地方の場
合特にその中小企業がやっぱり受入れないとい
うことで，先ほどその橋渡し役として，やはり
地銀の役割が大きいんじゃないかというお話ま
ではありましたけれども，そうは言っても，そ
ういう仲介者があれば，ことがうまく進むわけ
ではなさそうですね。学生の方にも，それから
中小企業の方にも，それぞれ克服しなければい
けない課題があるんだろうと思います。そうい
う課題っていうのは，具体的に何なのか。その
課題を克服する時に，大学っていうのは何かお
手伝いができることがあるのかっていう観点
で，少しお話頂ければと思いますけれども。

大泉准教授
では，先ほども若干お話させてもらいました
が，本学の事例という形でお話をさせて頂きま
す。まずここ数年ですけれども，留学生の日本
での就職への志向というのもかなり変わってき
ております。かつては能力の高い学生は，日本
の本社採用でもって，いずれは自分の国に帰り
たいという考えがあったようですが，例えばベ
トナム辺りでは，本国採用であっても，日本の

本社採用であっても，給料の違いはあれども，
その給料の差というものがかなり縮小されてき
ていると耳にします。さらに，日本で就職活動
をするためには，特に我々は青森におりますの
で，様々な意味でのコスト，あるいは労力が求
められます。そこまでの苦労をして本社採用で
はなくても，自分の国に帰ればということで
しょうか。実は，大半の学生は自国に帰った後，
自分の国で就職活動を卒業後に始めるというよ
うな傾向が非常に目立っております。しかしな
がら，そういった中でも，青森あるいは日本で
働きたいと意志は持つものの， 2， 3年働いた
後国へ帰るんだと思われれば，中小企業の方々
にとってはやはり抵抗があるのではないかな
と。ある青森の企業関係者からは 2， 3年投資
したのに帰られちゃ困るよというようなこと
も，耳にはしております。

田籠氏
留学生に特化したということは難しいと思い

ます。まず日本人学生の中堅中小とのミスマッ
チが大きな問題ですから，まず日本人学生を中
心とした地域連携がしっかり機能し始めなきゃ
ならない。その中にきちっと外国人留学生も加
わっていくと。また，連携したもののいきなり
就職ということになると，企業を知るすべもな
いわけですから，お互いに進まない。やはりイ
ンターンシップであったり，そういう交流プロ
グラムが流れて行かないといい結果は出ないし
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続かない。それから，企業側に対するその知見
の共有と言いますか，大企業でも外国人社員の
退職率っていうのは日本人よりは高いです。そ
れは高くて当然であるということを共有すべき
です。10人採ったら 3人定着すればいいんだと
いうぐらいの感覚で外国人人材に対して投資を
かけていくということが必要ではないでしょう
か。今後日本の中堅中小が成長するために非常
に重要だということを，交流の中で共有してい
くことです。それから，ご指摘頂きましたけれ
ども，やはりその中小企業の手数を。大学の先
生方も，日本の教員は非常に事務処理が多く
て，中学高校の先生たちも教育以外のところで
時間が割かれているっていう日本の問題があり
ますので，教員の方々の手助けになるような，
ノウハウの共有であったり，ナレッジマネジメ
ントであったり，その ICTの活用であったり
というところを，整備をしていく必要もありま
すね。

佐藤准教授
私は，中小企業の人手不足ってすごく深刻
じゃないかなと思っているんですね。このた
め，留学生雇用のニーズはすごくあるんだと思
うんです。ただ，田籠社長がおっしゃった通り，
外国人を雇っての人事マネジメントに対する恐
れというのもありますし，長く定着してくれな
いんでは，せっかく育ててもという思いもあっ
て，二の足を踏んでいる方も多いと思うんです
ね。これは広島の留学生活躍支援センターの取
組みですが，学部 1年生ぐらいから，徐々に留
学生が地元企業を知る授業を入れているんです
ね。そのような授業は，うちの大学や山口大学
でも行っていますが，地元の企業の社長や社員
の人に大学に話に来てもらう。あるいは，もし
留学生で，その会社に勤めている社員がいた
ら，そういう人に講師になって来てもらう。ま
た，企業見学をする。あとは地域経済の現状に
ついてしゃべってもらったりして，それで 1学
期の授業ができちゃうんですね。そういう形

で，その地域の人材ニーズとか，社長さんの考
えとか，企業のやっていることや強みを知るこ
とができます。オンリーワンの技術っていうの
が，山口なんかでもいっぱいあるんですよ。多
分仙台にもいっぱいあると思うんですけれど
も，そういう技術を持つ中小企業の素晴らしさ
とか，お互い割に本音ベースで話す機会を持つ
ことができます。また，山口大学の方は，企業
の講師に来てもらう前に，学生に十分下調べさ
せて，質問を準備させると言っていましたね。
やっぱり来て頂いて，質問も出ないと，来て頂
いた方に失礼なので，その準備もしっかり行
い，日本人学生にも授業の履修を認めると言っ
ていました。そういう形で，教育の中で地元の
企業のことを知り，自然に交流する場を設けて
いくことは，とても大事ではないかと思いまし
た。留学生にもとても好評なようです。

司会者　斎藤教授
そうですね，留学生に限定しない話で，およ

そその地域と大学の好循環を作るためにはとて
も大切な視点だと思いますね。今度の COCの
補助金なんかもまさにそういう視点が入ってい
るんだろうと思いますが。ただその COCの中
には，外国人留学生まで視野に入れているあれ
がまだないような。ちょっと弱い感じがします。
それで沈さんね。留学生の方からすると，大手
の名の通った企業っていうのが，魅力的だって
いう話は一般論としてはその通りなんでしょう
けれども，なんかこう地元で働き甲斐のある企
業があれば，そういったところでも働いてみた
いなっていう方は，お友達，周りにいらっしゃ
いますか。

沈氏
地元って宮城県ですか。

司会者　斎藤教授
宮城県なり，あるいは東北なり，東京じゃな

いところって。
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沈氏
大体自分の感覚では，東北大学の中国人留学
生，みんな大体東京に行きますね。でも，山形
大学とかの留学生とか話を聞きますと，仙台の
方が良いとか，こういう話がありますけれど
も，やっぱり中国人の中にも結構東北大学はい
い大学というか，周りの友達，昔中国の同じク
ラスの中にいるみんな，成績とかも良くて，何
かみんないい就職先に行っているので，なんか
自分も東京に行きたいなという気持ちを持って
いるんじゃないかなと思います。

司会者　斎藤教授
それは今後，留学生が色んなレベルで増えて
くれば，自然と問題としては解決すると考えた
方がよろしいんでしょうか。田籠さん。

田籠氏
大阪の例ですけれども，業務用の理容シャン
プーだとか，業務用のパーマ液だとかを，特に
ASEAN各国に対してビジネス急拡大をしてい
るミルボンという会社があるんですね。いわゆ
る中堅企業という会社ですけれども。ここが，
私がWORKS JAPANの時にそこの幹部から，
中国人の優秀な人材を採用したいということで
相談を受けて，縁のあった学生を紹介して活用
してもらっているんですけれども，現在の上海
の営業部長。入社 4年目で部長職に就いたと聞
いています。ですからそういった事例が出ます
と，その会社はもう縦がつながりましたので，
もうすでに20人ぐらいの外国人社員がここ 5年
間ぐらいで入ってきていると。ですから，リ
ファレンスと言いますか，先輩が入ればつな
がっていきますから，時間はかかるかもしれま
せんけれども，諦めずにとにかく場作りを徹底
的に続けて行くことが重要ですね。 1回イベン
トって集まらない。企業もなかなか 3社しか集
まらない。じゃあ，来年やめようじゃなくて，
じゃあ次の年は1.5倍， 2倍で頑張ろうという
ことで，継続をし続けること。そのために産公

学の連携スキームでお金を出し合ってやってい
く。民間の就職支援会社のイベントとなります
と， 1ブース借りるのに30万とか50万払わなく
てはいけません。中小企業では出せません。で
すからそのあたりの助成をされるとか，そうい
う仕掛けをそれぞれのモチベーションと課題を
共有して，出し合っていく。じゃあ留学生諸君
や日本人学生諸君に対しても，そういう場に出
てくることのメリットをしっかり訴えて行かな
いと，また大企業や東北電力などの地域の地場
産業のメジャーな会社も，ぜひジョイントし
て，大学生が集まりたくなるような，客寄せパ
ンダじゃないですけれども，そういう企業も入
れて，そんな中で地域の会社とも出会っていく
ようなことも必要なんじゃないでしょうかね。
学生はメリットは何かと考えなければ面倒臭い
と思い行かない。ですから，何か学生に訴求す
る魅力を企画に加えてまず 1回行ってみようと
思わせる。そして行ってみたら良かった，その
後は SNSで広がる。SNS展開は日本人以上に
広がります。そこまで持っていけば次につなが
る。私が運営しているインターンシッププログ
ラムですが，土日集中プログラムのインターン
シップを，今シーズン 8月から 2月まで全22コ
マ。ほぼ全ての土日を潰してやっているんです
けれども，すでに600名の学生が，外国人留学
生も含めて参加しています。これは 3年目なん
ですけれども，初年度は150しか集まらない。
去年750名が集まって，今年はすでに3,000名の
学生が登録をしていて，もう枠がいっぱいで順
番待ちになっている。だから，時間はかかりま
すけれどもやっていって，効果が出ますとつな
がるなということは実感しております。

司会者　杉本教授
産公学，産官学ですかね。そうしたスキーム

というんですか，システムの中で，今のところ
すでに大学や県とかマスコミとか，いろいろな
アクターの参画の必要性が出てきているという
お話だと思います。具体的なお話も頂いてい
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て，かなり議論が深まってきているとは思うん
ですが，今のその連携とか，あるいはそのそれ
ぞれのアクターの働き等についても，さらにフ
ロアからこうした事例，取り組みがあるという
お話があれば，あるいは，それに関連するよう
なご質問でも結構かと思いますが，いかがで
しょうか。

フロア
東北大学，私たちの高度教養教育・学生支援
機構はできて 2年目ですけれども，東北大学の
教養教育の内容の開発と向上というミッション
があるので，その中で諮問会議っていうのを置
いているんですね。それで，今年第 1回を開い
た時には，有名人と言いますか，有識者の方も
そうですけれども，学生さんの意見が大事なの
で，学生さんが 6名かな。そのうち 2名は外国
人の方を入れたんですね。これは非常に，大事
なことだと思っているんですが，要するに今の
話でも，例えば仙台地区なりで中国人学生の学
友組織がある。当然私はこれはカウンターパー
トが行政にあるはずだと。カウンターパートは
行政で作るべき。宮城県の方いらっしゃいまし
たけれども，例えば宮城県の方の地域留学生政
策の中で，そういうものがあれば，そこの会と
お話し合いをして，代表が入ってもらうとか。
そういうものって非常に全体の枠組みが明確に
して組織化するだろう。それから，企業との連
携もこれはいちいち企業回りするんじゃなく
て，地元の中小業同友会とか，商工会議所であ
りますよね。そこのところがカウンターパート
になって，留学生の会があればそことつながる
とかね。そういうその大学の中でも，中国人の
方がこれだけいて，800人もいれば，その代表
の方と総長なり教育担当理事との年に 1回ぐら
いの懇談会とか，そういうのは非常に私は大事
だと思います。つまりエンハンスメントで，留
学生自身も自らやはり自分たちの要望をもとに
して大学の中を変えていったり社会に働きかけ
ていくと。そういう側面がないと，絶対に定着

しないと思うんですね。コミュニティっていう
のはすごく大事で，そこは閉鎖的であろうが何
であろうができれば，やっぱりセーフティネッ
トになるんだと思いますね。
今どこの国でも，留学生に関する社会的セ

キュリティは非常に問題があって，やっぱり医
療とか色んな時に，丸裸で行ったらとてもガー
ドできないので，やっぱり行った国の相手先に
自分たちと同じ立場の母国から来た学生がい
て，コミュニティを作っているのは非常にいい
ことだと思いますね。問題は，コミュニティが
あればそれが，当該大学なり地域の色んな組織
や官庁とネットワークを作って，カウンター
パートになって議論するという次のステップに
移行できるかどうかというのは，非常に大事だ
と思っているんですけれども。佐藤先生，その
それぞれですね，ご経験の範囲でそういう組
織って，そもそもないのか，ドイツの場合でも，
大学ごとでもって母国出身のところでクラブを
作っていますよね。ユニオンがあって，学生ユ
ニオンがある。これは多分，留学生フラットに
入る形もあるけれども，それぞれの出身，母国
の中でのコミュニティができて，そことか色ん
な多重的な関係なんじゃないかと。大学の中で，
そういうふうに個人じゃなくて層としての留学
生を引き取って，議論して行ったりするケース
があるのかどうか，ちょっとその辺の知ってい
るケースがあれば教えて頂きたいと思います。

佐藤准教授
留学生会はとても大事な組織だと思うんです

ね。さっき，震災の話で，沈さんが情報を中国
学友会経由で学生に流したっていう話をされて
いました。それは，もっと情報が欲しいという
お話だったと思うんですが，そういった意味で
は，留学生会は，個々の学生さんと大学なり自
治体なり，企業をつなぐすごく大事な存在だと
思います。，色んな国の留学生会，インドネシア
留学生会とか，ベトナム留学生会とか，中国留
学生会とか，その辺は結構組織ががっちりして
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いるんですね。ただ，そんなにしっかりした組
織ではなかったり，留学生会がない国もありま
す。ですから，各大学の留学生会や，留学生会
がない国の学生，あとできれば日本人学生を結
ぶような，横のネットワーク組織を作ってあげ
るというのが第一歩だと思います。その上で，
それで羽田先生がおっしゃった，もっと上のレ
ベルへの意見反映の機会があると良いと思いま
す。今日は沈さんが里見総長がいらっしゃる前
で，しっかりと要望を伝えたっていうのはすご
いいい機会だったと思うんですが，そういう形
ですね。大分県で行っているのは，大学をまた
いだ形で，日本語弁論大会プラス PBLのイン
ターンシップの発表会が開かれ，経験を各大学
および地域の皆さんに話す機会があったんです
ね。そこでは，留学生の要望だけではなくて，
大分の場合，観光が基幹産業なので， PBLでは，
旅館とかあとは大分県立美術館に外国人観光客
が来るための提案みたいなものをしているの
で，その発表が，関係者にとても喜ばれていた
んです。例えば，旅館で外国人観光客にお茶会
体験を組み合わせるといった内容です。細かい
ことも含めて色んな提案をしていたので，そう
いった学生の提案を，色んな人に聞いてもらう
機会っていうのはすごく大事だと思います。そ
の時大分県の偉い方もいらっしゃっていました。
日本の中では，今羽田先生がおっしゃったよう
な行政の諮問会議に学生が入っているっていう
のはなかなかないと思うんですが，オーストラ
リアの南オーストラリア州では，州をあげて留
学生の誘致を図っています。そこは国際教育が
基幹産業で，留学生は地域に大切な存在なんで
すが，そこでは年に 1回州知事と留学生のラウ
ンドテーブルの会を持っていますね。色んな国
の留学生と州知事，さらにアデレード市のや関
係者がいて，留学生の声をみんなに聞いてもら
うオープンな機会です。このような場は大事だ
と思います。また，ちょっと戻りますが，留学
生の方が県の観光業とか個別の会社を含めて，
意見を聞いてみんなが参考になるという場面が

あるのではないかと思います。

司会者　斎藤教授
青森中央学院さんはそういう留学生の組織っ

ていうのはあるんですか。

大泉准教授
表立った組織はございませんで，本学の中で

留学生のみというか，大半が占めている団体と
しましては，先ほども出ました国際交流サーク
ルがございます。そういったサークルと，例え
ば県であったり市であったりというリンクは今
のところ築かれていないと。また，学内では，
特段日本人と留学生の垣根を作っていないの
で，学友会に深く関わった留学生もおります
し，留学生をリードする日本人がいたことも確
かです。
青森県の現状をお話しますと，留学生の数は

いるんですが，大半が短期で入ってきていると
お聞きしますが，短期長期関わらず，大学の垣
根を越えて留学生同士が関わる場面があっても
良いのかなと感じることもあります。

司会者　斎藤教授
東京のある大学では，かなりの留学生がい

て，学生会と対等の組織として，留学生会とい
うのを作って，ありとあらゆる学内の意思決定
にそれが学生会と対等の立場で関わっていると
いう話は聞きましたけれども，それを超えてさ
らに行政のテーブルまでということになってく
ると，さらにまた問題が別次元になってくるだ
ろうと思います。

フロア
よろしいですか。私，多賀城市国際交流協会
から参りました。今日の参加したきっかけなん
ですが，このようなチラシを拝見しまして，こ
こに大学と社会のできることというサブテーマ
がありましたので，私のような立場の者も参加
すべきなんだろうと思いまして，今回お邪魔し
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ました。今お話をずっと伺っていまして，多賀
城市の国際交流協会はジュニア部というのを運
営しておりまして，私はそこの部長をさせて頂
いているんですが，この16年間留学生の皆さん
と子ども達との交流イベントを，毎月開催して
きました。もうたくさんの国の留学生の皆さん
と，交流を深めてきたんですが，先ほど沈さん
のお話の中で，私たちもっと地域と関わりたい
んですっていうお話を頂いて，実は震災後，イ
ベントを起こすにしてもなかなか留学生の方と
のマッチングがうまく行かず，全体の総数が
減ったというのもあるんですが，それまでの築
かれて来たネットワーク等が，一度崩壊してし
まったんですね。今もう一度新たな組織ができ
ているところなんだろうと思うんですけれど
も，地域としても早く新しい留学生のネット
ワークとつながって活動を活発にしていきたい
と思っているところです。これまで交流ってい
うと，ゲストとしてお話を伺うとか，何か文化
を紹介して頂くようなことが多かったんです
が，これから私たちに求められるのは，地域で
一緒に生活していく別の視点を持った協同の
パートナーとして活動していきたいなと思って
おりますので，今後ともよろしくお願いしたい
と思います。あとは地域に求めることですね。
どの地域にも，このような考えを持った団体が
存在すると思うんですが，おそらく今，今後の
方針を決めかねているところだと思うんですね。
なので，このような視点でこのような方向で，
進んで行ってくれると嬉しいというようなこと
をお聞かせ願いたいと思います。お願いします。

沈氏
ありがとうございます。このような国際交流
というテーマの団体からは，結構自分からは色
んな先ほどの講演でも話しましたが，交流活動
とか，こういう関連イベントがたくさんあると
思うんです。自分としては十分あると思うんで
すけれども，やはり何というか国際交流という
テーマのイベントではなくて，普段のイベン

ト。日本人はみんな普段何をしているのか，ど
んな伝統的なイベントがあるのか。こういうイ
ベントで入りたいんですね。まさにそう，ゲス
トじゃなくて一般の人，一般の住民の身分で，
日本人と一緒に入りたいんですね。地域だけで
はなくて，学校でもそうですね。例えば七大戦
というのがありましたよね。でもみんなただ七
大戦があったか，それだけで終わっていて，
Googleで調べたら，そういうものが。でも入っ
てなかったので実際はどうなのか，全然分から
ないんですね。なので多分，国際交流という
テーマではなくて，普段のイベントもお誘いで
きればいいなと思いますね。

佐藤准教授
私は大分で，留学生に調査をした際，どうい

う交流イベントが一番いいか質問したところ，
小学校，中学校の国際理解授業などでの子ども
との交流が最も楽しいっていう回答が多かった
です。それから，自分がもっと地域に貢献した
いという回答が，予想以上に多かったですね。
ですから，地域を好きになると，貢献したいっ
ていう気持ちが強くなって，例えばその大泉先
生のお話にあった輸出品のモニターとか，ある
いは観光客のためのモニターとか，大分ではブ
ロガーとして，大分の魅力を母国語で発信する
とか，そんな活動に喜んで協力してくれるよう
です。大分は，留学生の活用に関しては，色々
な活動を展開していて，情報の宝庫なので，参
考になると思います。昔は，先ほど日中友好協
会の方のお話にもありましたように，経済的な
支援，不用品のリサイクルとか，それもありが
たいと思っている留学生は多いと思うんです
が，そういう経済的ニーズに加え，もっと交流
したいとか，地域を知りたいとか，地域に役に
立ちたいっていうニーズが出てきているのかな
と。それで留学生がそう思っているんであれ
ば，その機会をぜひ作ってあげて欲しいという
ふうに思います。

─ 103 ─



司会者　杉本教授
ちなみに，多賀城市では日本人学生は入って
いらっしゃらないんですか。留学生と子ども達
との交流のところには。

フロア
日本人の学生ですか。会員の中に，もちろん
日本人の学生もおりますので，会員としては小
学生から大人，おばあちゃんまでいて，その中
で今おっしゃられたようになるべくゲストとし
てではなく，例えば地域での防災活動に一緒に
参加するとか，何か奉仕作業を一緒にすると
か。そのようなことを，今後取り組んで行こう
と思っていたところでしたので，今のお話を伺
えて，とても心強かったです。ありがとうござ
います。

司会者　杉本教授
ありがとうございました。他に，他の視点か
らでも結構かなと思いますけれども，ぜひフロ
アからもご発言頂ければと思いますけれども，
いかがでしょうか。

フロア
私は，留学生の問題については本職です。ど
う本職かというと，ガキの時からアメリカ人と
一緒に生活し，それでアメリカで教育を受け
て，東北大を出ましたよ。出ましたけれども，
かろうじてフルブライトでアメリカに行きまし
て，それでアメリカでドクター取って帰ってき
たわけです。それで，今日お話を伺っていて，
沈さんのお話ね。沈さんの立場から言います
と，四面楚歌ですよ。四面楚歌って分かる。四
面楚歌っていうのは，ここにおられる人ほとん
ど大学関係者でしょう。そうすると，大学関係
者っていうのは上の目線で留学生を見ているん
です。上の目線で見ているんですよ。だから，
留学生っていうのは弱い立場なんです。それが
まず第一。とは言っても，あなたの話を伺って
いて，大学と地域への期待っていうことを，

テーマとして求められたら，あなたがおっ
しゃったのは間違いないです。公的には，パブ
リック的には公平です。日本の大学は。ところ
が，私的に見た場合に，ひとつには我々日本
人っていうのは，シャイなんですよ。恥ずかし
がり屋なんです。だから留学生と言われた時
に，構えるんですよ。それで，とは言っても留
学生の立場から見たら，郷に入れば郷に従えっ
て。それは分かるね。郷に入れば郷に従えって
言えば，日本の社会はそういうものだと。それ
で，あなたのパワーポイント見たら，フリーハ
グって言ったか。あのフリーハグ見て，これは
全くそうだと。日本人はハグの仕方知らないも
ん，大体。そういうことがあるわけ。文化の違
いっていうのはあるんですよ。だからそれを勉
強してほしい，まずね。
されどあなたの立場は，中国から来られたと

いう大軍団ですよ。1,000人近いんですからね。
中国の留学生。だから，ひとつの圧力団体に成
り得るんです。だから，あなたがそれを背景に
して，我々留学生はこう感じているんだってい
うことをおっしゃるのは，正しい。だからイス
ラムの人に対する料理ね。そういうのは明らか
に必要なんです。我々は知らないんですよ。ち
なみに，私が留学生センターを引き受けた時
に，ほとんど毎月，我が家に留学生を呼んだん
ですよ。それで，家内が勉強したんですよ。何
食えねぇとか，豚肉駄目だとかね。鶏肉だけに
しろとかね。そういうことをやったわけですよ。
苦労したんです。その当時，東北大学には留学
生850人だったです。だからまだ，小さい規模。
規模が小さいうちはいい。だからそういう意味
で，大泉さんの青森中央学院大学っていうのは
小さい大学ですよ。しかも，専門が経営法学部
でしょう。理工系いないわけね。教養だけを教
えていればいいわけです。だから，話を聞いて
いて，これは幼稚園の延長だなと僕は思ったで
すよ。しかしされど，幼稚園の延長だという発
想は，地元の日本人にとっては非常に大事なん
です。だから今後ろで発言された国際交流協会。
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国際交流協会なんて僕はしょっちゅう会ってい
ましたよ。あそこはどちらかと言えば，ローカ
ルな地方のね，戦争花嫁じゃなくて，中国から
来た嫁さんとかね，そういう相手をしていたん
です。交流協会ね。ここの協会は比較的うまく
行っていたんです。それは，みんながこの人た
ちは気の毒だと。日本人ですよ。この人たちは
気の毒だっていう発想があったんです。しかし
大都市になっちゃうと，そういう発想が出てこ
ないんです。だから，僕は東京で留学生の面倒
を見るのは不可能だと思う。広すぎるんですよ。
仙台ではね，わずか120万の街ですよ。いいで
すか。それはどういうことかっていうと，夜コ
ンパして集まっても，2,000円あればみんな宿
に帰れますよ。東京でコンパしたらさ，一晩か
けて帰らなくちゃならないです。そういうこと
があるわけ。だから，地理的な条件っていうの
も，留学生の教育をやる時には考えておかなく
ちゃならないです。
今，東北大学のエリート留学生はどうなって
いるかというと，三条町という宿舎に，僕はあ
れはアイソレーションキャンプだと言っている
んですけれどもね。宿舎にいますよ。本当は川
内のキャンパスのど真ん中に住ましておけばい
いんです。何人かの学生は，今片平に住んでい
ます。そんな奴は，そいつらはエリートね。し
かしそこでエリート教育をしているのか，それ
とも一般的な教育をしているかっていう，そこ
が判断の分かれるところなんです。だから日本
に来ている留学生が，将来国に帰って何になり
たいかっていうことは我々知らないですよ。聞
かないもの。お前が教育者になるのかと聞いた
ら，我々は教育者になるには何が必要かって教
えなくちゃならない。それだけ，我々は留学生
教育というものに対して責任があるわけなんで
す。わざわざ来てくれるんですからね。だから
そこで，佐藤先生が言われた高度学生っていう
言葉。あれは明らかに差別用語です。高度なら，
何も留学しなくても構わしないです。その，高
度留学生っていう言葉を使って，その人材を日

本で雇用するなんていう，そういうみみっちい
考えでは留学生教育はできません。
最後に就職の問題。私は工学部にいました。

エンジニアリングね。だから，富士通さんにし
ろ，パナソニックさんにしろ，トヨタさんにし
ろ，うちの学生たくさんいますよ。その連中が，
しょっちゅう来るんですよ。メールが来るでしょ
う。それで，学生時代に遊んだ奴ほど，会社に
入ってから伸びる。だから留学生採るの，どう
したらいいかってそれは，プライベートなコネ
を作ることなんです。だから昔私が現役の時は，
我々サイドから言えば，売り手市場だったです
よ。たった40人の学生就職させるのに，800社
ですよ。人事関係面接したですよ。その頃は，
我々学生の希望を聞いて，こういうことをやり
たいならこういう会社があると，複数の会社を
示して，そのパンフレットを読めって言って，
データを与えたです。しかし，今は，大学の就
職活動っていうのは変わっちゃったんです。だ
から，プライベートにコネを作るっていうのは
非常に難しいと思う。されど，その大企業に限
らず中小企業でも，やっぱり自分の，そのメー
カーの話ね。メーカーの場合は，ある特定の製
品を作るために，東北大学に来て，それで色々
とコンサルティングを受けて，それでコネク
ションを作っているわけですよ。その絆を作る
ということ。これは何て言ったって必要です。
そうすると，その絆からこういう奴が欲しいん
だと。うちの現場はこういう奴を欲しがってい
るんだって言ったら，そのコネを作った先生を
通して，じゃあ東北大学のどの学部の誰が良い
かって聞きゃあいいんですよ。そこに話を付け
て，お前のところの留学生いるかって言って，
それで取ってくればいいんですね。だからそう
いう絆というもの。それはメーカーサイドと，
我々教員の間の絆っていうと誤解を招く人いま
すけれども，しかしやはり人間社会ですからね。
絆を保っておかなきゃ留学生教育だって就職
だって，できやしないですよ。ということが，
私の感想でした。余計なことを言いました。
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司会者　斎藤教授
ありがとうございます。今のお話とおそらく
部分的に重なると思うんですけれども，おそら
く日本の今からの留学生の受入れは，ドイツモ
デルとやっぱり違うふうにならざるを得ない。
それは青森中学院の様子なんかを見ても，そう
だろうということで，ドイツモデルと違う日本
型の「頭脳循環」，それが若干差別用語的だと
言うならば，国際的な人材循環を日本モデルで
今から発展させていこうと思った時に，何が最
も重要になるかということについて，ピンポイ
ントで私はこの点を強調しておきたいというこ
とを，お話をお伺いしてまとめになるのかなと
思いますけれども，いかがでしょうか。佐藤先
生の方から。

佐藤准教授
本当に貴重なご指摘ありがとうございまし
た。私は，日本の留学生受入れの強みというの
は，おもてなしの心じゃないですけれども，人
と人との関係を大事にすることではないかと
思っているんですね。というのは，私ちょっと
前になるんですけれども，インドネシアとタイ
で，アメリカ留学した人と日本留学した人と，
自分の国で学位を取った 3つのグループの比較
調査をしたんですね。その調査結果から，何が
日本留学の強みかというと，友達を作っている
率が，アメリカ留学した人よりもずっと多いん
ですよ。それも，学外で日本人の，つまり留学
先の国の友達を作った人の割合が，アメリカよ
りも多かったんですね。また，帰国した後もそ
の友達とつながっていたり，人脈として，自分
の仕事上でも役立っているという人も多くいま
した。そういった意味では，やっぱり人と人と
の関係を大事にするっていうのが，日本留学の
良さかなと思っています。ただし，日本留学の
弱い面もあって，教育の質とか図書館のサービ
スとか蔵書量などはアメリカ留学の方が評価が
高いんです。けれども，やっぱり日本は人を大
切にする文化があって，絆というか，それは日

本の良さで，やっぱりそういう絆を作る機会
を，地元の人とか日本人学生と絆を作る機会を
たくさん作っていくっていうことが，とても大
事で，それができれば，帰ってからもずっと地
域とつながって，日本留学して良かったと，ア
メリカやドイツに行くよりも良かったっていう
話を周りにしてもらえるのではないかと思いま
す。

大泉准教授
その今のご質問と直接関わり合うかちょっと

微妙なところだと思うんですが，私今この中で
も地域への貢献という話も度々させてもらいま
したが，私個人として，国際交流センター長と
して，留学生の存在価値が一番あるのは，日本
人の若者。特に大学生に対しての大きな刺激と
いう点ですね。やはり多くはハングリー精神を
持って日本にやってきます。多様化という中に
は，もう一方の側もおるわけですけれども，と
にかく色んなことに参加し，熱中している留学
生を見て，自分たちも負けていられないと考え
ている日本人学生が少なからず増えている点。
これは見逃せないのかなというところですね。
一方本国では，30万人計画という中で，そのす
そ野を広げていく。私が懸念しておりますのは
やはり質の低下です。どうしても人間ですね，
自分よりも下の人間を見てホッとするというよ
うなことが，本学の留学生の中でも見られてき
ているんですね。もっと伸びるはずの学生が，
そこで止まって頭打ちになってしまう。こうい
う意味でも，その質にこだわりながら留学生を
取っていくということは重要だと思いますし，
大学は受け入れた留学生を，自前の環境を大い
に利用しながら，独自の方法で成長させていく
ことに意味があるのだと思います。

田籠氏
ひとつはご指摘頂いた企業と大学の関係につ

いてなんですけれども，私も全く同感で，ただ
一方で企業側には全く余裕がなくなっていて，
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大学に足を運ぶ研究者が非常に少なくなってい
る現状があります。今富士通が続けているかど
うか分かりませんが，私が人材採用センター長
時代には，入社後 3 年未満には必ずお世話に
なった先生のところに菓子折りを持って行って
来いと。リクルーターということではなく，そ
れで後輩たちにどんな仕事をしているかという
ことを，人事の予算で行かせていました。大学
の資産は，OBOGではないでしょうか。OB，
OGこそが大学の大きな資産だと思いますか
ら，ぜひこの OB，OGというネットワークを
活用されたお取り組みを期待したい。ふたつ目
は，小さな事業ですが，文科省のキャンパスア
ジアの中の，平成22年度事業というのがござい
まして，日中韓の共同プロジェクトなんです。
この中で， 6個の大学の小さな取り組みなんで
すが，金沢大学の取り組みをご紹介します。環
境エネルギーにおけるマスターの養成コース
で，金沢大学の日本人学生と，中国韓国の提携
校から招聘した留学生諸君がメンバーです。
トータルで一学年30人ぐらいなんですね。10

名，10名，10名ぐらい。この30名の日本人，中
国人，韓国人学生が，夏休みの 2 ヶ月を使っ
て，日本でのワークショップを 2週間，間 1週
間を開けて今度は中国の大学でワークショップ
を 2 週間。間を開けて韓国の大学でのワーク
ショップを 2週間。それを 2ヶ月のプログラム
にして，3ヶ国を周っていくと。いわゆる，3ヶ
国の学生が共同生活を 2ヶ月間行っていくとい
うようなプログラムを入れております。かつ，
産業界の後押しがあって，インターンシップ先
も必ずある。日本人学生こそが，草食化し内向
き化して交流をしませんので，とにかく寝た子
を起こす。日本人を起こして，沈さんのような
積極的な留学生と交流させると。この仕掛けを
ぜひ，大学に期待したいと思っております。僭
越ではございますが，以上です。

司会者　斎藤教授
ありがとうございました。沈さんいかがで

しょう。日本の今からの留学生政策を進めてい
く上で，こういうふうにしたらもっといいのに
というようなことをピンポイントでアドバイス
するとすればどんなことでしょうか。

沈氏
まだ学生なので，そんな深いアドバイスがあ

まりないですけれども，でもひとつだけ言いた
いのは留学生，外国人として日本の魅力は十分
あると思います。特に文化的な面ですね。特に
若者の中に，すごく日本のアニメ，漫画，ゲー
ム。結構人気がありまして，あとは日本の歴史
が好きで，仙台の正宗公のところに観光したり
するとか，あとはこの間嵐のあれで結構ホテル
満員で，中国人いっぱい，他の国からもいっぱ
い人いますので，そこら辺は東京だけではなく
て，仙台は仙台なり，宮城県も宮城県なりの魅
力があると思いますので，その点だけは皆さん
心配なくて大丈夫です。ただし，それをどう
やってこういう魅力を活かして，外国人留学生
を受入れるということが，もっと皆様と一緒に
考えて行きたいなと思いますね。ありがとうご
ざいます。

司会者　杉本教授
はい，ということで，少し時間超過しており

ますので，このあたりで終わっていきたいと思
います。留学生の問題を今日は考えましたけれ
ども，やっぱりこの日本の地域社会をどう作っ
ていくのかっていうところに最終的に行きつく
というような議論だったかなと思います。改め
まして， 4名の講演者，それからご報告者の先
生方に，拍手をもってお礼を申し上げたと思い
ます。ありがとうございました。
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皆さん長い間お疲れ様でした。基調講演，並
びに講演をしてくださった東亰工業大学佐藤先
生，青森中央学院大学大泉先生，株式会社
TAGSの田籠さん，それから仙台中国学友会会
長沈さん，どうも有難うございました。留学し
ている方々に対して，どういうことを大学，あ
るいは地域ができるのか，その結果双方が
Win-Winの関係になるのか，そういった観点か
ら，非常に多くのご意見を頂いたと思います。
大学と地域というのが副題に書かれてあります
けれども，地域のところを少し分解すると，企
業，それから行政，それから NPO・NGO，あとは一般家庭も含めたそれこそ本来の意味での地域，
いわゆる四位なのかなと。四位一体の政策が必要なのではないかなということが，今回のこのセミ
ナーで私はよく理解できたと考えております。
ちょっと違った観点から，もう時間がないのですけれども，二つお話します。一つはこの留学生
問題というのは，今後の日本の立ち位置と言いますか，日本の在り方をどう考えるのかに，かなり
大きく効いてくるのだろうと思うのです。今の政府は，ご存じのように人口を 1億人にしたいと，
そして出生率は1.8だというようなことを述べていますけれども，大体その数字間違っていますよ
ね。1.8だと 1億人にならないのですね。本当にそこに向かってグランドデザインをどうするのか
と言うと，ほとんど何もない。多分出生率を1.8にしただけでは駄目で，大体8,000万ぐらいに落ち
着くのだろうと思うのですが，移民政策を取らなければいけないというのが，絶対出てくるはずな
のです。そこが日本人として，日本の国として，どうやりきれるのかどうかという議論がないまま
に，そういう数字だけ一人歩きするっていうのはとっても変だなと私は感じます。例えどうであれ，
その留学生をどう育てたいか，育ってほしいか。活躍してほしいかっていうのと，日本の数10年後
の立ち位置と言いますか，世界の中での日本の立ち位置というのは決まってくるのではないかなと
思います。そういう意味でも，長期的に我々日本の高等教育のところで，留学生をどうするかとい
うのは，きちんと議論していかなくてはいけないのではないかなと思います。これが 1点目です。

2点目は東北大学の理念の一つとして，門戸開放というのがあるのですね。これは，本学は日本
の帝国大学で最初に女子学生を入れた，それから，中国からの留学生をいち早く入れた，さらには
高専等の出身者をいち早く入れたという，そういう文脈でよく使うのですけれども，じゃあ現在，
門戸開放が理念ですよと言っている現在，この門戸開放ってどういう意味を持つのかいうところ
が，これもあまり議論されていないような気が私はいたします。私は東北大で学びたい人に，全て

閉　　　講　　　式
閉講挨拶

東北大学理事／高度教養教育・学生支援機構長

花　輪　公　雄　教授
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門戸を開放することに加え，その学びたい人がコンフォータブルと言いますか，良い環境で学べ
る，そのように作る，その環境を積極的に作ることが，門戸開放ではないかなというふうに現代的
意義を考えております。そういう面で，今日の沈さんのお話っていうのは，本当にそうだなと思い
ました。東北大学は1,800名，短期を入れると2,000名超えるのですが，そういう留学生をどういう
環境の中で勉強してほしいかということを考えているかというと，まだまだやらなければいけない
ことがたくさんあるなと思います。今日も宗教に関する配慮のなさ等々，色んなご指摘を受けまし
た。そういったところを克服していかなければいけない課題を持っているなと改めて認識しました．
ご指摘，本当に有難うございます。
ということで，時間がなくてあまり展開できませんでしたけれども，私の閉講の挨拶といたしま
す。本日は皆様，本当にお疲れ様でした。有難うございました。





アンケート・参加者統計
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 （会場来場者数53名，内アンケート回収19名）

Q 1 　セミナーのことは，どこでお知りになりましたか

　

 

 
 
  

学内連絡 
56% 

その他 
39% 

広報誌 
0% 

チラシ 
5% 

ポスター 
0% 

学内連絡 
その他 
広報誌 
チラシ 
ポスター 

Q 2 　このセミナーに参加された動機は何ですか。
・グローバル化について学習するため
・外国人留学生の受け入れに関して力を入れたい
・留学生に対する対応に悩みがあるため
・外国人留学生の就職の状況について知りたかった
・留学生ですので，留学生への支援などについて知りたい
・留学生と地域，大学とのつながりに興味がある
・学内で推薦があったため
・テーマに興味があったから
・大学組織運営論を広く学ぶこと
・所属グループからの指示
・外国人留学生について，大学ごとの取り組みを知りたいため
・留学生のキャリア支援に関する情報を得るため
・留学生の指導に活かすため
・外国人学生の受け入れ担当になったから
・留学生のキャリアパスをどう考えるか
・留学生と交流する機会が多いため，勉強のために
・個人的な興味，関心
・外国人留学生の現状を知りたい

平成27年度 IDE大学セミナーアンケートより
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Q 3 　開催日時は如何でしょうか

　

 

  

良かった 
89% 

悪かった 
11% 

良かった 

悪かった 

　・金曜日が良かった
　・週末開催が良かった

Q 4 　会場については如何でしょうか

　

 
  

良かった 
100% 

悪かった 
0% 

良かった 
悪かった 

　・東京や大阪などで開催してもらえるとなお良かった。
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Q 5 - 1 　講演については如何でしょうか

　

 

  

良かった, 95% 

悪かった,0% 
どちらとも言

えない, 5% 無回答, 0% 

良かった 
悪かった 
どちらとも言えない 
無回答 

Q 5 - 2 　総括質疑については如何でしょうか

　

 

良かった 
53% 

悪かった 
0% 

どちらとも言え

ない 
10% 

無回答 
37% 

良かった 

悪かった 

どちらとも言えない 

無回答 

Q 6 　内容について，ご感想をお聞かせください。
・とても良かったです。
・留学生が年々増えていることを実感する中，研究に関することをどこまで正確に伝えられるか
日々悩んでいる。英語で説明すべきか日本に留学しているのだから日本語を覚えてもらうべき
か…。そんな悩みを解決するヒントをいただいたような気がします。今年はスケジュールが立
て込んでおり，参加を迷っていましたが，参加して良かったと思います。
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・勉強になりました。
・示唆に富む内容でした。ありがとうございました。
・講演の時間が長すぎず短すぎずちょうど良かった。どの講演も楽しく聴くことができました。
・留学生対応はどの大学にとっても重要な課題だと思います。多様な内容で，理解を深める上で
よかったと思います。
・多様な立場の講師の話を聞くことができて参考になった。
・内容がすごくよかった。半日ではなく， 1日のプログラムでもいいと思う。
・一人一人の講演時間をもう少し長くとって欲しかった（時間不足の講演が多かったため）
・今後うちの大学でやれるアイデアがうかびました。ありがとうございます。
・ドイツとの比較，出口は個人的研究でも，所属大学の課題でもあり，大変参考になった。
・様々な立場の方からご意見を伺うことができてとても有意義でした。ありがとうございました。
・様々な立場の方々の講演を一度に聴くことができる機会はあまりないので，満足でした。
・大変充実しており勉強になった。
・今日のような会は大人の会ですが，大学教育を考えるには，当事者の考え方が大事だと思いま
す。今回留学生の方がいらして大変良かったですが，フロアに日本人学生がもっといたらよ
かったと思います。

Q 7 　IDE 大学セミナーで扱ってほしいテーマがありましたらお書きください。
・外国人留学生の受け入れの問題点
・外国人留学生の入試について
・リスクアセスメントに関すること
・異文化理解についてのテーマ
・外国人留学生のパート 2をお願いしたい
・留学生のキャリア支援
・博士人材のキャリアパス多様化の推進について

Q 8 　その他運営等で何かございましたらお書きください。
・会場が寒かったり暑かったり極端だった。
・パワーポイントのレジュメが小さくて文字が見づらかった。
・ホテルではなく，大学の大講堂で行ってもいいと思う。
・行政機関にも声をかけていいと思う（各県の県交流協会など）
・会場が暑すぎてへばりました。空調をもう少し見ていただければよかったです。
・素晴らしい会場でしたが，参加者が若干少ないようで残念でした。

 （コメントは原文のまま）
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参加者統計

参加者総数：53名
　　内　訳：講　　師　 4名
　　　　　　参  加  者　  35名
　　　　　　実行委員　 14名

IDE 大学セミナー実行委員
委 員 長 東北大学 高度教養教育・学生支援機構長 花輪　公雄
委　　員 東北学院大学 副学長 斎藤　　誠
 岩手県立大学 社会福祉学部教授 高橋　　聡
 宮城大学 事業構想学部教授 蒔苗　耕司
 仙台白百合女子大学 人間学部教授 槇石多希子
 石巻専修大学 人間学部長 山崎　省一
 東北大学 高度教養教育・学生支援機構副機構長 羽田　貴史
 東北大学 高度教養教育・学生支援機構副機構長 安藤　　晃
 東北大学 高度教養教育・学生支援機構教授 関内　　隆
 東北大学 高度教養教育・学生支援機構教授 石井　光夫
 東北大学 高度教養教育・学生支援機構教授 杉本　和弘
 東北大学 教育学研究科教授 宮腰　英一
 東北大学 高度教養教育・学生支援機構准教授 串本　　剛
 東北大学 高度教養教育・学生支援機構准教授 猪股　歳之
 （敬称略）

報告書編集：石井光夫


